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富沢遺跡は、仙台市南東部の太白区富沢、長町南、泉崎に広がる面積約90万平方メートルの広大

な遺跡です。周辺は、かつて肥沃な田園地帯でしたが、昭和50年代の土地区画整理事業を契機に開

発が進み、62年の地下鉄南北線の開業以来、急速に都市化が進行しています。

富沢遺跡は地下鉄工事に伴う発掘調査によって発見された遺跡です。今年度までに130箇所を超

える地点で開発に先立つ調査が実施され、弥生時代から明治時代の水田跡が重層的に確認されてい

ます。弥生時代の水田跡の下層からは縄文時代の人々の生活の跡も見つかっています。さらに昭和

63年 には約 2万年前の氷河期の埋没林が発見され、埋没林の一角では旧石器時代人が焚き火をし、

石器を作っていたことが明らかになっています。

仙台市では、旧石器時代の森林跡と当時の人々の生活の跡を、発見したそのままの状態で保存公

開しています。その施設が平成 8年 ll月 に開館いたしました「地底の森ミュージアムー富沢遺跡保

存館―」です。館では、当時の自然環境と人々の活動を生き生きとよみがえらせる展示と、調査結

果を活用した様々な活動を実施しています。

このたびの発掘調査は共同住宅建設に伴うもので、第126次調査となります。地下鉄長町南駅の

西約300m、 地底の森ミュージアムの北側に隣接する場所にあたります。調査の結果、地底の森と

同様な旧石器時代の森林跡が発見され、弥生時代以降の水田跡なども確認されました。古墳時代の

水田跡からは田下駄がほぼ完全に近い形で見つかっています。

先人の遺した文化遺産を保護し、後世に伝えていくことは現在を生きる私たちの責務です。今回

の開発によって遺跡の一部が失われるのは誠に残念なことでありますが、調査の成果を普及活動の

資料として生かしていくことも遺跡の保存活用のひとつと考えられます。今回の調査成果が国民共

有の財産として広 く活用され、文化財に対するご理解の一助となれば幸いです。

発掘調査および調査報告書の刊行にあたり、多大のご協力とご理解を賜 りました多 くの方々に心

から感謝申し上げ、刊行の序とします。

平成16年 3月

仙台市教育委員会

教育長 阿 部 芳 吉



例   言

1.本書は、仙台市教育委員会が実施した、共同住宅建設に伴う富沢遺跡の第126次発掘調査の報告書である。

2.調査成果については、広報紙「文化財せんだい」等でその内容の一部が報告されているが、本書の記載内容が

それらに優先する。

3.報告書の作成 。編集は荒井 格が担当し、工藤哲司、主濱光朗、平間亮輔、宮内 周がこれを補佐 した。

4.第 6章 自然科学的分析の第 8節「後期旧石器時代の昆虫化石分析」については森 勇一氏に、第 9節「富沢遺

跡第126次発掘調査出土木製田下駄および付属土壌の保存処理報告」については東北芸術工科大学文化財保存

修復研究センターに執筆をお願いした。記 して感謝の意を表する。その他の関連する自然科学的分析について

は、プラント・オパール分析、テフラ分析、放射性炭素年代測定を株式会社古環境研究所に、樹種同定、大型

植物化石分析、後期旧石器時代層の花粉分析・珪藻分析を古代の森研究舎にそれぞれ委託し、分析結果を第 6

章第 1～ 7節 に掲載した。

5。 第 6章 を除く本文の執筆は荒井 格が担当した。

6.石器、石製品、礫石器の石材については、蟹澤聰史氏 (東北大学名誉教授)に鑑定をお願いした。

7.陶器・磁器は、佐藤 洋氏 (仙台市博物館)に鑑定して頂いた。

8。 発掘調査および報告書作成に際し、次の方々および機関より指導・助言、協力をいただいた。記して感謝の意

を表する。

阿子島香、大山幹成、蟹澤聰史、櫻井秀司、佐藤 洋、佐藤 隆、庄司夏子、杉山真二、鈴木三男、

早田 勉、手代木美穂、早坂春一、原河英二、平塚幸人、松井敏也、村木志仲、森 勇一、吉川純子、

吉川昌仲、株式会社 ミヤコー、菱中建設株式会社東北支社、仙台市博物館、富沢遺跡朱存館、古環境研究所、

古代の森研究舎、東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター

9。 出土遺物および調査・報告書作成に関わる一切の資料・記録 。写真 (モ ノクロ、カラーリバーサル、ネガカラ

ー)は、仙台市教育委員会が保管している。



例

1.本報告書中の土色は F新版標準土色帖15版 (1995年版)』 (小山正忠・竹原秀雄 1995)に準拠 している。

2,本文および図中で使用し.た 方位の北は、すべて真北で統一している。

3.図中の座標値は、「平面直角座標系第X系」を基準としている。

4.図中および本文中の標高は海抜高である。

5。 本報告書中で使用した地形図は、国土地理院発行の 1:25,000の「仙台東南部」および「仙台西南部」の一部であ

る。

6.調査において検出された遺構については以下の遺構略号を使用 し、各遺構ごとに番号を付与した。

SK 土坑   SX 性格不明遺構

7.出土遺物の登録には以下の遺物記号を使用し、各遺物ごとに番号を付与した。

A  縄文土器   B  弥生土器   C  土師器 (非 ロクロ)  D  土師器 (ロ クロ)

I  陶器    J  磁器     Ka 打製石器      Kc 礫石器

Kd 石製品    L  木製品    N  金属製品

8.遺物観察表の ( )内 の数値は、残存値である。

9。 土師器のスクリーン・ トーン貼 り込みは、黒色処理を示している。

10.礫石器と木製品の実測図における表現方法は以下のとおりである。

礫石器 木製品

磨面範囲

コワレ
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第 1章 遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境

富沢遺跡は、仙台市南東部の大白区富沢、長町南、泉崎に所在する遺跡である。JR長 町駅の西に位置し、東西

約 2 km、 南北約 1臨の、面積90haほ どの広大な範囲に広がっている。遺跡の南方約1.5kmに 1ま名取川が東流 し、北

東約 l kmに は広瀬川が南東方向に流れている。名取川と広瀬川は遺跡の東南東約3.5kmで 合流し、さらに東流 して

太平洋に注いでいる。遺跡から現在の海岸線までの距離は約 9 kmで ある。

遺跡は、名取川と広瀬川に挟まれ、西を丘陵 。段丘地域によって画されたほぼ三角形を呈する低地 (郡 山低地)

内にあり、西側を画する丘陵・台地部は、「長町―利府線」と呼ばれる地質構造線に沿う撓曲運動の結果、構造線

の北西側に形成された幅 l km弱 の隆起帯である。遺跡の位置は郡山低地中央の西寄 りであり、北東を広瀬川の自然

堤防に、南を名取川の支流である魚川の自然堤防に、北西側を前述の丘陵・台地部に囲まれた後背湿地に立地して

いる。遺跡のほとんどは区画整理事業により1～ 2mの盛土がなされているが、盛土以前の標高は 9～16mである。

現在では開発が進み、かつての標高を残す箇所は少なくなっている。

遺跡には市営地下鉄南北線が通っており、地下鉄の路線は遺跡中央部で東西から南北へ大きく方向を変えている。

遺跡内では区画整理事業を契機として開発が進み、地下鉄開業以来さらに急速な都市化が進行し、現況ではそのほ

とんどが宅地や店舗となっている。しかし、区画整理以前は大部分が水田として利用されていた田園地帯であった。

第 2節 歴史的環境

富沢遺跡を中心とした周辺地域には後期旧石器時代から近世にかけての多 くの遺跡が分布 している。以下、発掘

調査遺跡を中心として富沢地区周辺の歴史を概観する。

旧石器時代

旧石器時代では、1987年 から88年にかけて実施された本遺跡の第30及調査で後期旧石器時代の森林跡と焚火跡が

検出されている。焚火跡の周辺からは111点 の石器が出土し、接合資料 も確認されたことから、焚火跡の傍で石器

製作が行われていたことが明らかになっている。森林跡に伴って樹木、葉、種子等の植物遺体のほか、昆虫化石、

動物のフンなども発見されてお り、当時の自然環境の詳細復元が可能な情報が多 く得られている。また、第99次調

査ではナイフ形石器が 1点、第102次調査では石刃状予J片が 1点 出土しており、第88次調査では焚火跡 と考えられ

る炭化物片集中箇所が検出されている。さらに、第43次、52次、57次、58次、63次、66次、68次、74次、82次、85

次、90次、93及、98次、104次の各調査においても植物遺体集積層が確認されている。第30次調査区を中心とした

以上の17地点は (第90次調査は富沢遺跡保存館建設に伴う事前調査であるため、30次 と同一地点とした)、 すべて

本遺跡の北半部に位置している。しかし、各調査区間の詳細な層位対応関係については、たとえば植物遺体集積層

が 7層確認され、他にも層中に l cm以下の薄層として介在する層が認められた第58次調査のような例もあることか

ら、すべてが明らかにされているわけではない。今後の検討課題である。なお、これまでの調査では姶良Tn火山

灰 (AT)よ りも確実に下位で検出された植物遺体集積層はなく、確認されているのはすべてAT降下後に形成さ

れたものである。



第2節 歴史的環境

縄文時代

富沢地区周辺での縄文時代の最も古い生活痕跡は、旧魚川北岸の自然堤防上に立地する下ノ内浦遺跡で確認され

ている。地表下約 4mか ら早期前半の竪穴住居跡と落し穴等の遺構、および押型文土器、尖頭器・石鏃・掻器など

の石器が発見されている。本遺跡では、第28次調査で地表下約 4mか ら早期後半の遺物集中部が 4箇所検出され、

土器と石器が出上している。また第15次調査では、早期末から前期初頭と考えられる石器を主体とする遺物包含層

が確認されている。本遺跡の南に隣接する山口遺跡でも地表下約 3mか ら早期末の遺物包含層が検出されている。

前期の遺跡としては、本遺跡西方の丘陵上に立地する三神峯遺跡がある。竪穴住居跡、土器埋設遺構、遺物包含

層などが発見され、前期前半の集落跡であったことが明らかになっている。

中期の遺構、遺物の発見例は、山口遺跡と、その南側の下ノ内遺跡、東側の六反田遺跡などが知られている。山

口遺跡で中期末葉の埋設土器、下ノ内遺跡で中期末葉の竪穴住居跡と中期末葉から後期初頭の炉跡・土坑・埋設土

器など、六反田遺跡で中期中葉と末葉の竪穴住居跡・埋設土器が確認されている。

後期になると周辺の各遺跡で多 くの遺構、遺物が確認されるようになる。六反田遺跡で後期初頭の竪穴住居跡な

どの遺構と遺物包含層が発見され、後期前葉では山口遺跡で土坑と遺物包含層、下ノ内浦遺跡で墓域、大野田遺跡

で墓域と一体となった祭祀の場が確認されている。伊古田遺跡では後期中葉の遺物包含層から全身形状の明らかな

土偶が 4点出土し、仙台市有形文化財に指定されている。王ノ壇遺跡からは後期中葉から後葉の遺物包含層と竪穴

遺構や配石遺構などが発見されている。

晩期では山口遺跡で河川跡が確認され、花粉分析によって後期から晩期にかけての詳細な植生復元が行われてい

る。本遺跡の第38次調査区からは、ほぼ完形の鉢形土器が出土 している。

以上のように縄文時代においては、富沢地区周辺は早い段階から居住を含む生活活動の場となり、縄文時代中期

から後期にかけて安定して集落が存続していたことが明らかになっている。

弥生時代

弥生時代では、本遺跡で中期中葉以前から後期の 8時期の水田跡が検出され、山口遺跡と下ノ内浦遺跡からは中

期後半から後期にかけての遺物包含層が発見されている。下ノ内浦遺跡では遺物包含層の下面で後期の上媛墓と土

器棺墓、竪穴遺構が検出され、当時の墓域であったことが判明している。郡山低地の東半部では郡山遺跡から前期

の弥生土器と中期中葉以前の水田跡が発見され、量的には少ないものの中期後半の土器や後期の上器 も出土してい

る。郡山遺跡の北西に隣接する西台畑遺跡では、土器棺墓と土崚墓によって構成される中期中葉の墓域が確認され

ている。本遺跡西方の丘陵上に立地する土手内遺跡からは後期の竪穴住居跡と土坑が見つかっている。

これまでの調査によって以上のような知見が得られているが、弥生時代の集落に関しては規模、構造などを具体

的に示す充分な調査例はなく、その解明については今後の調査研究に期待されるところである。

古墳時代

古墳時代の集落は竪穴住居で構成され、富沢地区周辺では前期、中期、終末期の集落跡が確認されている。前期

の竪穴住居跡は六反田遺跡、下ノ内遺跡、伊古田遺跡と丘陵上の上手内遺跡で、中期は下ノ内遺跡と土手内遺跡で、

終末期は六反田遺跡 と下ノ内遺跡、王ノ壇遺跡で発見されている。本遺跡の周辺に分布するこれらの遺跡では継続

的に集落が営まれており、古墳時代集落の展開を考える上で貴重な遺跡群である。墳墓は、地質構造線である「長

町一利府線」の携曲運動によって形成された本遺跡西方の隆起帯に沿って築かれ、旧魚川流域でも群集墳が築造さ

れている。長町―利府線付近の古墳としては、 5世紀代から6世紀前半にかけて築かれた兜塚古墳、一塚古墳、二

塚古墳、裏町古墳などが知られている。旧魚川流域では埴輪を伴う古墳が 5世紀後半から6世紀にかけて集中的に

造られ、発掘調査によって発見された五反田古墳や大野田 1～27号墳、墳丘の残存する春 日社古墳、鳥居塚古墳、

王ノ壇古墳などを含め大野田古墳群と呼ばれている。兜塚古墳、一塚古墳、二塚古墳、裏町古墳は首長クラスの古
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亀

遺 跡 名 立 地 時 代 遺 跡 名 一立 地 時 代

ユ ニツ沢遺跡 丘陵 縄 文 45 元袋遺跡 自然堤防 奈良～平安

2 青山二丁 目遺跡 E陵 大野田遺跡 自然堤防 縄文 (後期) 弥生

3 萩ケ丘B遺跡 丘陵 縄 文 北屋敷遺跡 自然堤防 奈良～平安

ニツ沢横穴群 丘陵斜面 古墳 王ノ壇古墳 自然堤防 古墳

5 茂ケI・T還切 丘陵 南北朝～室町 王ノ類遺跡 自然堤防 縄文 (後期)弥生 古墳 奈良 中世 近世

6 兜塚古墳 自然堤防 古墳 長町清水遺跡 自然堤防 古墳 ?

鹿野屋敷遺跡 段丘 古墳 P 奈良～平安 5] 皿屋敷遺跡 自然堤防 縄文 奈良～平安 中世

8 鹿野一丁 目遺跡 段丘 縄文 弥生 ? 奈良～平安 長町六丁 目遺跡 自然堤防 奈良～平安

9 芦ノロ遺跡 丘 陵 縄文 (早期末～前期初) 弥生 平安 長町南遺跡 自然堤防 奈良～平安

三神峯遺跡 段丘 縄文 (前期 中期, 平安 新HH選朋 自然堤防 奈良～平安

土手内横穴群 丘陵斜面 古墳 西台畑遺跡 自然堤防 組文 (後期) 弥生 古墳

土手内遺跡 丘 愛 縄文 奈良～平安 郡山遺跡 自然堤防 後背湿地 弥生 古墳 奈良

土手 内窯跡 丘陵斜面 奈良～平安 ? 57 北 目城跡 自然堤防 室町 江戸

砂押屋敷遺跡 険丘 奈良～平安 矢来遺跡 自然堤防 後背湿地 古墳 奈良～平安

富沢窯跡 険 丘 古墳 奈良～平安 的場遺跡 自然堤防 奈良～平安

三神峯古墳群 段 丘 古墳 籠ノ瀬遺跡 自然堤防 古墳 奈良～平安

金山窯跡 段 E 古墳 61 欠の上 I還跡 自然堤防 後背湿地 古墳 奈良～平安 中世

金洗沢古墳 段 丘 古墳 欠の上 Ⅱ遺跡 自然堤防 古墳 奈良～平安

裏町束遺跡 段 丘 平安 欠の上 Ⅲ遺跡 自然堤防 古墳・奈良～平安

裏町古墳 段 丘 古墳 若林城跡 自然堤防 古墳 平安 戦国～江戸

原束遺跡 段 丘 古墳 奈良～平安 遠見塚古娯 自然堤防 古墳

原遺跡 段 丘 弥生 古墳～平安 南小泉遺跡 自然堤防 後背湿地 弥生 古墳 奈良 平安 中世 近世

西台窯跡 段 丘 奈良～平安 ? 砂押 I遺跡 自然堤防 古墳 奈良～平安

上野遺跡 段 丘 4・L文 (中期) 奈良 平安 砂押 Ⅱ遺跡 自然堤防 古墳 奈良～平安

宮沢上ノ台遺跡 段 丘 縄文 平安 中柵西選跡 自然堤防 弥生 古墳・奈良～平安

堀ノ内遺跡 自然堤防 古墳・ 奈良～平安 紙柵違跡 自然堤防 縄文 弥生 古墳・奈良～平安

27 自然堤防 縄文 奈良～平安 71 沖野城跡 自然堤防 後背湿地 中世

鍛冶屋敷B遺跡 自然堤防 縄文 奈良～平安 河原越遺跡 自然堤防 古墳 奈ミ～平安

南 ノ東遺跡 自然堤防 後背湿地 弥生 平安 73 日辺館跡 自然堤防 室 町

六本松遺跡 自然堤防 余良～平安 物 日辺遺跡 自然堤防 古」A

宮沢南西遺跡 日然堤防 奈良～平安 人塚山古墳 自然発防 古墳

富沢館跡 自然堤防 後背湿地 戦国時代 76 上古川選跡 自然堤防 近世以降

富沢清水遺跡 自然堤 1/j 奈良～平安 77 柳生台畑遺跡 自然堤防 奈良～平安

冨沢遺 跡 後背湿地 八ツロ遣跡 自然堤防 余良～平安 中世

泉崎 i甫 遺跡 自然堤防 後背湿地 縄文 (後期) 弥生 占墳 平安 乗馬遺跡 自然堤防 茶良～平安

教塚 占墳 後背湿地 古墳 舞台上遺跡 自然堤防 奈良～平安

山口遺跡 自然堤防 後背湿地 純文 (早期 後期 晩州)孫生 古墳 余i 平安 中ll 熊野新宮社宿坊跡 EI積 錐 中世

下ノ内遺跡 自然堤防 縄文 弥生 古墳 奈良 平安 砂押古墳 段 LL 古墳

伊古田遺跡 自然堤防 縄文 (後期) 古墳 奈良 平安 二塚古墳 後背湿地 古墳

五反[H石槽墓 自然堤防 古墳 後背湿地 占墳

五反田古墳 自然堤防 古墳 金岡八幡古墳 後背湿地 古墳

大野田占墳群 自然堤肋 古墳 春 日社古墳 自然堤防 占墳

六反 田遺 跡 自然堤助 泰と文 (中期 後期 晩期>弥生 古墳 余良 平安 江戸 鹿落土手 (杉土手 ) 丘陵 段 E 江 戸

袋束遣跡 自然堤防 ドノ内浦遺跡 自然堤防 縄文～弥生～平安

第 1図 宮沢遺跡と周辺の遺跡
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墳、大野田古墳群はその下に統合されていた集国の墳墓と考えられている。

郡山低地の東半部には、 7世紀後半から8世紀初頭にかけて機能していた官衛跡である郡山遺跡がある。 7世紀

後半の官行 (I期官衛)は郡行もしくは国行、城柵と推定され、 7世紀末から8世紀初めの官衛 (Ⅱ 期官衛)は多

賀城以前の陸奥国府として機能していたものと考えられている。Ⅱ期官衡には寺院が付属しており、官人の居宅と

推定される建物群も確認されている。また、この時期には、郡山低地の西を画する丘陵の縁辺部に横穴墓が集中し

て造られており、愛宕山、大年寺山、宗禅寺、茂ヶ崎、ニツ沢、土手内横穴墓群の総数は100基 を超えるものと考

えられている。

本遺跡では第35次調査で中期の水田跡が確認され、第30次調査では後期～終末期頃の水田跡が発見されている。

遺跡南西部の自然堤防近 くに位置する第24次調査区では、畑作に関連すると考えられている終末期頃の小溝状遺構

群が検出されている。また、本遺跡中央部の微高地上に立地する泉崎浦遺跡では中期の竪穴住居跡が発見されてい

る。遺跡南西部には 5世紀後半から6世紀前半の築造と考えられる教塚古墳があり、遺跡の北側には金岡人幡古墳

が隣接している。

奈良 。平安時代

富沢地区周辺では、旧魚川流域の自然堤防上に立地する六反田遺跡、山口遺跡、下ノ内遺跡、伊古田遺跡、下ノ

内浦遺跡、元袋遺跡、王ノ壇遺跡、大野田遺跡などで奈良時代から平安時代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡が多数確

認され、集落が営まれていたことが明らかにされている。これらの遺跡の多 くでは古墳時代の竪穴住居跡も検出さ

れていることから、旧魚川沿いの自然堤防上は古墳時代以来、居住域としての利用が継続されていたものと考えら

れる。本遺跡の南側の大野田地区周辺では、畑の耕作に関わる痕跡と考えられる小溝状遺構群がほぼ全域で確認さ

れている。山口遺跡と本遺跡では条里制による真北方向の畦畔を基準とした平安時代の水田跡が検出されている。

以上のこれまでの調査成果から奈良・平安時代の富沢地区周辺においては、旧焦川沿いの自然堤防上に集落が営

まれる一方で、南の大野田周辺には畑が広がり、後背湿地に立地する本遺跡と山口遺跡では条里制に基づいた水田

耕作が行われていた景観が粗描される。

中世以降

中世の遺跡としては、本遺跡の南に位置する王ノ壇遺跡において、12世紀後半に成立し14世紀前半まで存続した

武士の屋敷跡が確認されている。その西側には南西から北東方向に廷びる、側溝を伴った幹線道路跡が長さ約360

mにわたって検出され、屋敷跡への枝道も確認されている。本遺跡北方の大年寺丘陵上には粟野大膳の居城とされ

る茂ヶ崎城が築かれている。

山口遺跡と本遺跡東端の自然堤防寄 りおよび西端では屋敷跡が確認され、山口遺跡は12世紀後半～13世紀初頭頃、

本遺跡東端の屋敷跡は13～17世紀初頭、西端は16世紀末から17世紀初頭頃のものと考えられている。

また、本遺跡では中世および近世の水田跡が広い範囲で確認されている。しかし、後世の耕作によって上部が削

平されている場合が多 く、水田跡の構造を確認できる例は少ない。そのような中でも中世の水田跡は第30次と35次

調査において比較的良好に検出されている。真北もしくはそれに近い方向を基準とした畦畔によって、平面形がお

もに長方形に区画され、 1区画の面積は70～ 300∬ 程度である。近世の水田跡は第30次調査において検出された例

が良好である。中世から引き継がれた基幹水路を中心に、水路と大畦畔によって区画された、 1区画70～ 250だ 程

度の水田跡であったことが明らかにされている。

本遺跡東部の長町五丁目付近と南部の泉崎付近では近世墓が発見されており、前者は幕末から明治時代、後者は

江戸時代全般にわたる墓地跡であったと考えられている。
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第 2章 調査に至る経緯

第 1節  これまでの調査成果

富沢遺跡周辺においては、名取川支流の旧魚川によって形成された自然堤防上に立地する六反田遺跡、山口遺跡、

下ノ内遺跡等で昭和50年代の初めから発掘調査が実施され、縄文時代中期以降の集落に関連する遺構、遺物が発見

されていた。それに対して、富沢遺跡の立地する後背湿地部では発掘調査例がなく、昭和57年 (1982)の市営地下

鉄南北線建設に伴う試掘調査が実施されるまで、遺跡の有無も明らかではなかった。試掘調査の結果、平安時代と

弥生時代の水田跡が検出されたことから、試掘区の位置する字名より、泉崎前遺跡、中谷地遺跡、鳥居原遺跡とし

ての登録が行われた。翌昭和58年 (1983)に は、前年の調査結果と現地表面の標高から後背湿地部の範囲全体を遺

跡範囲と捉え、泉崎前遺跡、中谷地遺跡、鳥居原遺跡を含め、あらためて「富沢水田遺跡」として遺跡登録が行わ

れた。その後、調査の進展に伴って弥生時代から近世にかけての水田跡が重層的に検出されるとともに、中世の居

住域や近世以降の墓跡も確認され、さらに下層から縄文時代の遺構、遺物が発見されたことから、昭和62年 (1987)

に「富沢遺跡」と遺跡名の変更が行われている。

昭和62年 から63年 にかけて学校建設に伴って実施された第30次調査では、縄文時代の遺物と竪穴遺構が検出され

た層の約1.5m下 から後期旧石器時代の森林跡と焚火跡が確認され、焚火跡の周辺からは接合資料を含む111点の石

器が出土した。森林跡に伴って樹木、葉、種子等の植物遺体のほか、昆虫化石、動物のフンなども検出されており、

当時の自然環境の詳細な復元が可能な、多 くの貴重な情報が得られることとなった。仙台市では、後期旧石器時代

の生活活動痕跡と当時の自然環境が良好に保存されている重要性を認識し、学校建設予定を変更して、森林跡を発

掘された状態で保存し広 く一般公開を行っている。その施設が富沢遺跡保存館 (地底の森 ミュージアム)であり、

1996年 の開館以来、展開されている館の活動を含め、全国から大きな注目が寄せられている。

第 2節 調査に至る経過

今回の調査地は昭和50年代から宮城交通観光バスの長町南営業所として使用されていた場所であり、営業所と車

庫、それに伴う洗車場、給油スタンドが設けられていた。施設、設備の老朽化と車庫用地としての広さの問題から、

平成15年 4月 に営業所が移転することとなり、跡地には共同住宅の建設が計画された。計画は杭打ちを伴う鉄筋コ

ンクリー ト造地下 1階付10階建の共同住宅であり、平成14年 7月 3日 付けで発掘届が提出された。これを受け、当

教育委員会は、工事着手前の発掘調査が必要であることと、現時点では平成16年の調査実施予定である旨を申請者

へ通知し、さらに平成15年度以降の調査予定との調整から、15年度中の調査実施を含めて継続的な協議を行う対応

とした。その後の内部調整により15年度の発掘調査が可能と判断されたことから、平成15年 4月 11日 に土地所有者

である株式会社 ミヤコーと発掘調査委託契約を締結し、調査を実施することとなった。

調査地点は富沢遺跡の中央部北寄 りに位置し、幅 6mの道路を隔てて富沢遺跡保存館の北側に隣接する箇所であ

る。したがって、富沢遺跡保存館と同様に旧石器時代の森林跡をはじめ、縄文時代の遺構、遺物および弥生時代か

ら近世の水田跡等が検出される可能性が考えられた。

平成15年 4月 14日 に掘削範囲の縄張 りと調査器材の搬入を行い、翌15日 からアスファル ト除去作業を開始し、ア
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第 3章 調査の方法と概要

第 1節 調査要項

富沢遺跡 (仙台市文化財登録番号 C-301、 宮城県遺跡地名表登載番号01369)

仙台市太白区長町南四丁目2-1、 2-9、 2-10

鉄筋コンクリー ト造 地下 1階付10階建共同住宅建設

1,705.09■ ば

607.00■ざ

平成15年 (2003)4月 14日 ～11月 13日

仙台市教育委員会  教育長 阿部 芳吉

仙台市教育委員会生涯学習部文化財課

課  長 青柳 良文

調査係長 篠原 信彦

担当職貝 主任 荒井 格  文化財教諭

主任 荒井 格  文化財教諭 宮内 周

赤間  眸  我妻員寿美  安部 文子

植野 文隆  植野美登子  上野 美子

大槻 明美  大場 光春  大宮久美子

菊地 恵子  熊谷恵美子  小池 房子

佐藤 トシ子  佐藤 松子  庄司 明美

曽根ちよ子  高橋たづよ  高橋 トシ子

高橋由美子  竹内美江子  種田ふくよ

蓮沼 英子  蓮沼 秀子  原田由美子

松野 順子  三浦たか子  三浦 洋子

吉田躯紹子  横山美代子  渡辺 洋子

伊藤 清子  菊地あき子  佐藤 悦子

玉上なみ子  東海林かづ子 橋本 房子

女川 征延

石井千代子

遠藤いな子

小川 良子

小林 篤夫

庄子かつえ

高橋 美香

中村  澄

樋口より子

水野 信子

庄司 明美

原田由美子

主事 鈴木 隆

石垣 陽子

遠藤 誠子

金澤沙知子

古山 友子

菅井 民子

高橋ヨシ子

南条 雅江

日野きみ子

森山  隆

庄子 弘子

樋口より子

板橋 栄子

遠藤 福子

菊地あき子

佐藤 悦子

鈴木みよ子

高橋 喜子

西川 伴子

船水 頼子

門馬 佑治

高橋 美香

遺  跡  名

所  在  地

調 査 理 由

紺 象 面 積

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 主 体

調 査 担 当

整 理 担 当

調 査 参 加 者

整理作業参加者
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調査区の設定

調査対象域は、届出された敷地面積4,401,99∬ のうち共同住宅建設によって遺跡の破壊が予想される、建築面積

の1,705,09∬ である。調査の実施にあたり、建物予定範囲の東側には給油スタンドに伴って地下タンクがすでに埋

設されていたことから、その部分の遺構面は破壊を受けているものと判断されたため、建物範囲の西側に東西約43

m、 南北約14.5m、 調査面積607.0∬の調査区を設定した (第 3図 )。

周辺で実施された第30次と88次の調査結果をもとに盛土以前の旧地表面の標高を推定したところ、現地表面と約

2mの比高差があり、その厚さの盛土がなされていることから、安全管理上、掘削面に勾配を設ける必要があると

判断された。また、作業効率の面からベル トコンベアによるつF土を予定していたため、勾配下面でその設置場所と、

併せて作業空間を確保する必要があった。そのため、掘削は調査区よリー回り大きい東西49m、 南北23mの範囲と

し、平成15年 4月 14日 のに掘削範囲の設定を行った。

調査の方法

調査にあたっては、盛土上面に敷設されたアスファルトを切断した後、重機を使用してアスファル トと盛土、盛

土以前の水田耕作土である旧表土を除去した。旧表土下面から弥生時代の水田土壌と考えられる基本層位12層 まで

Y=365km Y=3 70km Y=3 75km

X=-197 45km

X=-19750に m

炉

o                                     500m

(1/1000

‥
建物範囲

調査区

第 3図 調査区配置図 (1/1,000)

X=-197 55km
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は、遺構検出と完掘の状況、遺物出土状況の写真撮影、および平面図・断面図の作製を随時行いながら、人力によ

って調査区全面の掘 り下げを行った。その後、下層の遺構・遺物の有無を確認するため、 2箇所の先行深掘区を設

定し、入力による掘削を行った。その結果、縄文時代の遺構 と遺物がわずかに検出されたものの、希薄であ り、下

層に旧石器時代の面が予想されたことからも、旧石器時代面までの中間層約2.5mについては重機を使用 して除去

することとした。安全管理のための空間を確保し、掘削を行った結果、12層下面から約 2m下位で樹木が出土した

ことから重機による掘削をこの面までとし、人力による掘 り下げに変更した。樹木の調査を終え、分析試料の採取

を行った後、調査区中央に深掘区を 3箇所設定し、より下層の旧石器時代の面の検出に努めた。結果、西端の深掘

区の標高約 7mで根株が 1点出土した。さらに下層への掘 り下げを行ったが、湧水と壁面崩落により、標高約 6m

に達した時点で掘 り下げを終了した。

なお、調査中盤の 7月 から8月 は天候不順で降雨の日が多かったことから、土曜、休日等の排水作業も行った。

3 測量基準と調査記録

測量は「平面直角座標系第X系」を基準として実施し、基準杭の設定は届出者の手配による測量業者に依頼 した。

調査区外の北西に位置するX=-197.50km、 Y=+3.68kmの 地点に測量原点 (EOSO)を設定し、東および南方向

へ進むにしたがって数値が増加するようにし、それぞれの基楽杭をEOSOと 表示 した (第 4図 )。 なお、調査区内

での基準杭設定は 5mご とに行っている。

調査現地での遺構実測平面図、断面図および調査区壁面断面図、遺物出土位置、旧石器時代の樹木の出土状況は

20分の 1で作製した。ただし、木製品および打込み杭については、遺物に近接 して設定した任意の 2点 を結んだ仮

基準により10分の 1で出土状況図を作製し、その仮基準を20分の 1平面図に記入 して合成した。なお、基本層位 8

層出上の円形枠付 き田下駄は 2分の 1で出土状況図を作製している。木製品および打込み杭以外の遺物は20分の 1

平面図に出土位置を記録 し、レベルを記入して、取 り上げを行った。

旧石器時代の層から出土した大型植物化石、昆虫化石については、出土状況の写真撮影を行った後、測量基準杭

(Y=3 68km) (Y=3 70km)
E20E0

SO「 S0

(X=-197 50km)

第 4図 グリッド設定図 (刊 /300)
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を利用 して lmグ リッ ドで取 り上 げた。 グ リッ ドは北西角の測量ポイン トによって呼称 した。

遺構検出と完掘の状況、遺物出土状況等の写真は3541m判 カメラ 2台を使用し、カラーリバーサル、モノクローム

フィルムで撮影したほか、調査進捗状況の記録としてネガカラーの使い捨てカメラとデジタルカメラによる撮影を

行った。

自然科学的分析はおもに水田土壌 と旧石器時代の層および出土遺物を対象とし、プラント・オパール分析、テフ

ラ分析、放射性炭素年代測定 (β 線計数法)、 樹種同定、大型植物化石分析、花粉分析、珪藻分析、昆虫化石分析

を実施した。

基本層位 8層出上の円形枠付 き田下駄は足板 と横木、輪標が組み合った状態で出土してお り、この出土状況の

類例が極めて少ないことから、そのままの状態で土壌ごと切 り取って保存処理を行うこととし、切 り取り作業と保

存処理を東北芸術工科大学文化財朱存修復研究センターに委託した。

第 3節 調査経過

発掘調査開始日は平成15年 4月 14日 のである。安全管理上の掘削面の勾配と、排土用ベル トコンベアの設置場所

および作業空間の確保を考慮し、調査区よリー回り大きい掘削範囲に縄張 りを行った。翌15日 からアスファル ト切

断除去作業を開始した。重機を使用 して調査区東端からアスファル トと盛土、盛土以前の水田耕作土である旧表土

の除去を行い、つ1土は場外搬出とした。重機による除去作業は、アスファル ト下に鉄筋の入ったコンクリー トが敷

設されていたため難航 し、さらに鉄筋とアスファル ト、コンクリー トをつ,土 と分別して廃棄するあ要があったこと

から予想を超える時間を要した。つF上の場外搬出がすべて終了したのは4月 25日 ④である。調査区の約 4分の 1程

度の除去作業が終了した4月 21日 ① より、人力による作業を開始した。常時、盛土から水の滲み出しがみられたた

め、最初に調査区の周囲に土層観察を兼ねた排水溝を設定した。重機の作業と併行して排土用ベル トコンベアの設

置作業を4月 22日 いに開始し、緊急停止装置の取付けを含め4月 30日 蝦に設置作業を終了した。測量基準杭設定は、

申請者の手配による測量業者に依頼 し、 5月 1日 的に5mご とに設定を行った。

人力による細部の旧表土除去作業および旧表土下面での遺構検出作業を4月 28日 ①から開始した。基本層位の12

層までは、自然堆積層の間層をわずかに挟みながらも水田土壌と考えられる層が連続していたことから、人力によ

る掘 り下げを行った。検出された遺構と遺物はその状況を写真撮影し、必要に応 じて随時、平面図・断面図を作製

した。その間、7月 1日 側に 8層上面より円形枠の付いた田下駄が 1点出土 した。県内ではこれまで、足板と横木、

そして輪楳部分が組み合った状態で出土した例はなく、一体的な位置関係が重要と判断されたことから、周辺の

上壌ごと切 り取って朱存処理を行うこととした。切 り取 り保存処理作業を東北芸術工科大学文化財保存修復研究セ

ンターに委託し、 7月 11日 ④にビデオ撮影による記録を残しながら切 り取 り作業を実施した。 8層上面で検出され

た水田区画は 7区画であるが、 8層除去作業中に 9層 もしくは10層 からなる畦畔痕跡が明瞭に確認され、部分的な

ものを含め37区画検出された。面積の確認可能な区画により、 1区画の面積が8.5～ 24.1∬ の、小区画の水田であっ

たことが判明し、出土遺物から古墳時代前期の水田跡と考えられた。12層 では水田跡が確認され、部分的なものを

含め 6区画検出された。面積の確認が可能な区画は 1区画であり、大きさは20.5ど である。12層 中より有茎の石鏃

と大型板状石器の破片が出土している。

12層 の除去終了後、下層の遺構・遺物の有無を確認するため、調査区壁面から約 2m離 して、調査区の西端に東

西 4m、 南北1lm、 調査区南東に東西10.5m、 南北 4mの 2箇所の先行深掘区を9月 3日 いに設定し、人力による

調査を行った。グライ化の始まる15層上面で性格不明の小規模な遺構 1基 と2つ のピット、小範囲での炭化物と焼
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土の散浸な集中が検出された。しかし、ほかには層中から繊維土器の小破片と礫石器が各 2点出土したのみであり、

この調査結果をもとに調査区全面の人力による掘 り下げへ移行することは下層に旧石器時代の面が予想されること

からも期間的に困難と判断し、旧石器時代面までの厚さ約2.5mと 想定される中間の自然堆積層を重機を使用して

除去することとした。

重機による中間層の除去作業は9月 12日 ④に開始し、排土用ベル トコンベアの再設置を行いながら実施した。12

層下面より約 2m下位の標高約 8mで樹木が出土したことから、重機による掘削をこの面までとし、以下は人力に

よる掘 り下げへ変更することとした。ベル トコンベアの再設置を含め、重機による掘削および排土の場外搬出作業

には一定の時間を要し、作業が終了したのは 9月 17日いである。

旧石器時代の面については、湧水が著 しいことから排水溝を調査区の周囲に設定してから調査を開始した。多数

の樹木が良好な状態で残されていた18層 は、層厚12～38cmで調査区全域に分布 していたため掘 り下げに時間を要し、

写真撮影、平面図作製、分析用試料採取等の作業が終了したのは10月 24日 ④である。周辺調査区の調査成果と、排

水桝で確認された18層 よりも下層の植物遺体集積層の存在から、さらに下層に旧看器時代の面の存在が想定された。

そのため、18層 の調査終了後、調査区中央に東西 3m、 南北 4mの深掘区を 3箇所設定し、旧石器時代の面の検出

に努めた。その結果、10月 31日 ③に西端深掘区の22層 で根株が 1点 出土した。出土状況を記録 して分析用試料を採

取し、さらに下層への掘 り下げを行ったが、湧水により壁面が一部崩落し始めたことから、標高約 6mに達した時

点で掘 り下げを断念した。

11月 に入 り、調査終了に向けて調査区壁面の断面図を作製し、調査完了状況とともに写真撮影を行った。野外で

の作業がすべて終了したのは11月 12日 いであり、翌13日 に申請者に現場の引渡しを行った。調査器材の搬出作業を

11月 14日 ④に行い、調査予定期間の最終日に現場から撤収した。

発掘調査に伴う調査器材の搬出入、調査事務所、測量杭の設定、重機、排土用ベルトコンベア、排水用ポンプ、

関連電気配線、排土、門扉・防護ネット等の侵入防止施設については、申請者より現物提供として全面的な協力を

得た。



第 4章 基本層序

今回の調査で確認された層は 1層から26層 までである。土性から 1、 2層 のシル ト質粘土、 3～ 14層 の粘土もし

くは泥炭質粘土、グライ化 した層への漸移層である15層、16層以下のグライ化 した粘土、シル ト、砂に大別され、

グライ化した層中に後期旧石器時代の樹木を多量に含む粘土層と植物遺体をわずかに含む粘土層が確認された。層

全体にはわずかな傾斜が確認され、西から東へ向かって徐々に低 くなっている。

これらの層のなかで盛土前の水田耕作土である旧表土を除いて、土性および断面観察から水田土壌と考えられる

層は 2層、 3層、 4層、 5層、 8層、 9層、12層 であり、 4層中には部分的に灰白色火山灰を小ブロック状に含ん

でいる。プラント・オパール分析とテフラ分析の結果を第 6章第 1節、第 2節に掲載した。15層 からは繊維土器が

出土している。層中より出土した炭化物の放射性炭素年代測定結果を第 6章第 3節に掲載した。旧石器時代の樹木

は18層 と22層 から出土しており、19層 と23層 も植物遺体をわずかに含んでいる。旧石器時代の層を舟象として、プ

ラント・オパール分析、テフラ分析、放射性炭素年代測定、村種同定、大型植物化石升析、花粉分析、珪藻分析、

昆虫化石分析等の自然科学的分析を行い、分析結果を第 6章のそれぞれの節に掲載した。

1 層 10YR4/2灰 黄褐色のシル ト質粘土で、盛土前の水田耕作上である。下面に酸化鉄集積層があり、これを目

安に盛土とともに重機による排土を行った。

2 層 10YR4/1褐 灰色のシル ト質粘土で、水田耕作土である。白色の粗砂を全体的に含んでいる。 1層の耕作に

よってそのほとんどが失われており、部分的に残存部が確認されるのみである。層中から土師器片、陶器片、磁器

片などが出土している。

3 層 10YR3/2黒 褐色の粘土からなる水田耕作上で、粘性が強い。層下部により黒みがかった粘上が部分的にみ

られ、耕作による直下の層の巻き上げが確認される。 1層の耕作の影響により、部分的な分布が確認されるのみで

ある。層中から土師器片、陶器片、磁器片、砥石などが出土している。

4 層 10YR4/1褐灰色の粘土からなる水田耕作土である。部分的に灰白色火山灰を小ブロック状に含んでいる。

灰白色火山灰は、915年 に十和田火山から噴出したと考えられている十和田 a火山灰に出来するものとされている

(第 6章第 2節参照)。 1層 の耕作の影響を受け、部分的な分布となっている。層中から土師器片が出上している。

5 層 10YR3/1黒 褐色の粘土からなる水田耕作土であり、粘性が強い。調査区西半では粗砂を含んでいる。耕作

による層下面の凹凸が著 しい。層中から土師器、礫石器が出土している。

6 層 10YR4/1褐 灰色の粘土の自然堆積層であり、層下部で若干暗い色調となる。

7 層 2.5Y3/1黒 褐色の泥炭質粘土の自然堆積層である。

8 層 10YR2/1黒 色の泥炭質粘土からなる水田耕作土であり、層下部では 9層、10層 をブロック状に巻き上げて

いる。調査区の西半部では粗砂を含む。層上面から円形枠付き田下駄が 1点出土してお り、層中からは土師器片、

弥生土器片が出土している。また、 8層上面で検出されたSX 2性格不明遺構の肩部と底面から建築部材等の木製

品が出土している。

9 層 7.5YR3/1黒褐色の粘土からなる水田耕作土であり、植物遺体を含んでいる。層下部には巻き上げられた

10層 のブロックもしくは小ブロックが確認される。 8層 の耕作による影響が著しいものの、 8層 の畦畔痕跡部分で

はある程度の厚さで残存 している。層中から弥生土器片、予J片 などが出土している。

10 層 2.5Y5/1黄 灰色の粘土の自然堆積層である。厚さ 1～ 2 11Mlの 黒色の粘土を層状に数枚含んでいる。

11 層 10YR2/1黒 色の泥炭質粘上の自然堆積層である。

12 層 10YR2/2黒 褐色の泥炭質粘土からなる水田耕作土であり、層下面には凹凸がみられる。層中から石鏃、大
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型板状石器、剥片、木製品 (材)な どが出上している。

刊3 層 10YR2/3黒 褐色の泥及質粘土の自然堆積層である。植物遺体を多量に含み、特に層の上部から中部にかけ

て多 くみられることから、泥炭層に近 く、部分的に茶褐色がかった色調を呈している。

14 層 10YR2/1黒 色の粘上の自然堆積層である。植物遺体を少量含んでいる。層全体に微砂をまばらに含み、さ

らに調査区南西端付近では 5～ 1011ullの 軟質の小礫も認められる。

15a層  2.5Y3/1黒褐色を呈するシル ト質粘土であり、15b層 とともにグライ化 した層への漸移層である。植物遺

体を少量含んでいる。15層 は、粘土とシル トの含有度の違いにより、粘上の多い15a層 と少ない15b層に細分され
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る。調査区南西端付近では直径 5～ 10nlmの軟質の小礫を含んでいる。15a層 上面からの落ち込みがいくつか認めら

れるが、明瞭な遺構はほとんどなく、先行深掘区でSX 4 J14_格 不明遺構とピット1基が確認されているのみである。

また、層中より炭化物と焼土の散漫な集中が小範囲でみられた。層中から繊維土器、礫石器が出土している。

15b層  7.5YR4/2灰褐色を呈する粘土質シル トである。植物遺体を少量含んでいる。

16a層 7.5GY5/1緑 灰色のシル ト質砂、粗砂からなる自然堆積土である。調査区西端でのみ確認されている。層

上部がシルト質砂であり、中部から下部にかけてはラミナの発達した粗砂を主体 とする。層全体に直径 5～2011mの

軟質の小礫を含んでおり、この小礫が上層の14、 15層 まで浮き上が り、混入している。

引6b層  5 GY5/1オ リーブ灰色の粘土と細砂からなる自然堆積土である。層上部が粘上であり、下部はラミナのみ

られる細砂である。

16c層  10GY5/1緑灰色の粘土、シル ト、細砂、粗砂からなる自然堆積土であり、層上部と下部にラミナ状に粘土、

細砂、粗砂からなる部分がみられる。中部は固く締まった粘土であり、いわゆる「回結粘土層」に相当する。しか

し、上部と中部、中部と下部は明瞭に分層できず、インターフィンガーの状態となる部分もある。

17 層 2.5GY5/1オ リーブ灰色の粘土の自然堆積土である。粘性が強く、植物遺体を薄層でラミナ状に含んでい

る。層下部には直下の18層 を浮き上がらせた部分が認められ、植物遺体には枝などの樹木もわずかにみられる。

18a層 2.5Y3/3暗オリーブ褐色の粘土であり、植物遺体の集積層である。新鮮な状態では暗オリーブ褐色である

が、空気に触れると短時間で変色 し2.5Y3/2黒褐色を呈するようになる。2.5Y5/2暗灰責色の粘土を 1～ 51111の 薄層

で明瞭にラミナ状に含んでおり、層の最下部では厚さ 5 mm～ l cmの 2層が対をなしている。多量の樹木等を含んで

いる。標高等から、18b層 とあわせて、第30次調査の19b層 に対応するものと考えられる。

司8b層 25Y3/3暗オリーブ褐色の粘土であり、18a層 と同様に植物遺体の集積層である。18a層最下部にみられ

た暗灰責色の粘上の下面を層理面として捉え、18a層 と分層した。調査区の西側で徐々に薄くなり、西端近 くでは

ほとんど分布しない。層中に樹木がみられるが、18a層 よりも少なく、主体となる樹木を含む層は18a層 である。

19 層 2.5Y4/2暗灰責色の粘上の自然堆積層であり、植物遺体を含んでいる。樹木もみられるが、根株は確認さ

れず、面をなす出土状況ではない。また、層の下面が著しく乱れ、水性堆積によるものと考えられる。したがって

層中に含まれる樹木は異地性のものであり、流木と判断される。直径 2～ 5 4Mlの 責白色の軟質の小礫を含み、層下

部には下層の21層 までを撹拌する部分がある。調査区の東南部にのみ分布する層である。

20 層 2.5GY5/1オ リーブ灰色の粘土を主体とし、粗砂を部分的に層状に含む水性の自然堆積土である。

2司  層 7.5Y3/1オ リーブ黒色の粘上であり、植物遺体をわずかに含んでいる。層厚は 1～ 5 cm前後であるが、10

cm程の部分や、明るい色調を呈 し痕跡的に確認される程度の箇所もあり、全体的に不安定な層である。

22 層 25GY6/1オ リーブ灰色の粘土を主体とするが、粗砂が部分的に層状をなしてお り、ラミナ状となる箇所

もみられる。深掘西区では層下部で根株が 1点出土している。

23 層 2.5Y3/2黒褐色の粘土であ り、標高から第30次調査の26層 に対応するものと考えられる。層上部には

2.5Y5/2暗灰黄色の薄い粘土層と互層となる部分がある。21層 と同様に層厚の一定 しない不安定な層である。

24 層 5 GY5/1オ リーブ灰色の粗砂であり、層上部に粘土をラミナ状に含む部分もあるが、乱れており、分層は

不可能である。

25 層 2.5GY4/1暗 オリーブ灰色の粘土で、層厚 0～ 5 cmの不安定な層である。一部、色調が明るく、オリーブ

灰色を呈する箇所もみられる。

26 層 75Y5/1灰色の細砂である。層上部に若千粘土がかった部分もみられる。全体的に崩れやすい層であ り、

湧水による壁面崩落のため、深掘東区で30～ 40cm程度掘 り下げた時点で、それ以下の掘 り下
'デ

を断念した。もっと

も深 く掘 り下げた箇所の標高は約 6mである。



第 4章 基本層序

北壁① (西端)

12m

土盛

1lrn

層名  土   色   土 性         備     考

A 10YR2/2 黒褐色 粘土   植物遺体含む。下部に15b層 、16b層 起源小ブロックあり。

3 10YR2/2 黒掲色 粘土        ″          ク

C 10YR2/2 黒褐色 粘土        ク          ク

つ 10YR5/3 にお↓墳協色ンルト質粘iC層 、15b層起源小プロック含む。

E 10YR2/2 黒褐色 粘±   15b層 、16b層 を上部に粒状、下部にブロック状に含む。

F 10YR3/1 黒褐色 泥炭質粘上 8層 上面検出自然流路跡の上層。

層名

G
H
I

」

K
し

土   色

ЮYR2/1 黒色

10YR2/1 黒色

10YR3/1 黒褐色

10YR71 褐灰色

75GY6/1 緑灰色

10YR4/1 褐灰色

9m

8m

土 性     備   考      ゴ m

泥炭質粘± 8層上面検出自然流路跡の下層。

泥炭質粘上 自然堆積土。 8層畦畔に直下に存在。

泥炭質粘上 自然堆積土。12層 畦畔の直下 に存在。

粘上   下部 に15a、 16b層 をブロック状に混入。倒木痕か。

粘±   16b層 に類似。15b層 をわずかに含む。側木痕か。

粘±   15a、 15b、 16b層 がプロック状に混入。倒木痕か。

北壁②

____      ↓/                   ＼↓/                   9ヽ/ 、レ                     ＼/

土盛

12m

10 10m

9m

7m

8m

19

7m

区深 0                  2m
L三

===========士
三 二 三 二 三 三 E三 三 三 三 三 」

(1/60)

第 6図 調査区北壁断面図 1(1/60)
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北壁⑥

12m

土

色

色
離
鶏

土
膨
財

Ｙ

Ｙ

酪

Ｍ

Ｎ

土  性 備    考

深掘中央区 泥炭質粘上 自然堆積土。 8層 畦畔の直下に存在。

泥炭質粘土 自然堆積土。 12層 畦畔の直下に存在。

北壁④ (東端)

＼1/                     、該                     、レ

土

12m

ユユm

9m

7m

0                  2m
(1/60)

第 7図 調査区北壁断面図 2(1/60)



第4章 基本層序

層位 土 色 土  性 備 考 成  囚

1 10YR72 灰黄褐色 粘土質シルト 盛土以前の現代の水田耕作土。 水田土壌

2 10YR4/1 褐灰色 シル ト質粘土 層全体に白色の粗砂を含む。 水田土壌

3 10YR3/2 黒褐色 粘  土
調査区西半部では粗砂を全体的に含み、稀に直径 5 1nHl前 後の

小礫がみられる。直下の層を巻き上げている。粘性強い。
水田土壌

4 10YR4/1 褐灰色 粘  土 灰白色火山灰を小ブロック状に部分的に含む。 水田土壌

5 10YR3/1 黒褐色 粘   土
調査区西半部では粗砂を全体的に含む。直下の層を巻き上げ
ており、層下面の凹凸が著しい。粘性強い。

水田土壌

6 10YR4/1 褐灰色 粘   土 層の下部は上部・中部と比べ、色調が若千暗い。 自然堆積層

7 25Y3/1 黒褐色 泥炭質粘土 自然堆積層

8 10YR2/1 黒色 泥炭質粘土
調査区西半部では粗砂を全体的に含む。直下の層を巻き上げ
ており、層下部に 9層、10層起源のブロックが認められる。

水田土壊

9 75YR3/1 黒褐色 粘  土
植物遺体を含む。直下の層を巻 き上げており、層下部には10

層起源のブロック、小ブロックが認められる①
水田土壌

25Y5/1 責灰色 粘  土 黒色の厚さ 1～ 2 11ullの粘土層をラミナ状に含む。 自然堆積層

10YR2/1 黒色 泥炭質粘土 自然堆積層

10YR2/2 黒褐色 泥炭質粘土 層の下面に凹凸がみ られる。 水田土壌

10YR2/3 黒褐色 泥炭質粘土
植物遺体を多量に含む。層上部から中部にかけては、茶褐色
を呈する泥炭に近い層相である。

自然堆積層

10YR2/1 黒色 粘  土
少量の植物遺体を含む。層全体に微砂をまばらに合み、調査

区南西端付近では直径 5 1nln～ l cmの 軟質の小礫がみられる。
自然堆積層

15a 25Y3/1 黒褐色 シルト質粘土
少量の植物遺体を含む。グライ化 した層への漸移層であり、

調査区北半部にのみ分布する。
自然堆積層

75YR4/2 灰褐色 粘土質シル ト
グライ化した層への漸移層である。調査区南西端付近では直
径 5 11un～ l cmの軟質の小礫が認められる。

自然堆積層

75GY5/1 緑灰色
シルト質砂 。粗
砂

層上半部がシルト質砂で、中部から下部にかけてはラミナの

発達した粗砂である。直径 5 11un～ 2 cmの 軟質の小礫を全体的
に含んでおり、この小礫が14、 15層 に浮いてきている。調査

区西壁でのみ確認される。

自然堆積層

5 GY5/1 オリーブ灰色 粘土・細砂
層の上半部が粘土層であり、下半部はラミナのみられる細砂
の層である。

自然堆積層

10GY5/1 緑灰色
粗砂・細砂・シ
ル ト・粘土

水性堆積層である。上部と下部はラミナの発達した粗砂・細

砂・粘土からなる層相で、中部は堅く締まった「固結層」に

相当する粘土層である。上部、下部と中部の関係はインター

フィンガー状を呈し、界線の線引きは困難である。

自然堆積層

25GY5/1 オリーブ灰色 粘  土
植物遺体をラミナ状に含む。部分的に直下の18層 を浮き上が
らせた状態で、樹木も含んでいる。粘性が強い。

自然堆積層

25Y3/3 暗オリーブ褐色 粘  土

植物遺体集積層。空気に触れると短時間で25Y3/2黒褐色に

変色するが、新鮮な間は暗オリーブ褐色である。25Y5/2暗
灰黄色の粘土を1～ 5 11ullの厚さでラミナ状に含み、層最下部
では厚さ5～ 1011ullの 2層が射をなす。樹木を多量に含む。

自然堆積層

25Y3/3 暗オリーブ褐色 粘  土

植物遺体集積層。調査区東半部では安定しているが、西側で

徐々に薄くなり西端には分布しない。樹木は18a層 と比べ少
ない。

自然堆積層

25Y4/2 暗灰黄色 粘   土

樹木を含んでいるが面をなさず、根株も認められない。層の

下面も乱れており、水性堆積と判断される。調査区東南部に
のみ分布する。直径 2～ 5 11unの 黄白色の軟質小礫を含む。

自然堆積層

25GY5/1 オリーブ灰色 粘  土 粘土を主体とし、部分的に粗砂を層状に含む。 自然堆積層

75Y3/1 オリーブ黒色 粘  土
植物遺体を1～ 10cmの 厚さで含んでいるが、層厚の一定しな
い不安定な層である。

自然堆積層

25GY6/1 オリーブ灰色 粘土・粗砂
粘土を主体とし、粗砂を層状に含み、ラミナ状を呈する部分
もある。深掘西区では層下部から根株が 1点出上している。

自然堆積層

25Y3/2 黒褐色 粘   土 植物遺体を含むものの層厚の一定しない不安定な層である。 自然堆積層

5 GY5/1 オリーブ灰色 粗  砂
層上半部では粘土をラミナ状とこ含んでいるが、中部以下との

分層は不可能である。
自然堆積層

25GY4/1 暗オリーブ灰色 粘  土
植物遺徳をわずかに含んでいるが、層厚 0～ 5 cmの 不安定な

層である。
自然堆積層

75Y5/1 灰色 細   砂 湧水により崩れやすい層で、掘り下げをこの層までとした。 自然堆積層

表 1 基本層 土層注記表
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第 5章 検出遺構 と出土遺物

第 1節  1層下面検出遺構と出土遺物

盛土前の水田耕作上である 1層 を重機によって除去し、人力による精査を行ったところ、 2層から5層 までが 1

層の耕作の影響を受けていることが明らかになった。 2層の分布はごく部分的で、 1層下面の大部分には 3～ 5層

が広がっていた。そのため、遺構検出作業はわずかに残る 2層 を除去しながら行った。 1層下面で検出した遺構は

土坑 4基である。

SKl土坑 (第 9図 写真44～ 47)

調査区西半部のほぼ中央、E10S15区 で検出された土坑であり、SK 2、 3土坑の北側に位置している。検出層位

は 4層および 5層上面であるが、本来の掘 り込み面は 1層の耕作によって削平され、明らかではない。平面形は長

軸166cm、 短軸122cmの 楕円形で、深さは60cmで ある。断面形はやや開いたU字形を呈し、底面はゆるく凹んでいる。

堆積土は褐灰色のシル ト質粘土であり、基本層位 3層以下を起源とするブロックを含む人為的堆積である。含んで

いるブロックの量の違いによって、少ない上層と下層、多量に含む中層の 3層 に分層される。

遺物は出土していない。

SK2土坑 (第 9図 写真44。 45・ 48・ 49)

調査区西半部の中央やや南寄 りのE10S15区で検出された土坑であり、SK l土坑の南側、SK 3土坑の西側に位

置している。検出層位は 4層 であるが、本来の掘 り込み面は 1層 の耕作によって削平され不明である。平面形は長

軸166cm、 短軸■6cmの 楕円形で、深さは46cmである。断面形はやや開いたU字形を呈し、底面はゆるく凹んでいる。

堆積土は黒褐色のシル ト質粘土である。基本層位 3層以下を起源とするブロックを含む人為的堆積であり、プロッ

クの含有量の違いによって、量の少ない上層と多量に含む下層の 2層 に分けられる。

堆積土中より陶器碗の破片が 1点出土している (I-1)。 写真122-9に示した。美濃産の透明釉呉器手碗の回

―― S0
幻Ｅ

Ｉ
Ｉ

第 8図  1層下面検出遺構全体図 (1/300)
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土 色 土 性 備 考

SKユ 75YR4/71 褐灰色 シル ト質粘土 基本層 3層以下起源の小プロックをまばらに含む。上半部に自色の小礫、粗砂 を含む。

SK l 75Y則/1 褐灰色 ンル ト質粘土 基本層 3層以下起源のブロックを多量に含む。

SKl 3 75Y酸ノ1 褐灰色 ルト質粘土 基本層 3層以下起源の小プロックをわずかに含む。堆積± 1層に類似する。締 まりはない。

SK 2   1 10YR3/1 黒褐色 ル ト質粘土 基本層 3層以下起源の小ブロックをまばらに含む。上半部に自色の小礫、粗砂を含む。

SK 2   2 10YR3/1 黒褐色 ル ト賀粘土 全体的に基本層3層以下起源のプロックを多量に合み、東半部から底面にかけては多くの層を起源とするプロックがみられる。

SK 3   1 75Y馳ノ1 禍 灰 色 基本層3層以下起源のプロックを多量に含み、最上部には2層起源と考えられるブロックがみられる。下部での締まりは弱い。

SK 4   1 75GYワ 1 暗緑灰色 シル ト質粘土 上半部に基本層 3層 以下起源の小ブロックをまばらに含み、大きなブロックも稀に認められる。

SK 4   2 75GYプ 1 暗緑灰色 粘 土 基本層 5層以下起源の大 きなブロックが混在する。

SK 4   3 N15/0 黒色 泥炭質粘土 基本層 8層起源の大 きなプロックと、砂層 B起源の小ブロックを含む。

SX l 1 ЮYR3/1 黒褐色 粘 土 直下の層を巻 き上げ、底面の凹凸が著 しい。水日土壌的な層相を呈 している。

第 9図 SKl～4土坑平面図・断面図、SXl性格不明遺構断面図 (1/60)



第2節  2層出土遺物

縁部破片であ り、 18世紀代 と考 え られる。

SK3土坑 (第 9図 写真44・ 45・ 50'51)

調査区西半部の中央やや南寄りのE10S15～E15S15区で検出された土坑であり、SK 2土坑の東側に位置している。

検出層位は 5層 であるが、本来の掘 り込み面は 1層の耕作によって削平され、明らかではない。平面形は長軸144

cm、 短軸114cmの 楕円形で、深さは46cmである。断面形はやや開いたU字形を呈 し、底面はほぼ平坦である。堆積

土は褐灰色のシル ト質粘土であり、基本層位 3層以下を起源とするブロックを含む人為的堆積である。底面に近付

くにしたがってブロックを含む量が多 くなる。

堆積土中より磁器碗の破片が 1点出土している (」 -1)。 写真122-16に 示した。詳細な時期は限定できないが、

肥前産の染付碗の体部上半から口縁部にかけての破片である。

SK4土坑 (第 9図 写真52～ 55)

調査区北西隅のE O S10区 で検出された土坑であり、調査区内では完結せず、西側上端の一部は調査区外となっ

ている。検出層位は 5層であるが、本来の掘 り込み面は 1層の耕作によって削平を受け、不明である。平面形は長

軸146cm、 検出短軸116cmの 九みを帯びた不整方形で、深さは68cmで ある。断面形は逆台形を呈し、底面はほぼ平坦

であるが、底面の中央には長軸44cm、 短軸34cm、 深さ約10cmの浅いピット状の落ち込みが認められる。堆積土は 3

層に分けられ、暗緑灰色のシル ト質粘土、粘土、黒色の粘土である。上層には基本層位 3層以下を起源とするブロ

ックを含み、下層には 5層以下を起源とするブロックがみられる。人為的堆積である。

堆積土中より陶器碗の破片と木製品 1点が出土しており、土坑の底面からは寛永通賓が 2点出上している。陶器

(I-2)は 18世紀代と考えられる小野相馬産の淡青色釉の碗の口縁部破片である (写真122-10)。 木製品 (L―

1)に は杭状の尖端加工が施されているが、尖端部を上にして出土していることから打込み杭ではない (第24図 5

写真123-8)。 2点の寛永通賓は14cm離 れて出土しており、ともに元禄10年 (1697年)以降に鋳造された新寛永で

ある (第26図 4、 5 写真123-6、  7)。

第 2節  2層出土遺物 (写真122-■～13、 17)

2層 は土性から水田土壌と考えられる層であるが、盛土以前の水田耕作による影響を受け、部分的にしか認めら

れず、遺構を検出することはできなかった。 2層からは土師器片、陶器片、磁器片などが出土している。陶器片と

磁器片を写真1221こ掲載した。

I-3(写 真122-11)は、18世紀頃と考えられる肥前産の陶器であり、呉器手の碗の体部上半から回縁部にか

けての破片である。 I-4(写 真122-12)は、同じく18世紀頃と考えられる大堀相馬産の陶器灰釉碗の体部破片

である。 I-5(写 真122-13)も 大堀相馬産の陶器であるが、飴釉流しの灰釉碗の底部破片であり、18世紀の後

半の可能性が考えられる。高台が部分的に残存 している。」-2(写 真122-17)は、18世紀頃と考えられる肥前

産の磁器であり、染付草花文の輪花皿の口縁部破片である。

以上の出土陶器、磁器の年代から、 2層 は18世紀代あるいはそれ以降の近世の水田土壊と考えられる。
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第 3節  3層検出遺構と出土遺物

3層 は粘性が強く、直下の層の巻き上げが確認される水田土壌である。しかし、層上部は 1層 もしくは 2層の耕

作による影響を受けており、明瞭な畦畔は確認されなかった。 3層上面では、調査区外の東側に延びると考えられ

る性格不明の落ち込みを 1基検出した。

l SXl性格不明遺構 (第 9、 10図 写真58～60)

調査区東端のE35S5～ E40S15区 で検出された遺構である。上端西側はN-20° 一Eの方向で直線的に延び、調

査区東壁の北側から調査区外へさらに続 くものと考えられる。検出長は10,9mである。この上端は調査区南壁から

1.5mほ ど離れたE39S16付 近でほぼ直角に東に折れてE-13° 一Sの方向で延びてお り、調査区内では約2.3m検出

されている。南壁東端から調査区外へさらに続 くものと考えられる。東側の上端は調査区東壁の南端で部分的に検

出されているのみである。深さは 7～ 14cmで あり壁面は緩やかに立ち上がっている。堆積土は10Y R3/1黒褐色の

粘土で、水田土壌のように下層を巻き上げており、底面には著しい凹凸が認められる①遺構の性格については明ら

かではないが、水田土壌的な層相や下面の凹凸、遺構の平面形から、水田耕作に関わる何らかの痕跡の可能性が考

えられる。

SX l性格不明遺構からの出土遺物はなく、堆積土の上部から礫片が 1点確認されたのみである。

2 3層出土遺物 (第24図 3、 4、 6、 7 写真122-14、 15、 123-4、 5、 9、 10)

3層からは土師器片、陶器片、磁器片、砥石、打ち込み杭等が出土している。陶器片、磁器片、砥石、打ち込み

杭の図もしくは写真を掲載した。なお、土師器には郭や高台付郭の破片があり、 4層 もしくは 5層 出土の破片との

接合が確認されるものもあるが、水田耕作による巻き上げによる出土と考えられることから、下層の報告で記述す

る。

I-6(写 真122-14)は 、戦国期 (16世紀頃)と 考えられ

る瀬戸美濃産の灰釉の折縁皿口縁部の破片である。 I-7(写

真122-15)は 、13世紀前半頃の可能性が考えられる常滑産の

鉢口縁部破片である。外面には磨面が観察され、例えば砥石な

どの用途に転用された可能性が考えられる。

Kd-1(第24図 3 写真123-4)は 、一端のみ残存する砥

石である。残存する狭端面の c面には使用による短軸方向の擦

痕を伴う砥面が確認される。両側面に使用の痕跡が認められな

いことから、製作時の幅を残しているものと考えられる。表裏

両面には明瞭な砥面が確認され、おもに短軸方向の擦痕と刃物

痕が観察される。Kd-2(第 24図 4 写真123-5)は 、裏面

が景」落しているため全体の形状は不明であるが、砥石の破片と

考えられる。図示した面には横方向のやや粗い条痕が 8条確認

される。Kd-1と 2に用いられている石材はともに買岩であ

る。

L-2(第 24図 6 写真123-9)と L-3(第 24図 7 写真

―
S0

|~骸

0

mQ泡
①

第10図 SXlllt格 不明遺構平面図 (1/240)

E40

|



第 4節  4層検出遺構と出土遺物

123-10)は 、 3層上面で検出された打ち込み杭であるが、本来の打ち込み面は不明である。L-2の素材は竹であ

り、尖端部作出には大別 2面の加工が施されている。そのうちの 1面は節を部分的に除去した加工の延長によるも

のである。L-3の尖端部作出には大別 3面の加工が施され、自然面を部分的に残 している。樹種はマツ属である。

出土陶器の年代から、 3層 は中世末か、もしくはそれ以降の時期の水田土壌 と考えられる。

第 4節  4層検出遺構と出土遺物

4層は水田土壌であり、部分的に灰白色火山灰を小ブロック状に含んでいる。上層の耕作の影響を受け、調査区

全域には認められず部分的な分布 となっているが、畦畔を 2条検出した。2条の畦畔は離れた位置での検出であり、

水田区画を確認するまでには至らなかった。東側で検出された畦畔は幅252～454cmの規模の大きな畦畔である。

1 検 出畦畔 (第 11図 写真 6、 7、 61～ 65)

畦畔は2条検出されている。東側で検出された幅の広い畦畔を畦畔①、西側の東西方向に延びる畦畔を畦畔②と

して記述する。

畦畔①は調査区東半部のE30S10区 とE35S O～ E35S10区で検出されている。上端幅210～ 394cm、 下端幅252～ 454

cm、 田面との比高差が最大4.5cmの 畦畔であり、N-13° 一Eの方向で直線的に延びている。調査区内での検出長は

約12.7mで あるが、さらに調査区外の北側へ延びるものと考えられる。南側も同様と推測されるが、4層 の分布が

認められず不明である。畦畔中央部のやや東寄りには幅66～ 143cm、 深さ5側以下の溝状の落ち込みが畦畔と同一

方向で確認されている。畦畔の南半には西側への張り出し部が認められ、西に延びる畦畔の一部の可能性が考えら

れる。

畦畔②は調査区北西のE5S10～ E10S10区 で検出されている。上端幅38～ 63cm、 下端幅88～ 116cm、 田面との比高

差は4 cm以下の畦畔であり、E-22° 一Sの方向で直線的に延びている。畦畔①と比べ小規模な畦畔である。調査

区内での検出長は約9.5mで あるが、さらに調査区外の北西へ延びるものと考えられる。東狽Iは 4層 の分布が認め
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第 5章 検出遺構と出土遺物

られないことから不明である。上層の耕作による影響を受けており、東側の高まりは検出されたものの、西側では

プランが確認されたのみである。

2 4層 出土遺物 (第23図 3 写真66、 122-6)
4層からは土師器片が出土してお り、 3層 もしくは 5層 出上の破片との接合が確認されるものもある。ここでは

3層出土破片と接合し、図化がある程度可能となった資料についてのみ記述する。 5層出土破片との接合によって

図化が可能となった資料については、水田耕作による巻き上げによって 4層から出土 したものと考えられることか

ら、 5層の報告で記述する。

D-1(第 23図 3 写真122-6)は ロクロ土師器の高台付郭である。体部上半以上と高台の大部分を欠損 して

いる。残存高は2.5cmである。内面には黒色処理が施されており、ヘラミガキ調整が観察される。

4層からは中世以降の遺物は出土していないことから、検出された水田跡は古代の遺構 と考えられ、層中に灰白

色火山灰が認められるため、平安時代後半頃の時期が想定される。

第 5節  5層検出遺構と出土遺物

5層 は粘性の強い水田土壌であり、調査区の西半部では粗砂を含んでいる。層上部の大部分が上層の水田耕作の

影響を受けているため、層上面で検出された畦畔は 1条のみで水田区画を確認するまでには至らなかった。しかし、

5層下面では不整方形に 5層 の残存する部分が確認され、 1区画の範囲を示している可能性が考えられる。

1 検 出畦畔 (第 12図 写真 8、 67)

畦畔は調査区北西部のE5S10～ E10S10区で検出されている。位置的には直上層の4層で検出された畦畔②とほ

ぼ重なっているが、方向が若千異なっている。4層畦畔②が存在していたため、 4層の耕作による影響を免れたも

のと考えられる。検出畦畔は上端幅44～ 80cm、 下端幅86～■4cmで、田面との比高差は3.5cm以下である。E―
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第 6節  8層検出遺構と出土遺物

2° 一Sの方向で直線的に廷びており、調査区内での検出長は6.8mで あるが、さらに東西に延びていた可能性が考

えられる。

下層の遺構検出のため 5層 を掘 り下げたところ、調査区中央部北半の東側に寄った位置で、方形を基調とする不

整なプランで 5層の残存する範囲が確認された。東狽1に張 り出す部分を除 くと東西約15,8m、 南北約8.Om以上の範

囲であり、南辺の方向はE-11° 一Sである。 5層残存範囲の平面形が方形を基調とすることと、 南辺の方向が 5

層上面で検出された畦畔の方向と類似していることから、 5層水田の中で深 く耕作された区画範囲を示している可

能性が考えられる。

2 5層 出土遺物 (第 23図 4、 5、 8 写真122-7、 8、 123-1)

5層からは土師器片と礫石器が出土している。土師器片には 3層 もしくは4層出土の破片との接合が確認される

ものもある。土師器郭 2点 と礫石器を図示した。

D-2(第 23図 4 写真122-7)は、ロクロ土師器郭である。 3層および 4層出土の破片と接合 している。口

縁部から体部上半にかけての破片であり、全周の 3分の 1程度残存している。日縁部と体部の内面にはヘラミガキ

調整が観察され、黒色処理が施されている。D-3(第 23図 5 写真122-8)は、ロクロ土師器郭の底部破片で

ある。 4層 出土破片と接合 している。内面には黒色処理が施され、ヘラミガキ調整が観察される。底部切 り離しは

回転糸切 り無調整である。体部下半がわずかに残存してお り、残存高は1.5cmである。

Kc-1(第 23図 8 写真123-1)は、 1面に磨面が観察される礫石器である。一端の尖る不整楕円形を呈する

礫を素材としており、図示 した面に弱い磨面が観察される。磨面には粗い擦痕が認められる。用いられている石材

はデイサイトである。

5層からは時期を推定できる資料としては土師器しか出土していないが、上層の 4層 に含まれていた灰白色火山

灰が確認されていないことから、検出された水田跡は灰白色火山灰降下以前の、平安時代の遺構と考えられ、10世

紀前半以前の時期が与えられる。

第 6節  8層検出遺構と出土遺物

8層 は調査区全域に分布する泥炭質粘土層であり、下層の 9層、10層 をブロック状に巻き上げている水田土壊で

ある。調査区西半郡では粗砂を含んでいる。 8層上面では水田跡を部分的に検出しており、さらに建築部材などを

付設した落ち込みが 1基確認されている。水田跡は泥炭質粘土という土性のため土圧や脱水収縮等の後世の影響を

受けたものと考えられ、検出された水田区画は、一部検出された区画を含めて 7区画にとどまった。しかし、 8層

除去作業中に、おもに 9層からなる畦畔の痕跡が整然と検出され、 8層 を完全に除去 したところ、部分的に検出さ

れた区画を含め37の水田区画を確認することができた。また、 8層上面からは、円形枠付き田下駄が足板、横木、

輪標が組み合った状態で、 1点出土している。

1 検出水田跡 (第 13、 14図 写真 9、 10、 68～ 76)

水田区画が検出されたのは調査区東半部の北側部分であり、西半部では調査区南西隅で畦畔の一部が「T」 字状

に確認されているのみである。調査区南西隅の、南西から北東へN-24° 一Eの方向で延びる畦畔は、東側の約 4

cmの段差のみが残存 して検出されている。検出長は4.Omで ある。その畦畔にほぼ直角に取 り付 くE-24° 一S方向
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の畦畔は、上端幅54～ 68cm、 下端幅90～ 112cm、 検出長2.5m、 高さ 2～ 3 clllで あり、 8層下面の畦畔痕跡によって

確認された区画34と 36を画している。

調査区東半部では水田区画が 4区画検出されているが、全体の形状が確認されたのは 2区画のみである。区画 9

は長軸3.lm、 短軸2.2m、 面積約6.7笛 のやや南北に長い方形を呈しており、区画10は長軸3.8m、 短軸3.lm、 面積約

10.4∬のやや東西に長い方形である。畦畔の規模は、南北方向の畦畔が上端幅28～82cm、 下端幅74～ 118clll、 東西

方向の畦畔が上端幅57～ 160clll、 下端幅mo～204cmである。畦畔と田面との高低差は区画 9、 10と もに 1～ 3 cmで

ある。

検出された 4区画の北側では、北西から南東方向に延びる溝状の落ち込みが認められた。しかし、 8層下面では

その方向に直交する畦畔痕跡が落ち込み内で検出されたことから、溝跡ではなく、周囲と比ベー段低い水田区画が
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第 6節  8層検出遺構と出土遺物

連なっていたものと考えられる。

調査区南東隅では大畦畔の一部と考えられる、調査区外の東側へN-41.5° 一E方向に延びる上端幅122～ 170clll、

下端幅124～ 240clll、 高さ 6～ 19clllの高まりと、調査区外の南側へN-1.5° 一W方向に延びる上端幅66～ 196cIIl、 下

端幅142～ 196cm、 高さ4.5cm以 下の高まりが検出され、両者に挟まれる位置で建築部材などの材を付設した落ち込

みが確認された (SX 2性格不明遺構)。 東側の高まりの検出長は3.9m、 南側は2.8mである。

8層除去作業中に検出された畦畔痕跡によって確認された37の 区画は、西北西から東南東の方向に長い長方形を

基調としている。区画のほぼ全体が確認された22区画の中で、最小は長軸6.3m、 短軸1.3m、 面積約8.5∬ の区画22

であり、最大は短軸4.6m、 長軸6.9m、 面積24.1だ の区画16で ある。区画全体が確認された22区画の平均面積は約

14.3だ である。

なお、調査区中央部に南北に延びて検出された不定形な溝状の落ち込みは、平面形、底面の状態、断面形態等か

ら人為的な掘 り込みとは考えにくく、 8層水田跡とは関連のない、一時的に水が流れた痕跡と考えられる。

2 SX 2性格不明遺構 (第 15図 写真13～ 15)

調査区南東隅のE35S10～E40S10区で検出された、長軸5,7m、 短軸2.3m、 深さ約17clllの不整楕円形の遺構で、長

軸の方向はN-50.5° 一Eである。大畦畔の一部と考えられる 2つの高まりの間に位置し、建築部材と材を付設し

0                 2m
(1/60)

A′

卜 10m200  sx 2性
格不明遺構ゴ拠 堪 ≧ _ 層 1立 土   色 土  性 備 考

75YRク 1 黒色 泥炭質粘土 基本層 9層、10層起源の小ブロックをまばらに含む。

第15図 SX 2性格不明遺構平面図・断面図 (1/60)
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た西側の上端が高まりの突端と突端を結ぶ位置にあたることから、 8層水田跡に関連する何 らかの施設と考えられ

る。断面形は大きく開いたU字形を呈 し、底面はほぼ平坦である。堆積土は75YR2/1黒 色の泥炭質粘土であ り、

基本層位の 9層および10層 を起源とする小ブロックをまばらに含んでいる。

底面西側の下端近 くから弥生土器片と礫石器および加工痕のある材が出土 しており、西側の上端には建築部材と

加工痕のある材が直列して付設されている。

B-2(第 23図 1 写真122-4)は、甕、鉢もしくは重と考えられる弥生土器の底部破片である。外面に縄文

が施されているが、著しく磨減 しており、節が観察されるものの原体は不明である。底部には木葉痕が確認される。

Kc-2(第 23図 9 写真122-20)|よ加工痕のある材の上面から出土した礫石器である。平面形が隅九三角形を

呈する小礫に、擦痕を伴う磨面と刃物のキズが確認される。擦痕を伴った磨面はa面 とc面に観察され、断面およ

び b面 に示したように擦痕の方向と直交方向に弯曲している。 c面には磨面に加えて刃物によるキズが 2箇所認め

られ、その一方は磨面の広がる方向と同一の方向である。 b面には面に対 して刃物の刃縁を直角にあてた結果と考

えられるキズが確認される。石材はデイサイト質凝灰岩である。

L-11(第25図 2 写真124-2)は L-12と 並列する位置で、一部L-12の上に乗った】犬態で出土した材である。

先端側でわずかに弯曲する芯持ち材の両端に 1面の加工痕があり、枝打ち痕 も1箇所確認される。樹種はニワトコ

属である。

L-12(第25図 3 写真124-3)は L-11と 並列する位置で、一部L-11の下になった状態で出土した材である。

先端が二叉に枝分かれした芯持ち材の基端に 1面の加工痕があり、枝先の一方は切断され、残る一方は折 り取 りに

よって長さの調整がなされている。切断された枝先の長さは39.6cm、 折 り取 られた一方は42.3cmで ある。樹種はL―

11と 同じニワトコ属である。

L-13(第25図 5 写真124-5)は、二叉に枝分かれしたL-14の 分岐部に、加工された一端を直列的に並べた

状態で出土している。建築部材と考えられる。弯曲部を持つ樹皮の残る芯持ち材を素材とし、割り裂きによって直

線的な形状に整形した一端に、側面観がL字状を呈する長さ 7 cm、 深さ 3 cmの狭 り部が作 られている。全長は 2m

30cmを 超えているが、残る一端が破損面であることから、さらに長い部材であったものと推定される。樹種はクヌ

ギ節である。

L―司4(第 25図 4 写真124-4)は、L-13の 南側に直列的に並べ られた材である。先端が二叉に枝分かれした

樹皮の残る芯持ち材の基端に大別 1面の加工痕があり、その他に枝打ち痕 も観察される。枝先の一方は切断され、

残る一方は折 り取 りによって長さの調整がなされている。切断された枝先の長さは46.6cm、 折 り取 られた一方は

31.Ocmで ある。樹種はカエデ属である。

3 8層 出土遺物 (第23図 2、 第26図 1～ 3 写真122-3、 5、 写真123-16～ 18)

8層からは弥生土器片と土師器片および円形枠付き田下駄、打ち込み杭が出土している。

B-1(写真122-3)は 、甕、鉢 もしくは壷と考えられる弥生土器の底部から体部下半にかけての破片である。

破片は調査区南西隅の約2.2m× 1.6m程の近接 した範囲で14点出土しているが、そのうちの 1点は 9層 出土である。

したがって、ほとんどの破片が 8層中から出土しているものの、本来は 9層 に包含されており、 8層 の水田耕作に

よって巻き上げられたものと考えられ、 8層水田跡の時期決定遺物として扱うことには適さない資料である。全体

的に磨減が著しく、詳細な観察は困難であるが、外面には単節のLR縄文が施され、内面にはナデ調整がようやく

観察される。胎土、色調、遺存状態等から同一個体の破片と判断されるが、ほとんど接合せず、図化するまでには

至らなかった。

C-1(第 23図 2 写真122-5)は、甕の口縁部から体部上半にかけての上師器片である。土師器片は調査区
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北西隅の約2.2m× 1.Om程の近接 した範囲で 4点 出土し、そのうちの 3点が接合 している。口縁部外面はヨコナデ

調整されているが、内面は遺存状態が良好ではなくか明である。体部外面の調整はヘラナデであり、内面は遺存状

態により明瞭ではないが、ヘラナデ調整と考えられる。

円形枠付き田下駄 (第26図 1 写真11、 12)は調査区南東隅で、足板 (L-8)と 横木 (L-9)、 輸裸 (L-10)

が組み合った状態のまま出土している。検出時に輪楳の一部を欠損 したため正確な法量は不明であるが、長軸約

45cm、 短軸約40cmの 田下駄と推定される。

足板 (第26図 2 写真123-16)は、膝柄平鍬の転用品である。着柄軸の下端が 3 cmほ ど残存しており、約1 5cm

幅の肩を確認することができる。刃部側縁は肩から直線的に 5 cmほ どの長さで開いた後、屈曲して開きが小さくな

り、刃部の先端から約 3分の 1の箇所で最大幅となる。刃部右側縁の中央やや着柄軸寄 りに焦痕が認められ、左側

縁は焼けて欠損 している。残存部分から復元すると着柄軸部幅は約3.2cm、 刃部長は約43cm、 最大幅は13～ 14c皿 と

推定される。最大厚は1 2cmで ある。刃部の使用者側の面には着柄軸部と刃部の境より約 6 cmの 位置から刃先へか

けての削 り込みが施され、薄く仕上げられている。クヌギ節の柾目材が用いられている。

横木 (第26図 3 写真123-17)は、出土時は足板の下に 2点確認されたが、気存処理のため足板を取 り上げた

ところ同一個体が 2つ に分かれ、両者が一部重なった状態で出上していたことが明らかになった。長さ32.5cm、 幅

8.9cm、 厚さ1.7cmの ヤマグワの柾 目材が用いられており、両側面は加工によって平坦に仕上げられている。輪裸 と

の接触面であるb面側の、輸楳 と重なる部分には圧迫による痕跡が凹みとなって観察される。

円形枠付き田下駄は周辺土壌とともに切 り取って保存処理を行ったため、足板 と横木については処理が終了して

から実測と計測を行っている。したがって報告した法量は、保存処理後の計測値である。

輪標 (写真123-18)は、検出時に一部を欠損 したが、一木を円形にたわめたものであり、両端を重ねた状態で

出土している。残存長は約140cmで あるが、170cm程の長さの材を素材としたものと考えられる。先端には加工が施

されていたものと推測されるが、遺存状態が良好ではなく、加工痕は確認されなかった。マタタビ属の蔓の芯持ち

材が用いられている。

なお、この円形枠付き田下駄については展示の可能性を考慮し、東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター

に委託 して、周辺土壌とともに切 り取 り、保存処理を行っている。その詳細報告については第 6章第10節 に掲載し、

作業状況は写真125、 126に 示した。

8層で検出された打ち込み杭は 4点である (第 24図 8～ 10、 第25図 1 写真123-m、 12、 13、 写真124-1)。 L―

4、 5、 6は芯持ち材を素材とし、 1面の加工によって尖端部を作出している。用いられている樹種はL-4と 5

がクリ、 6は ヨナラ節である。L-7は大別 6面の加工によって尖端部が作出されてお り、それぞれの面も複数回

の加工によって形成されている。樹種はクリである。なお、L-7は樹皮が付着した状態で検出されたが、水洗い

と水浸け保管時にすべて景J落 したため、樹皮のない状態での図化、写真撮影を行って掲載 した。

8層水田跡の所属時期については、出土遺物に弥生土器 (B-1)が含まれるものの、前述のとおり8層水田跡

の時期決定資料としては扱えないことから、これを除外 して考えることとする。土師器 (C-1)は古墳時代前期

に多 くみられる形態である。円形枠付 き田下駄の足板 (L-8)は膝柄平鍬の転用品であ り、この形態の膝柄平鍬

は古墳時代前期のもので、特に使用者側の面の刃部に施された削 り込みは特徴的である。したがって 8層水田跡は、

出土遺物は充分ではないが、古墳時代前期の時期と捉えておきたい。
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第 7節  9層下面検出遺構 と 9層出土遺物

9層は調査区全域に分布 していたと考えられる粘土の水田土壌であるが、直上層である 8層の水田耕作の影響に

より8層 中にブロック状に取 り込まれ、部分的な残存状況となっている。しかし、 8層の畦畔痕跡部分ではある程

度の厚みで残されている。

1 下面検出遺構 (第 16図 写真92、 93)

9層 を除去 した結果、調査区東半部のE35～ 38ラ イン付近にN-20° 一E方向の東側の下がる段差が約38.4mの

長さで確認された。段差の平面形は直線的に延びて短いカギ形になり、さらに屈曲して直線的に延びる、いわゆる

クランク形の連続である。一辺の長さは北側から3.48m以上、2.lm、 4.24m、 5,Om以上である。この段差は、 9層

が水田土壌であることから、 9層の水田耕作に伴う耕作深度の違いによって形成されたものと推定され、畦畔の位

置と区画の一辺を反映している可能性が考えられる。

2 9層出土遺物 (第 24図 11 写真123-14)

9層からは弥生土器片と粘板岩製の予」片、打ち込み杭が出土している。

弥生土器片は調査区南西隅で出土しており、前節の 8層出土遺物で記述したB-1と 同一個体の小破片 1点であ

る。前述のとおりB-1の破片のほとんどは8層から出土しているが、 8層の耕作によって巻き上げられたものと

推定され、本来の帰属層位は9層 と考えられる。

粘板岩製の剥片は調査区東端寄りで 5点出土している。最小1 5cm× 1.5cm、 最大 4 cm× 2.5cmの 予J片であり、肉眼

観察ではいずれも同一母岩の剖片と考えられるが、接合関係は確認されなかった。

L-15(第 24図11 写真123-14)は 、調査区中央部のやや南側で検出された打ち込み杭である。クリを樹種と

する半割材の端部に尖端加工が施されている。尖端部のみのわずかな残存である。

9層から出土した遺物には弥生土器B-1の破片が含まれている

ことから、 9層水田土壊は弥生時代に属するものと考えられるが、

詳細な時期については不明である。
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第16図  9層下面検出遺構全体図 (1/300)
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第 8節 12層検出遺構 と出土遺物

12層 は調査区全域に分布する泥災質粘土層であり、層の下面に凹凸が認められる水田土壌である。12層 上面では

水田跡が部分的に検出されたが、泥炭質粘土という土性によって土圧や脱水収縮等の後世の影響を受けたためか、

確認された水田は部分的に検出された区画を含めても6区画のみである。

12層 からは石鏃、大型板状石器、景J片、加工痕のある材などが出土している。

1 検出水田跡 (第 17図 写真24、 25、 95～ 98)

水田区画は調査区中央部から西半部の、おもに北側部分で確認されている。

調査区西半部では調査区北西隅で「T」 字状に畦畔の一部が検出されているのみである。調査区北西隅の、北西

から南東へE-20.5° 一Sの方向に延びる畦畔は高さ 1～3.5cmの北側の段差のみが残存 しており、検出長は9.2mで

ある。この畦畔に取 り付 くN-27.5° 一E方向の畦畔は上端幅174～ 190cm、 下端幅248cmで、高さ0.5～ 2.5cmの規模で

ある。調査区内での検出長は4.4mで あるが、さらに北側に延びるものと考えられる。 したがって、この畦畔によ

って分けられた東西の 2区画はともに完結せず部分的な検出となっている。西側の区画 1は残存長軸3.04m以上、

残存短軸 2m以上、検出面積2.60∬ であり、さらに調査区外の北側に広がるものと考えられる。東側の区画 2は畦

畔によって一角が確認されたのみであり、残存長軸27m以上、残存短軸2.38m以上、検出面積は3.44∬である。

調査区中央部では 4区画検出されているが、区画の全体が検出された区画 3以外は、北西から南東へ延びる畦畔

に取 り付いた、ごく一部分が残存する畦畔によって 1辺 を確認しているのみである。区画 3は長軸5,16m、 短軸

444m、 面積20.46ど の南北方向にわずかに長い方形を呈 しているものの、調査区北辺に近い一角は明瞭ではない。

一見、水口が設けられていたようにも見受けられるが、部分的であることから確実ではない。長軸の方向はN―

20° 一Eで、田面と畦畔上面との比高差は0.5～ 3.5cmで ある。

調査区中央部を北西から南東へ延びる畦畔はE25S10付 近で方向が変わり、それより以南ではN-51.5° 一W、

以北ではN-70.5° 一Wの方向である。上端幅97～ 160cm、 下端幅164～ 214cm、 田面 との比高差は4.5cm以下である。
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第17図 12層検出遺構全体図 (1/300)
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この畦畔とこれに取り付く畦畔によって検出された区画4の 1辺は4.74m、 区画5は 5.6m、 区画6は 6.Omの 長さで

ある。

2 12層 出土遺物 (第23図 6、 7、 第24図 12 写真122-18、 19、 123-15)

12層 中からは石鏃、大型板状石器、最↓片、加工痕のある材などが出土している。石鏃、大型板状石器、材を図示

した。

Ka-1は調査区の北東部で出土した有茎の石鏃である (第23図 6 写真122-18)。 尖端部と基部を欠損してい

る。尖端部の欠損は衝撃予」離によるものであり、推定される尖端角は約30度である。基部は検出時の破損である。

素材最」片の主要最J離面は b面狽Jで、その中央に素材の剥離面がごくわずかに残されている。器体の調整は、 a面で

は右側縁を基部側から尖端部へと調整し、その後、左側縁を同様に基部側から調整している。この右側縁から左側

縁へ、基部側から尖端部へという加工順序はb面でも確認される。したがって両面ともに左側縁を基部側から尖端

部へと施された連続的な剖離調整が新しい。用いられている石材はやや珪化したデイサイト質凝灰岩である。

Ka-2は調査区南西隅付近で出上している。石英と斜長石の斑晶のあるデイサイトを石材としており、大型板

状石器の破片と考えられる (第23図 7 写真122-19)。 a面上端の折れ面はb面側からの力によって形成されてい

る。 b面側からa面側に向けて細部調整が施され、70～80度 の縁辺角を形成している。肉眼観察では明瞭な光沢は

認められない。

L-16は調査区東端近 くの中央部やや南側で出土した材である (第24図 12 写真123-15)。 検出時に一端を破損

しているが、残存する一端に加工痕が 1面確認される。オニグルミの芯持ち材を素材としている。

最↓片は調査区北東隅付近から2点出土している。ともに粘板岩製の象J片であり、同一母岩と考えられるが、接合

関係は確認されなかった。

以上の出土遺物から12層水田跡の時期を決定することは困難であるが、石鏃は弥生時代中期中頃に一般的な形態

であり、大型板状石器は同時期の石器組成にみられるものである。また、12層 は30次調査で検出された弥生時代中

期中葉桝形式期の水田土壌と類似している。さらに、今回の調査区周囲でのこれまでの調査では、弥生時代中期を

確実に遡る水田跡は確認されていないことから、12層水田跡の時期については弥生時代中期頃の可能性を考えてお

きたい。

第 9節 15層検出遺構と出土遺物

遺物の出土に注意を払いながら12層 の水田土壌を完全に除去した後、12層 より下層の状況を把握し、遺構、遺物

の有無を確認するため先行深掘区を2箇所設定し、人力による掘 り下げを行った。調査区の南東部に設定した深掘

区は東西方向に長い 4m× 10.5mの トレンチであり (東区)、 西端の深掘区は南北方向の 4m× 1l mの トレンチで

ある (西区)。 深掘区の合計面積は調査面積607∬ の約14%に あたる。

深掘区の調査の結果、12層下面より40～ 50cm下位でグライ化が始まり、その上面から遺構、遺物が検出された。

検出遺構は土坑状の性格不明遺構とピットであり、出土遺物は縄文土器細片と礫石器である。また、西区では小範

囲の炭化物と焼土の散浸な集中部が 1箇所確認された。

なお、12層 下面からグライ化の始まる層までは泥炭質粘土もしくは粘土の自然堆積上であり、 2層 に分層された

ものの、遺構・遺物は検出されなかった。上層を13層 、下層を14層 とし、遺構の検出されたグライ化の始まる層を
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土  色 土  性 備 考

SX 3   1 10YR2/1 黒色 粘 土 植物遺体を多量に含む。

SX 3   2 10YR2/2 黒褐色 粘 圭 基本層15層起源のブロックを多量に含む。

10YR2/2 黒褐色 シルト質粘土 砂を多量に含む。

10YR2/2 黒褐色 シルト質粘土 全体的に粗砂を含む。

15層検出遺構平面図・断面図 (1/60)
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15層 とした。

1 検出遺構 (第 18、 19図 写真99～ 105)

15層上面では東区で性格不明遺構 とピット、西区でピットと散浸な炭化物と焼上の集中部が検出されている。

SX 3性格不明遺構は東区西側の北壁際で検出され、さらに深掘区の北側に延びると判断されたことから、部分

的な拡張を行い全容を確認した。ただし上端の南半は、湧水のために設定したつF水溝掘削の際に失われている。平

面形は残存長軸84.4cm(推 定長軸104.4cm)、 短軸72.Ocmの 不整楕円形を呈しており、底面には凹凸が認められる。底

面からの立ち上がりは一様ではなく、急激な箇所と緩やかな箇所とがみられる。堆積土は 2層 に分層され、上層は

黒色粘上、下層は黒褐色粘土で基本層位の15層 を起源とする小ブロックを多量に含んでいる。遺物は出土せず、底

面と立ち上が りが一定ではないことから性格不明遺構 として取 り扱った。

東区のビット1か らの出土遺物は確認されなかった。

西区で検出したピット2は深さが約50cmであり、南から北へ斜め方向に立ち上がっている。出土遺物はない。

西区で検出された炭化物と焼上の散浸な集中部は、1.7m× 0.8mの範囲に広がってお り、出土レベル差は 9 cm程

度である。炭化物と焼上の集中部からは土器や石器などの遺物は出土していない。出土した炭化物の中から最も大

きな試料を 1点選び出し、放射性炭素年代測定を使頼 した結果、3,610± 40年BPと いう測定値が得られている (第

6章第 3節参照)。

2 15層出土遺物 (第24図 1、 2 写真122-1、 2、 123-2、 3)

15層中からは縄文土器片と礫石器が出土している。

縄文土器片は西区から2点出上 してお り、A-1は 1.8cm× 1.6cm、 A-2は 2.5cm× 1.9cmと いずれも細片で磨滅が著

しく、繊維土器であることが確認されるのみである (写真122-1、 2)。 早期末から前期にかけての時期と考えら

れる。

礫石器は東区と西区から1点ずつ出土しており、ともに磨面が確認される。

東区出上のKc-3(第 24図 1 写真123-2)に は図示した面に部分的な磨面が認められる。ほかに同一個体 と

考えられる破片が 3点出土しているものの接合はしなかった。そのため素材礫の形状は明瞭ではないが、残存部分

から隅九三角形を呈するものと推定される。石材は石英の斑晶が認められる流紋岩である。

西区から出土したKc-4(第24図 2 写真123-3)は 礫の表裏両面に部分的な磨面が観察される。しかし顕著

な磨面ではない。平面的に約20cm離れて出土した破片が接合しており、さらに同一個体と判断される破片がもう 1

点出土している。石材はデイサイ トである。

15層 で検出された遺構については、出土土器から縄文時代早期末から前期にかけての時期と考えられる。また、

これまでの周辺で行われた、グライ化の始まる層における調査結果でも同様な知見が得られている。しかし、加速

器質量分析法 (AMS)に よる炭化物の年代測定では3,600年 BP前後という測定値であり、疑間の残る測定結果とな

っている。
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深掘区内の縄文時代早期末から前期と考えられる15層 を遺物の有無に注意を払いながら人力によって掘 り下げた

結果と、15層上面の調査結果から、縄文時代の遺構、遺物の存在は希薄であると判断された。下層の調査を効率的

に進めるため、16層以下の旧石器時代面までの自然堆積層を重機によって除去することとし、掘削範囲は安全確保

のため、深掘区の位置を基準として調査区を約 2m内偵1に縮小し、南西隅より掘削を開始した。安全面を考慮して

1.5m程 度掘 り下げた時点で段掘 りを行うこととした。旧石器時代面の調査面積は、東西約7.25m、 南北約32.65mの

約236,7ど である。l.5mの深さに到達した時点で著 しい湧水がみられたため排水桝を設定して部分的に掘 り下げた

ところ、掘削開始面である13層 上面より約 2mの深さで樹木が出土し、さらにその80cm～ lm下位にも植物遺体の

集積層が確認された。完全にグライ化 した16層上面から樹木が出土する面までの層は粘土、シル ト、細砂、粗砂か

らなる水性の自然堆積層であり、層厚は125～ 164cmである。樹木を含む層の直上では植物遺体の薄層がラミナ状に

みられ、下層の一部を浮き上がらせた状態の部分も認められたことから、上層と区分して17層 とし、樹木を多量に

含む層を18層 とした。

1 18層の調査 (第 20、 21図 写真28～ 32、 104～ 115)

18層 は樹木を含む層厚12～38cmの 植物遺体集積層であり、調査区西側から東側へ向かって徐々に低下している。

層上面の標高は調査区西端で7.96m、 東端で7.87mで あり、下面は西端で7.69m、 東端で7.53mで ある。層中に暗灰

黄色の粘土を 1～ 5 almの 厚さでラミナ状に含んでお り、層の下部には厚さ 5 Hlm～ l cmの 2層が対をなす特徴的な部

分が認められたことから、その下面で分層し、上層を18a層 、下層を18b層 とした。18b層 は標高の高い調査区西

側へ移行するにしたがって徐々に薄くなり、西端ではほとんど認められなくなる。樹木等の植物遺体は18b層 でも

確認されるが、18a層 により多く含まれている。

18層 から出土した主な樹木は102点で、根株と倒木の幹も認められる。確認された根株は12点、幹は 8点であり、

例木には方向性はみられず、さまざまな方向に倒伏 している。調査区のほぼ全域に樹木が分布 していることから、

調査区外の周囲へさらに広がるものと考えられる。出土樹木のうち94点 について樹種同定の分析委託を行ってお り、

その結果を第 6章第 4節 に掲載した。その概略は、広葉樹がまったくみられず、針棄樹の トウヒ属とカラマツ属の

みが確認されている。

18層 の掘 り下げ中に種子や毬果、昆虫化石などの出土が確認されたことから、随時、出土状況の写真撮影を行い、

lmグ リッドでの取 り上げを行った。また、大型植物化石分析のため30cm× 30cmの 大きさで 7箇所、昆虫化石分析

のために15cm× 30cmで 7箇所、層厚分の土壌サンプルをそれぞれ採取し、掘 り下げ時に検出した資料とともに分析

を依頼した。分析結果については、大型植物化石分析を第 6章第 5節に、昆虫化石升紙 を第 6章第 8節に掲載して

いる。また、プラント・オパール分析と花粉分析および珪藻分析 も実施しており、プラント・オパール分析結果を

第 6章第 1節に、花粉分析結果を第 6章第 6節に、珪藻分析結果を第 6章第 7節に掲載した。さらに出土樹木のう

ちの 3点 について放射性炭素年代測定を実施した。その結果、約21,000年 前頃の測定値が得られている。詳細は第

6章第 3節に示した。各分析の結果については、それぞれの節を参照されたい。

2 22層の調査 (第 20、 22図 写真33、 116)

18層 出土樹木の記録を終え、分析用土壌サンプルを採取し、出土した樹木から樹種同定および年代測定用の試料

採取を行った後、さらに下層の状況を確認するため掘 り下げを行った。特に調査区の東側約 3分の 1にのみ分布す
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る、直下の層である19層 よりわずかに樹木が出土していたことから、18層 と頬似する状況であるのか、また、人類

の生活痕跡の有無を確認することが必要であった。また、つF水桝で18層 の約80clll～ lm下位で認められた植物遺体

集積層についても同様である。

調査の結果、19層 は水性堆積土であり、出土樹木は面をなすことなく層中の上部から下部までまばらに含まれて

いることから、水流によって19層の土壌 とともに運搬された流木と判断された。下層の調査に関しては、安全の確

保と時間的制約から深掘区を設定して実施することとした。深掘区は東西 4m、 南北 3mの 12∬の大きさで 3箇所

設定し、東側から東区、中央区、西区と呼称 した。それぞれの深掘区を掘 り下げ開始面より約 lmの深さまで掘 り

下げたが、石器等の人工遺物は確認されなかった。湧水がさらに激しくなり、それに伴って壁面も部分的に崩落し

始めたことから、東区の一部をさらに30～40cm掘 り下げた時点で、それ以下の掘 り下げを断念した。最終的な確認

層は26層 であり、20層、22層および24層 以下はグライ化 した粘土もしくは砂である。21層 と23層 は植物遺体を含ん

でおり、21層 から毬果と種子および昆虫化石、23層 からは昆虫化石のみを検出している。分析結果については18層

の分析結果とともにそれぞれの節に掲載した。
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西区の22層下部からは、2本の幹が立ち上がっていたと考えられる根株が 1株出土したため、出土状況を記録し、

樹種同定および年代測定用の試料採取を行い、分析を委託した。詳細は各節を参照されたい。 トウヒ属の根株であ

り、放射性炭素年代測定の結果では約23,100年 前頃という測定値が得られている。

なお、テフラ分析の結果、25層採取試料に姶良Tn火山灰に出来する可能性の高い火山ガラスの出現ピークが認

められ、テフラの実際の降灰層準は26層 より下位にある可能性も考えられている (第 6章第 1節参照)。
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法 呈 特 徴
備 考 取上番号 写真番号

日 径 器  高 底  径 外 面 内 面 底  都

再23凶 1 B-2 弥生土器 SX 2 底面 126 子買 22‐ 4

を23図 2 I 土師器 (菱 ) 8層 (162) 日縁|ヨ コナデ、体部十ヘラナデ 非ロクロ 予員 22‐ 5

寄23図 3 D-1 土師器 (高台付郎| 3～ 4層 体ri[ ヘラミガキ ロクロ、内面黒色処理

D-2 土師器 (lTN) 3～ 5層 オキ、体部iヘラミガ ロクロ、内面黒色処理

零23図 5 D-3 土師器 (邸 ) 4～ 5層 体部 ;ヘ ラミガキ 回転糸切 リ ロクロ、内面黒色処理 チ臭

図∫振番号 登録番号 種   別 石 材
出 土 道 構

出土層位 (cm) (cm) (cll)
備 考 取上番号 写真番号

霧23凶 6 Ka-1 石鏃 デイサイ ト質凝灰岩 12層 (235) 05( 0( 有茎石鏃、尖端部 基部欠損 143

Ka-2 大型板状石器 デイサイト 12層 (76) (55) 12 148 子買 22‐ 19

常23図 8 Kc-1 礫石器 (磨 ) デイサイト 5層 142 750モ

宅23図 9 Kc-2 礫石器 (磨 +刃物痕 ) デイサイト質凝灰岩 SX 2 層中 645 125 2290

第23図  宮沢遺跡第126次調査出土遺物 1
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同版番号 登録番号 種  別 石 材 出土層位 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重 量 (宣 ) 備 考 取上番号 写真番号

第24図 1 Kc-3 礫石器 (磨 ) 流紋岩 15層 (1155) 2947 写真1232

第24図 2 Kc-4 礫石器 (磨 ) デイサイト 15層 (112) 写真123ヽ

第24図 3 Kd-1 簑石 買岩 3脳 13 写真1234

第24図 4 Kd-2 氏石 ? 買岩 3層 写真1225

凶版番号 登録番号 種  別 樹 種 本収 り 出土 越硝  層 I立 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 備 考 取上番号 写貫香号

第24図 5 L-1 先端加工材 マツ属 志持ち材 SK 4 層中 (1155) 尖瑞加工 4 写真1238

第24図 6 L-2 打ち込み抗 竹 3層 (309) 18 写真1239

第24図 7 L-3 打ち込み杭 マツ属 志持ち材 3層 (440) 写真123‐ 10

第Й図 8 L-6 打ち込み杭 ヨナラ節 芯持ち材 8層 (160) 135 写真123

第24図 9 L-5 打ち込み杭 ク リ 志持ち材 8層 23 134 写真123‐

第24図 10 L-4 「ち込み杭 ク リ 志持ち材 8層 133 写真123

第24図 H L-15
「

ち込み抗 ク リ 分割 材 9'音 (20) 136 写貨123‐

第24凶 12 L-16 危瑞 加 工材 オニグルミ 志持ち材 12層 (252) 15 146 写真123

第24図 宮沢遺跡第司26次調査出土遺物 2
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図版番号 登録番号 種  別 樹   種 木取 り 出土遺構 層位 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cl l) 備   考 取上番号 写真番号

第25図 1 L-7 打ち込み杭 ク リ 芯持ち材 8層 (896) 寄 写具 1241

第25図 2 L-11 花端加工材 エワ トコ属 SX 2 底面 (1429) 写真 124ワ

第25図 3 L-12 ぷ持ち材 3X2 底面 1546 先端折り取りのk423cm、 加工の枝冊6ぃ 写真1243

第25図 4 L-14 丁ち込み枕 カエデ属 志持ち材 SX 2 上端 1558 4 先謝祈り取りの穂10cm、 加工の技466Ы 写真 1244

第24図 5 L-13 建築部材 クヌギ節 芯持ち材 SX 2 上端 (2321) 快 り部長70cm、 深 さ3 0cm 27 写真 1246

第25図 宮沢遺跡第126次調査出土遺物 3
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図版番号 登録番号 種   "J 石    材 木取 り 出土遺構 層位 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cl l) 備 考 収上脊 お 写真番号

著お凹 1 2 L-8 IJ下駄 足板 クスギ節 正   日 8層 12 咬柄鍬の転用 写真12316

第26日 13 L-9 田下駄 横木 ヤマグワ 正   目 8層 17 写真12&17

第26図 1 L-10 ヨ下駄 輪 標 マ タタビ属 持ち材 8層 推定長167 4cm 写真12318

図版番号 登録番号 種  別 銭    名 出土遺構・層位 材  質 外径 (cm) 安 備 考 取上番培 写真番号

第26図 4 N-1 古  銭 寛永通贅 (新寛永 ) SK 4 底 El aTIl 貨 06× 06 5 写真1236

窮26図 5 N-2 吉  銭 寛永通質 (Fyl寛 永 ) SK 4 底面 銅 貨 06× 06 6 写興1237

第26図 宮沢遺跡第刊26次調査出土遺物 4
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第 6章 自然科学的分析

第 1節 富沢遺跡第126次調査のテフラ分析

株式会社 古環境研究所

1日 |よ じめに

東北地方中部の仙台市域とその周辺には、蔵王、鳴子、肘折など近傍の火山のほか、十和田、浅間、榛名、洞爺、

姶良、阿蘇など遠方の火山に由来するテフラ (火 山砕屑物、いわゆる火山灰)が数多 く認められる。テフラの中に

は、噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり、これらとの層位関係を遺跡で求めることで、遺構の構築年

代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるようになっている。そこで、テフラ層が認められた富沢遺跡第126

次調査区においても地質調査を行って、土層の層序を記載するとともに、採取された試料を対象に火山ガラス比分

析 と屈折率測定を行って、指標テフラとの同定を行った。分析調査の姑象となった地点は、調査区深掘 トレンチ、

調査区南壁下段、調査区北壁の 3地点である。

2日 土層の層序

(1)調査区深掘 トレンチ

調査区深掘 トレンチでは、下位より灰色砂層 (層厚10cm以上、

をレンズ状に挟む黄灰色粘土層 (層厚21cm、 24層 )、 黒灰色泥層

灰色粘土層 (層厚57cm、 22層 )、 暗灰色泥層 (層厚 4側、21層 )、

図)。

26層 )、 暗灰色泥層 (層厚 4 clll、 25層 )、 灰色砂層

(層厚 6 cm、 23層 )、 灰色砂層をレンズ状に挟む黄

灰色砂層 (層厚 10clll、 20層 )が認められる (第28

(2)調査区南壁下段

調査区南壁下段では、下位より黒泥層 (層厚0.3cm、 21層最上部)、 灰色砂層 (層厚16cm、 20層 )、 砂混じり灰褐

色泥層 (層厚 5 cm、 19層 )、 暗褐色泥炭層 (層厚 4 cm、 18b層 )、 灰色粘土層 (層厚 l cm)、 細かく成層した暗灰褐色

泥層 (層厚 3 cm)、 暗褐色泥炭層 (層厚17cm、 以上18a層 )、 灰色粘土層 (層厚Hcm)、 黒灰色泥層 (層厚 2 cm)、 黄

灰色粘土層 (層厚 3 cm、 以上17層 )、 灰色砂層 (層厚20cm以上、16c層 )が認められる (第29図 )。

(3)調査区北壁

調査区北壁では、下位より暗褐色泥炭層 (層厚10cm以上、13層 )、 黒灰褐色泥層 (層厚21cm、 12層 )、 黒泥層 (層

厚 2 cm、 11層 )、 灰色粘土層 (層厚 4 cm、 10層 )、 暗灰褐色粘質土 (層厚 6 cm、 9層 )、 黒灰褐色粘質土 (層厚 4 cm、

8層 )、 暗褐色粘質土 (層厚 4 cm、 7層 )、 灰褐色粘質土 (層厚 5 cm)、 灰色粘土層 (層厚 2 cm、 以上 6層 )、 黒灰褐

色粘質土 (層厚 2 cm、 5層 )、 白色細粒火山灰ブロック混じり暗灰褐色粘質土 (層厚 6 cm、 4層 )、 黒灰褐色粘質土

(層厚 9 cm、 3層 )が認められる (第30図 )。

これらのうち、 4層 中にブロック状に認められる白色細粒火山灰層については、その層位や層相などから、915

年に十和田火山から噴出したと推定されている十和田a火山灰 (To― a、 大池、1972、 町田ほか、1981、 町田・新井、

1992、 2003)に 同定される可能性が高い。
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3.火山ガラス比分析

調査区深掘 トレンチで認められた土層の層位に関する資料を得るために、土層断面から基本的に 5 cmご とに設定

採取された試料のうち、 7点を対象に火山ガラス比分析を行った。火山ガラス比分析の手順は次の通 りである。

1)試料10gを 秤量。

2)超音波洗浄により泥分を除去。

3)80℃で恒温乾燥。

4)分析舗により、1/4-1/811mの粒子を舗別。

5)偏光顕微鏡下で250粒 を観察し、火山ガラスの形態色調別比率を求める。

(2)分析結果

火山ガラス比ダイヤグラムを第31図 に、その内訳を表 2に示す。いずれの試料からも火山ガラスを検出すること

ができた。その中では、試料20に 火山ガラスの出現ピークが認められる (32.8%)。 この試料に含まれる火山ガラ

スは、量が多い順に、無色透明のバブル型ガラス (23.6%)、 繊維束状に発泡した軽石型ガラス (6.0%)、 分厚い中

間型ガラス (2.4%)、 スポンジ状に発泡した軽石型ガラス (0.8%)で ある。なお、その下位の試料22に も、同様の

火山ガラスが比較的多 く含まれている (29.6%)。 この試料に含まれる火山ガラスも、量が多い順に、無色透明の

バブル型ガラス (18.8%)、 繊維東状に発泡した軽石型ガラス (6.0%)、 中間型ガラス (3.2%)、 スポンジ状に発泡

した軽石型ガラス (1.6%)で ある。

試料18よ り上位の試料についても、無色透明のバブル型ガラスの比率はより小さいものの、同じような形態組成

となっており、いずれも同一テフラに由来する可能性が高いように思われる。試料20に 出現ピークは認められるも

のの、その下位にも比較的多 くの火山ガラスが含まれていることから、これらの火山ガラスで特徴づけられるテフ

ラの実際の降灰層準は、試料22よ り下位にある可能性も考えられる。

4.屈折率測定

(1)測定試料と測定方法

調査区深掘 トレンチの試料22に含まれる火山ガラスについて、位相差法 (新井、1972な ど)を もとに開発された

古澤地質調査事務所製作の温度変化型屈折率測定装置 (MAIOT)に より、屈折率測定を行った。

(2)測定結果

試料22に含まれる火山ガラスの屈折率 (n)は、1.498-1.502(modeil.500)で ある。

5日 考察

富沢遺跡第30次調査区内におけるボーリング調査の際に検出された火山灰層については、火山ガラスの屈折率測

定やEPMAに よる火山ガラスの主成分化学組成分析により、約2.6～ 2.9万 年前 (14C年代 :約 2.4～ 2.5万 年前)に噴

出した姶良Tn火 山灰 (AT、 町田 。新井、1976、 1992、 2003、 松本ほか、1987、 村山ほか、1993、 池田ほか、1995)

に同定されている (早 田ほか、1992)。 第126次調査区深掘 トレンチの試料22(26層 )に含まれる火山ガラスについ

ても、火山ガラスの特徴や屈折率測定の結果から、ATに 由来する可能性が高いと考えられる。より精度の高い同
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定のためには、信頼度が高いEPMAに よる火山ガラスの主成分化学組成分析が行われると良い。

6B小結

富沢遺跡第126次調査区において、地質調査、火山ガラス比分析、屈折率測定を行った。その結果、十和田a火

山灰 (To― a、 915年)に同定される可能性が高い火山灰層、および姶良Tn火山灰 (AT、 約2.6～ 2.9万年前、14C年

代 ;約 2.4～ 2.5万年前)に 由来すると考えられる火山ガラスを検出することができた。
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表 2 火山ガラス比分析結果

試料 bw(cl) bw(pb) bw(br) md  pm(sp) pm(fb) その他 合計
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数字は粒子数.bw:バブル型、md:中間型、pm:軽石型。sp:ス ポンジ状、fb:繊維束状 .

表 3 屈折率測定結果

地点 試料    火山ガラスの屈折率 (n)

深掘 トレンチ 1.498--1.502 (1.500)

届折率の測定は、温度変化型屈折率測定装置 (MAIOT)に よる。
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第31図 火山ガラス比ダイヤグラム
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第 2節 富沢遺跡第126次調査における放射性炭素年代測定

株式会社 古環境研究所

lH試料と方法

試料名     地点 。層準       種類 前処理・調整 測定法

No.158  E5-S15、 15層 上面    炭化物    酸 ―アルカリー酸洗浄、石墨調整     AMS

No.454  E20-S10、 18a層     樹木     酸 一アルカリー酸洗浄、ベ ンゼン合成   Radiometric

No.460  E15-S10、 18a層     樹木     酸 ―アルカリー酸洗浄、ベンゼン合成   Radiometric

No 468  E10-S10、 18a層     樹木     酸 ―アルカリー酸洗浄、ベンゼン合成   Radiometric

No 483  E15-S15、 22層      樹木 (根株) 酸 ―アルカリー酸洗浄、ベンゼン合成   Radiometric

1)Radiometricは 液体シンテレーションカウンタによる′ (ベ ータ)線計数法
2)AMSは加速器質量分析法 :Accelerator Mass Spectrometry

2日 測定結果

暦年代 (西暦)

No.158 188272     3660± 40      -28.1    3610± 40       びこ点 i cal BC 1955

lσ :cal BC 2020～ 1910

2 σ ical BC 2115-2095、  2040-1885
No.454  188273      21090」L160        -25,7     21080=L160                -

No.460  188274      20940」 L l10        -27.1     20900二 L l10                -

No.468  188275      20380 EL 100        ~265    20350=生 100               -

No.483  188276     23120± 120       -26.3    23100± 120              -

(1)HC年代測定値

試料の14c/12c比 から、単純に現在 (AD1950年 )か ら何年前かを計算 した値。14cの半減期は、国際的慣例により

Libbyの 5,568年 を用いた。

(2)∂ 13c測定値

試料の測定14c/12c比 を補正するための炭素安定同位体比 (13c/12c)。 この値は標準物質 (PDB)の 同位体比か ら

の千分偏差 (%。)で表す。

(3)補正14c年代値

δ13c測定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、14c/12cの 測定値に補正値を加えた上で算出した年代。試料の

δl℃値を-25(%。 )に標準化することによって得られる年代である。

(4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14c濃度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦)。 calは calibra―

tionし た年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の14cの詳細な測定値、およびサンゴのU―Th年

代 と14c年代の比較により作成された較正曲線を使用した。最新のデータベースでは約19,000年 BPま での換算が可

試料名 僻
・

梅話  イガ, 蔦
脇

代
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能となっている。ただし、10p00年BP以前のデータはまだ不完全で|あ り、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正14c年代値と暦年代破正曲線との交点の暦年代値を意味する.。 lI♂ (68%確率)と 2σ

(95%確率)は、補正単C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す.。 したがって、複数の交点が表

記される場合や、複数のlσ ・2σ 値が表記される場合もある。

3日 所 見

放射性え素年代測定の結果、16層上面の庚化物で'は 3,610± 4o年BP(lσ の暦年代でBC2020年 1910年)の年代値

が得られたもまた、18a層の樹木では21080± 160年 BP、 乳900± ■0年BP、 20,350と 100年BP、 22層の樹木 (根株)

では2a100± 120の年代値が得られた。これらの年代値については、暦年代較正の範囲外である。

文   献

Sh�ett M,et牡 (1990 1NTCAL98 Radiocarbon Age Cattbration,Radiocarbon,却 防ユ1041-1083!

申村俊夫 (1999)放射性炭素法。考古学のための年代測定学入問.古今書院,p.1-36二
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第 3節 富沢遺跡第126次調査における植物珪酸体
(プ ラン ト・オパール)分析

株式会社 古環境研究所

はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸 (Si0 2)が蓄積 したものであり、植物が枯れたあともガラス質の微化石

(プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化石を遺跡土壌など

から検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定

などに応用されている (杉山、2000)。 また、イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である

(藤原 。杉山、1984)。

2H 言式米斗

升紙試料は、調査区北壁から採取された11点である。試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。なお、参考資料

として、調査区深掘 トレンチおよび調査区南壁下段から採取された計 8点についても斉紙 を行った。

3日 分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原、1976)を用いて、次の手順で行った。

1)試料を105℃ で24時 間乾燥 (絶乾)

2)試料約 lgに対し直径約40μ mの ガラスビーズを約0.02g添加 (電子分析天秤により0。lmgの精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ ・ 6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W。 42KHz。 10分間)に よる分散

5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オ イキット)中に分散してプレパラー ト作成

7)検鏡・計数

同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象 として行った。計

数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラー ト1枚分の精査に相当する。試料 lg

あたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 lg中 の植物珪酸

体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (1.oと 仮定)と 各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個

あたりの植物体乾重、単位 :105g)を かけて、単位面積で層厚 l cmあたりの植物体生産量を算出した。これによ

り、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができる。イネの換算係数は2.94(種実重

は1,03)、 ヨン属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、 ネザサ節は0,48、 クマザサ属 (チ シマザサ節・チマ

キザサ節)は 0.75、 ミヤコザサ節は0.30で ある (杉山、2000)。 タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各

分類群の比率を求めた。
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4.分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、その

結果を表 4、 表 5お よび第32図～第34図 に示 した。なお、調査区北壁については、水田跡の検討が主目的であるこ

とから、同定および定量はイネ、ヒエ属型、ヨシ属、ススキ属型、タケ亜科 (お もにネザサ節)の主要な5分類群

に限定した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

イネ、ヨシ属、ススキ属型

〔イネ科 ―タケ亜科〕

ネザサ節型 (お もにメダケ属ネザサ節)、 クマザサ属型 (チ シマザサ節やチマキザサ節など)、 ミヤコザサ節型

(お もにクマザサ属ミヤコザサ節)、 未分類等

〔イネ科 一その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 未分類等

〔カヤツリグサ科〕

スゲ属など

〔樹木〕

その他

5日 考察

(1)稲作跡の検討

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体 (プ ラント・オパール)が試料 lgあたり

5,000個 以上 と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している (杉 山,

2000)。 ただし、密度が3,000個/g程度でも水田遺構が検出される事例があることから、ここでは判断の基準を3,000

個/gと して検討を行った。

1)調査区北壁 (第32図 )

3層 (試料 1)か ら13層 (試料11)ま での層準について分析を行った。その結果、 3層 (試料 1)か ら12層 (試

料10)ま での各層からイネが検出された。このうち、To― a混の 4層 (試料 2)で は密度が6,000個/gと 高い値であ

り、 3層 (試料 1)、 5層 (試料 3)、 8層 (試料 6)で も3,800～ 4,500個 /gと 比較的高い値である。したがって、

これらの各層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

その他の層準では、密度が700～ 2,200個 /gと 比較的低い値である。イネの密度が低い原因としては、稲作が行わ

れていた期間が短かったこと、土層の堆積速度が速かったこと、決水などによって耕作土が流出したこと、採取地

点が畦畔など耕作面以外であったこと、および上層や他所からの混入などが考えられる。

2)調査区南壁下段 (第33図 )

18a層 (試料 1)～ 19層 (試料 5)について分析を行った。その結果、イネはまったく検出されなかった。

3)調査区深掘 トレンチ (第34図 )

21層 (試料 1)、 23層 (試料 2)、 25層 (試料 3)について升紙 を行った。その結果、イネはまったく検出されな
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かった。

(2)植物珪酸体分析から推定される植生 と環境

1)調査区北壁 (第32図 )

ヨシ属は湿地的なところに生育し、ススキ属やタケ亜科は比較的乾いたところに生育している。このことから、

これらの植物の出現状況を検討することによって、堆積当時の環境 (乾燥・湿潤)を推定することができる。

最下位の13層では、ヨシ属が多量に検出され、ススキ属やタケ亜科は検出されなかった。10層 より上位ではタケ

亜科が多量に検出され、ヨシ属は大幅に減少している。おもな分類群の推定生産量によると、13層ではヨシ属が卓

越しており、12～ H層でもヨシ属が優勢である。また、10層 より上位ではタケ亜科が優勢であり、部分的にイネや

ヨシ属も多 くなっている。

以上のことから、稲作が開始される以前の遺跡周辺は、ヨシ属などが繁茂する湿地的な環境であったと考えられ、

12層 より上位層の時期にそこを利用して水田稲作が開始されたと推定される。なお、稲作の開始以降もヨン属が見

られることから、水田雑草などとしてヨシ属が生育していたことや、休閑期間中にヨン属が生育していたことなど

が考えられる。また、当時の調査区周辺にはタケ亜科が多 く生育する比較的乾燥したところも分布 していたと推定

される。なお、ヨシ属やタケ亜科については、堆肥や草木灰などとして水田内に持ち込まれた可能性 も考えられる。

2)調査区南壁下段 (第33図 )

19層では、ミヤコザサ節型が比較的多 く検出され、クマザサ属型なども少量検出された。18b層 から18a層 中部に

かけては、棒状珪酸体が増加しており、ミヤコザサ節型やクマザサ属型はほとんど見 られなくなっている。18a層

上部では、ヨシ属が多量に検出された。おもな分類群の推定生産量によると、18a層上部では、ヨシ属が圧倒的に

卓越している。

以上のことから、19層 の堆積当時は、周辺にクマザサ属 (お もにミヤコザサ節)な どのササ類が生育していたと

考えられるが、18a層下部～中部の時期には何 らかの原因でササ類はほとんど見られなくなったと推定される。花

粉分析の結果 (本章第 6節)に よると、18a層下部～中部ではカヤツリグサ科やミツガシワ属が繁茂する水湿地な

いし沼地が推定されていることから、堆積環境の変化によってササ類の生育域が減少した可能性が考えられる。

18a層 上部の堆積当時は、ヨシ属などが繁茂する湿地的な環境であったと推定される。花粉分析の結果 (本章第

6節)に よると、ミズゴケ属などが生育する地表面が湿った環境が推定されていることから、このようなところに

ヨシ属が進入 して繁茂したと考えられる。

3)調査区深掘 トレンチ (第34図 )

25層 では、 ミヤヨザサ節型が多く検出され、ネザサ節型やクマザサ属型なども検出された。23層 と21層 では、ミ

ヤコザサ節型などが検出されたが、いずれも少量である。また、23層 ではカヤツリグサ科 (ス ゲ属など)が検出さ

れた。カヤツリグサ科はイネ科と比較して植物珪酸体の生産量がかなり低いことから、少量が検出された場合でも

かなり過大に評価する必要がある。

以上のことから、25層 の堆積当時は、クマザサ属 (お もにミヤコザサ節)を主体としてメダケ属 (ネ ザサ節)な

ども見られるイネ科植生であったと考えられる。

タケ亜科のうち、メダケ属は温暖、クマザサ属は寒冷の指標とされており、メダケ率 (両者の推定生産量の比率)

の変遷は、地球規模の氷期―間氷期サイクルの変動と一致することが知られている (杉 山、2001)。 また、クマザ

サ属のうちチシマザサ節やチマキザサ節は現在でも日本海側の寒冷地などに広 く分布してお り積雪に対する適応性
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が高いとされるが、 ミヤコザサ節は太平洋側の積雪の少ない比較的乾燥 したところに分布している (室井、1960、

鈴木、1978)。 これらのことから、当時は積雪の少ない比較的寒冷で乾燥 した環境であったと推定される。なお、

少量ながらメダケ属 (ネ ザサ節)が認められることから、その後の時期よりも相対的にやや温暖であった可能性が

考えられる。

23層 の堆積当時は、スゲ属などのカヤツリグサ科が生育するような湿地の環境であったと考えられ、タケ亜科は

あまり見られなくなったと推定される。

6日 ま とめ

植物珪酸体 (プ ラント・オパール)分析の結果、十和田 a火山灰 (To― a,915年)直下の 5層 より上位の各層

および 8層では、イネが多量に検出され、それぞれ稲作が行われていた可能性が高いと判断された。また、10～ 12

層などでも稲作が行われていた可能性が認められた。

本遺跡周辺は、稲作が開始される以前はヨシ属などが繁茂する湿地の環境であったと考えられ、12層 より上位層

の時期にそこを利用 して水田稲作が開始されたと推定される。
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表 4 仙台市、宮沢遺跡第刊26次調査におけるプラン ト・オパール分析結果

検出密度 (単位 :× 100個/g)

表 5 仙台市、宮沢遺跡第126次調査における植物珪酸体分析結果

検出密度 (単位 :× 100個/g)

地 点 ・ 認 科

分類群 学名

調査区北壁

1 5 6 8 9    10    11

イネ    Orンas,す盟 (dOmestic rice)

ヨシ属  劇ヒ彊町Ftts(reed)

ススキ属型 ′班scantFa口s type

タケItt  Bambusoideae(Bamboo)
8

45

60

7

129    113    189    168    135   254   224   341

45 ８

　

５

６

　

１

８

　

５

５

４

８

３

１

８

　

　

２

8

45    144

8

推定生産量 (単位 :聴/ど 。Cm)

※試料の仮比重を1.0と 仮定して算出。

134   1.78   1.11 1.32   0.66   022   0.45   0.22

143   0.95   1.91   0,96   0.47   378   236   0,96   5。 29   2.85   9.10

0.09                             0.09                0.09

0.62   0.54   0,91   080   0.65   1.22   1,08   1.64   0,11   0.04

Oryza磁す切 (dOmesuc rice)

ヨシ属   Ph翅♂�tes(reed)

ススキ属型 7班scantrlys type

タケ亜科  Bambusoideae(Bam

地 黒 ・ 諷 科

分類群          学名

南壁下段 深掘 トレンテ

41 5 1     2     3

イネ科            Gramineae(Grasses)
ヨシ属           劇ヒ彊町ftes(reed)

タケ亜科          Bambusoideae(BambOO)
ネザサ節型        ReiOpasと ,s sect.Nez2sa

クマザサ属型       Sasa(eXCept ttyaオοttsal

ミヤコザサ節型      Sasa sect.晦 akOZasa

未分類等         Others

７
ｒ

　

７
‘

7

8     7

15   142
7

その他のイネ科       Others
表皮毛起源        Husk httr origin
棒状珪酸体        Rod― shaped

未分類等         Others

7    22    15    15
250   292   164   195

215    90     75    157

，
ｖ

７

２

８

０

０

１

４

３

カヤツリグサ科 (ス ゲ属など)Cyperaceae(Cぢ rex etc.)

樹木起源          Arboreal
その他          Others

(海綿骨針)                 Spontte

植物羞酸体総数      Total 604   427   254   367    173 121     99   322

おもな分類群の推定生産量 (単位 :町/∬・Cm)

ヨ シ Pr2瑠Fmゴ佗s(reed) 832

ネザサ節型

クマザサ属型

ミヤコザサ節型

口eFobFasと vs sect.氏霊zas2

SaSa(except'MEyaた Ozasa) 006

0,16

４

　
６

　
３

０

　
０

　
４

６

　
５

０

　
０

０

０００Sasa sect 0.02

※試料の仮比重を10と 仮定して算出。

タケ亜科の比率 (%)

ネザサ節型        PFeデ οbFasとys sect.餌%ぉ2

クマザサ属型       Sasa(eXCept Miyaたοttsa)

ミヤコザサ節型       Sasa sect.
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第32図 宮沢遺跡第126次調査、調査区北壁におけるプラン ト・オパール分析結果
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第34図 宮沢遺跡第126次調査、調査区深掘 トレンチにおける植物珪酸体分析結果
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第 4節 富沢遺跡第126次調査で産出した大型植物化石群

第 4節 富沢遺跡第126次調査で産出した大型植物化石群

吉川純子 (古代の森研究舎)

1. Iよ じめに

富沢遺跡第126次調査区は富沢遺跡保存館の北に隣接 している。本調査区の標高 8m前後から最終氷期最寒冷期

と推定される堆積物が認められた。植物遺体を含む寒冷期の堆積物は22層 と18層 の 2層準で確認された。下位の22

層は木材化石が含まれるものの有機質の堆積層は極めて薄い。18層 は下位の18b層 と上位の18a層 に区分される。下

位の18b層 は調査区の東半分に分布 し、群類や単子葉の葉、茎などの未分解植物破片が堆積している。また、場所

によっては針葉樹の葉が集積 して堆積 している。18a層 は分解質泥炭から泥炭質泥からなり、上位ではかなり分解

が進み針葉樹の葉が確認できるが風化が著しい。また、カラマツ属の短枝も崩れやすい。木材化石の破片は本層の

上半部に多 く含まれていた。

分析試料は、 lm四方のグリッドごとに肉眼で確認された現地取 り上げ試料64点 と、第35図 に示した 1～ 7各地

点から採取したブロック試料である。ブロック試料採取地点の地質柱状図を第36図 に示した。ブロック試料は各層

位の堆積物100～ 300cc前後を02541m目 の節で水洗し、残澄から実体顕微鏡により同定可能な植物化石を拾い出し、

分類群別部位別に同定計数した。残 りの雄積物はパレットナイフなどを用いて薄く剥ぎ取 りながら、肉眼で確認で

きる植物化石を拾い出し、肉眼及び実体顕微鏡により観察・同定した。

第35図 (Nol‐ 5は大型植物化石、Aは花沿・珪漢分析試料採取地点)

大型植物化石群の

産出傾向
790-

18～21層 より産出した現地取上げ試料の同

定結果を表 6に示す。まず、下位の21層 から 780-

は トウヒ属Eの球呆 1点 と核菌綱の菌核が取 り

上げられている。 トウヒ属Eの球果は比較的保  770-

存が良い。18層 ではミツガシワ種子が多 く産
760-

第36図

地点5  地点4

呵 ・
Iσ

2日

地点3

〇

、ゝ地点2

18a

18b

地点 1

〇

宮沢遺跡第126次調査区大型植物化石ブロック試料柱状図
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表 6 宮沢遺跡第126次調査区現地取上げ大型植物化石

201   E36S7     18層   ミツガシワ    種子      2 カラマツ属   枝     1
202   E36S7     18層   ミツガシワ     種子       7 カラマツ属    枝      4

196    E34S7
199    E34S7
200     E36S7

18層   ミツガシワ

18層   ミツガシヮ
18層   カラマツ属

18層   昆虫
18層   ミツガシワ

18層   カラマツ属
18層   ミツガシワ

種子塊     lt
種子      1
風化球呆    1

種子塊     15
風化球果    3

205      E32S12

206     E36S10
207    E34Sll

212

214

216

E31S10
E31Sll
E37S9

E34S12
E35S12
E31S13

18層   ミツガシワ

18層   ミツガシヮ

18層   ミツガシワ

18層   ミツガシヮ

18層   菌核

18層   グイマツ近似種   球果 1 カラマツ属    枝      ユ

8

12

子

種子塊

種子塊

種子塊

種子塊

７

３０

５０

217   E33S8     18層   カラマツ属     風化球果    1 カラマツ属    枝     3
218   E32S9     18層   ミツガシワ     種子      10
219

220

221

222   E32S9     18層   ミツガシワ
３６

５

２

１５

１

５

６

７
ｒ

８

１

２

２

２

２

３

E37Sll
E33S10
E33Sll
E36S9
E38S12

18層   ミツガシヮ
18層   ミツガシワ

18層   ミツガシワ

18層   ミツガシワ

18層   トウヒ属C

種子塊

種子

種子

種子塊

球果

カラマツ属    枝     2
カラマツ属    枝     1

３０

１

■

２０

１

つ
々

３

４

５

６

E36S8
E35S9
E33S12
E37S8
E33Sll

18層   ミツガシワ

18層   トウヒ属U
18層   ミツガシワ

18層   ミツガシヮ
18層   ミツガシワ

種子塊

風化球果

種子

種子塊

種子
18層   カラマツ

18層   ミツガシワ

18層   カラマツ属
18層   カラマツ属

__242   E34S13    18層   カラマツ近似種

238    E31S10
240     E34S8
241    E33S8

風化球果

種子塊

風化球果

風化球果

球果

カラマツ属
カラマツ属
カラマツ属

枝

枝

枝

１
■
　

Ｏ
Ｏ

　

つ
じ
　

つ
０
　

つ
る カラマツ属 風化球果

242

243

244

245

248

249

E34S13
E33S10
E34S9
E29S13
E22S9
E27S10

18層   カラマツ属
18層   ミツガシワ

18層   カラマツ属
18層   ミツガシヮ
18a層  菌核
19層   トウヒ属C

枝

種子塊

風化球果

種子塊

５

８

４

４

259     E27S14
262    E18S13
263    E19S13

18b層   ミツガシワ

18b層   ミツガシヮ

17層   トウヒ属U
17層   トウヒ属U

種子塊

風化球果

風化球果

風化球果

２０

２０

２

２

２264   E18S12    18a層   トウヒ属U
５

６

″
′

８

９

６

６

６

６

７

E18S12
E18S13
E17Sll
E19S12
E8S17

18a層  担子菌
18a層   トウヒ属U
18a層   菌核
18a層   トウヒ属U
18a層   菌核

風化球果

風化球果

８．

８３

８６

８８

８９

E8S17
E8S17
E9S15
E8S13
E9S15

球果

球果

風化球果

風化球果

18a層   トウヒ属C
18a層   トウヒ属E
18a層   トウヒ属U
18a層   トウヒ属U
18a層  菌核

1

1

1

1

０

０

９‐

９７

０ ６

６３

６９

７０

つ
わ
　
つ
々
　
刀
■
　
刀
生
　
刀
４
　
ガ
４

E8S17
E17S16
E27S14
E24Sll
E24S12
E23Sll

18a層   トウヒ属C
18a層   ハイヒモゴケ科   全草
18b層   ミツガシヮ    種子塊
18b層   ミツガシワ    種子塊
21層   菌核
21層   トウヒ属E     球果
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表 7 富沢遺跡第126次調査区ブロック試料より産出した大型植物化石

18a)習

分類

地点 5

大  小

一 -1-一 ―

12-5-一 一

5-10-4-
― -13-7-
一 -1-― ―

カラマツ属

トウヒ属バラモ ミ節

チ ョウセンゴヨウ

短枝付枝

風化短枝

風化葉

葉

種子破片

スゲ属A 呆実

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

全車ハイヒモゴケ科

不明A
不明B

18b)雷

カラマ ツ

短枝付枝

短枝

葉

トウヒ属バラモミ節  葉

トウヒ属C      球果

トウヒ属       種子

枝

3   -   1
10   -   13
19   -   10
-   240   -
-   60   -
1   -   

―

-   1   -

1   -   ―

オニスゲ近似種

ミツガシワ

1

83   -   112

一　

３３

果実

種子

1

6

41

ミズゴケ属

藤類 ―  多  ― ユ
一
　

一

多

一

葉

葉

(大 は堆積物約2000ccあ たり、小は約100ccあ たりの産出個数)

出している。ミツガシワの種子自体は 2～ 3111111程度で小さいが、赤黒色で大変光沢があり、地積物中でかなり目立

つため多 く取 り上げられる可能性がある。 トウヒ属はCタ イプが 4点 とEタ イプが1点 、風化球果が 8点であった。

トウヒ属の風化球果 2点は17層 の産出であるが、18層 から浮き上がった植物化石と推定されている。カラマツ属は、

カラマツ近似種球果が 2点 とグイマツ近似種球果が1点、およびカラマツ属の風化球果が22点確認された。カラマ

ツ属はほかに枝を24点産出している。18a層 では菌核、担子菌、ハイヒモゴケ科も産出した。

次にブロック試料から産出した結果を表 7に示す。水洗試料は100ccあ たりの産出個数、ほかの試料は2000ccあ

たりの産出個数で表示してある。18b層 ではミツガシワの種子を多 く産出し、最も多い地点 2ではミズゴケ属の葉

も多 く産出している。また、草本ではほかにミズゴケ属以外の群類やオニスゲ近似種を産出している。木本ではカ

ラマツ属とトウヒ属バラモミ節の葉を多 く産出し、球果や枝なども産出している。18a層 では、草本はスゲ属Aを

わずかに産出し、地点4でハイヒモゴケ科を産出した。木本では、カラマツ属の風化球果、短枝、短枝付枝、葉を

産出し、地点 6でチヨウセンゴヨウ種子の破片を調査区内で 1点だけ産出している。カラマツ属の葉は各地点で産

出しているが、かなり風化されている。また地点 3～ 7で トウヒ属バラモミ節の葉を産出した。

大型植物化石群から見た古環境

第37図 に大型植物化石の平面分布を示す。現地取上げ試料で18層 とされているミツガシワについては、ブロック

試料の産出状況から18b層 に含めた。18b層 では、ミツガシワは地点 1～ 4ま での調査区東側に集中して分布 し、

これより西側には認められない。ミツガシワの種子は 8個から数十個塊状に堆積 している例が見られ、生育してい

たミツガシワの種子が果実に入ったまま倒れて埋積 したと考えられる。つまり、18b層 では水域のある湿地が調査

区の東側に形成されていたとみられる。一方、 トウヒ属やカラマツ属の球果が少量産出しているが、倒木の分布か
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● ミツガシワ種子
▲ トウヒ属球果
▽ カラマツ属球果

第37図 宮沢遺跡第126次調査区の18層 出土大型植物化石分布図

らはこれら球果は隣接する東側の微高地から供給され堆積 したと推定される。針棄樹の葉もこの微高地から供給さ

れたと考えられる。

18a層 では、水域を示すような種実が産出しないため調査区全体が陸域であったと推定される。すなわち、ブロ

ック試料ではミツガシワのような抽水植物は産出せず、ハイヒモゴケ科といった林内に生育する植物を産出した。

また、カラマツ属の球果や短枝、葉が風化されていることから、水湿地は減少してほとんどなくなり地表面が湿っ

た程度の所に林が成立していたと考えられる。なお、チョウセンゴヨウ種子は破片となっているので、小動物など

によって食害をうけ運搬されてきた可能性が高い。

4.特筆すべき大型植物化石の形態記載

トウヒ属バラモミ節 (2cea sect Picea):葉は裏表がなく先端は尖 り、断面はひし形、 4面すべてに気孔条があ

る。 トウヒ属は、枝の表面に、葉がつくための葉枕という構造が飛び出ているため、この特徴からトウヒ属の枝と

同定される。

トウヒ属C(Picea c):ト ウヒ属の球果は富沢遺跡第88次調査において、その形態をA～ Eの 5タ イプに分類した

(吉川、1995)。 今回の調査でもその形態分類に従って球果を分類した。球果の長さ 5 cm以上で球果の外形は円筒形、

種鱗にはやや光沢があり、種鱗表面にはしわがほとんどない。種鱗の縁はやや厚 く半円形で現生のアズサバラモミ

に近似する形態を持つ球果をトウヒ属Cと した。アズサバラモミは長野県川上村梓川河畔の、増水時には水をかぶ

り、通常はやや暗く湿った場所に生育している。

トウヒ属E(Яcea E):球果の長さは 5 cmよ り小さく、種鱗の縁は薄く先端がやや外反、開いた三角形である。
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種鱗には光沢がなくややしわが多 く、現生のヤツガタケ トウヒに近似する。

トウヒ属U(2cea U)i球 果の表面が風化されて種鱗などの形態が区別できないものをトウヒ属Uと した。

カラマツ近似種 (LarFた ci tte口pんr,Sargent):球果は縦に長い球形で種鱗の縁が外反する。現在では火山砂礫

地などに自生し、富沢遺跡で産出するカラマツ近似種の球果は、北限である南蔵王馬ノ神岳の山頂付近に生育して

いるカラマツと大変近似している。

グイマツ近似種 (Lartt ci騨 確加ガGordon):球果はほぼ球形で種鱗の縁は外反しない。現在の日本には分布し

ておらず、サハリンでは湿原の周囲に多 く生育している。

カラマツ属 (Lar歳):き わめて風化した球果を産出した。表面が削られているが、軸についた種鱗が規則的に配

置されていることと、その大きさからカラマツ属と同定できる。また、カラマツ属の短枝は、輪を重ねたような特

殊な形態を持つため、短枝がついた枝はカラマツ属と同定できる。葉は線形で扁平、中央に濃色の筋がある。

チョウセンゴヨウ はbysオ励 餌誌 Sieb.et Zucc.):種 子は壁が厚 く硬 く、外形は長さ12mmで三角形、本遺跡

で産出した破片は半分ほどであった。

オニスゲ近似種 (Or∝ dickin�  Franch.et Savat.):果 実は長さ2.611ullの 三角形でやや硬 く黄褐色、上部の突起

は先端が曲がる。

スゲ属AOた xA):果実は長さ1.9mll、 2面で呆皮は薄く半透明でやわらかい。

ミツガシワ 的 即ntFaes trittlia Linn。 ):種子は長さ3.21nm前後で 2面の円形または楕円形、黒色もしくは赤黒

色で大変光沢がある。種子の縁 1箇所にややくばんだへそがある。湿原内の、水面が見える開けた水域に生育して

いる場合が多い。

ミズゴケ属 (Sphatty口 ):葉は薄く半透明、基部が平らな鱗片状。湿原の主要な構成種となっている。

ハイヒモゴケ科 (Meteoriaceac):葉 が筒状に内出し、≧は枝分かれせずに紐状に長 く伸びている。湿った林内

などに生育している種類が多い。

不明A:径 1 lllullの 2面の円形で一箇所にへそがあり、表面はへそから同心円状に筋の模様が認められる。

不明B:長さは22nlm程 度、軸を中心にして丸い断面を持つ1011ul程度の棒がブラシ状についている。棒の内部は粉

状の白い物質が詰まっているが、花粉ではなかった。したがって果実か虫えいとみられる。

引用文献

吉川純子.1995,「 第2章第5節 3仙台市富沢遺跡第88次調査で産出した大型植物化石」「富沢遺跡―第88次・89次発掘調査

報告書」,50-67.仙台市教育委員会.



図版 1 富沢遺跡第 126次調査で産出 した大型植物化石(1)

1.カ ラマツ近似種、球果つき枝 (No242)2.グ イマツ近似種、球果つき枝 (No219)

4.カ ラマツ属、短枝 (地点318b層)5。 トウヒ属C、 球果 (No291)6.ト ウヒ属C、

第 6章  自然科学的分析

3.カ ラマツ属、葉 (地点318b層 )

球果 (hlo262)7.ト ウヒ属E、 球果 (血470)

(ス ケールは l cm、  3・ 4は 1 Ⅱu4)
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図版 2 宮沢遺跡第 126次調査で産出 した大型植物化石(2)

8.ト ウヒ属C、 球果産状 (地点1‐18b層 )9.ト ウヒ属バラモミ節、葉 (地点418a層 )

10.テ ョウセンゴヨウ、種子破片 ;左 :外面、右 :内面 (地点6-18a層 )ll.ト ウヒ属C、

12.オ ニスゲ近似種、果実 (地点4‐ 18b層 )13.ス ゲ属A(地点418a層 )14.ミ ツガシワ、
球果拡大 (No291)

種子 (地点4‐18b層 )

(ス ケールは l mm、 llは l cm)



図版 3 宮沢遺跡第 126次調査で産出 した大型植物化石(3)

15.ミ ツガシワ、種子塊 (No245)16、 17.ハ イヒモゴケ科 (No297)18.不 明A(地点4-18a層 )

21.菌核 (NQ279)

第 6章 自然科学的分析

19、 20.不明B(地点 4-18a層 )

(ス ケールは lm、 18は 1 4ul)
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第 5節 富沢遺跡第126次調査で産出した木材化石

吉川純子 (古代の森研究舎)

1. はじめに

富沢遺跡第126次調査に伴い最終氷期最寒冷期および古墳時代より産出した木材化石の樹種同定を行った。富沢

遺跡第126次発掘調査においては、17～22層 の最寒冷期と推定される堆積物が発掘調査された。調査区内では当時

生育していたと考えられる多 くの自然木を産出した。そこで最終氷期の当時の植生を復元する一端として木材化石

の樹種同定を行った。最終氷期の自然木は現地にて分布層位、分布位置を図面に記録 した後、木材の一部を切 り

取って採取した。

また、同調査区内において、古墳時代と推定された 8層 を中心として、 3層から12層 まで田下駄や打ち込み杭な

どの加工材を出土した。古墳時代の木材利用状況を推定するためこれらの加工材の樹種同定を行った。木材からは、

剃刀で横断面、接線断面、放射断面を切 り出し、ガムクロラールでプレパラー トに封入し、生物顕微鏡で観察、同

定した。

最終氷期最寒冷期より産出した木材化石

最終氷期最寒冷期の堆積物である18層 と22層から根株を含む自然木を産出した。表 8に 18層 及び22層 より産出し

た木材化石の樹種同定結果を示す。22層 では根株 2点を含む 3点を分析 した結果すべて トウヒ属であった。18層 で

は、18b層 よりH点 を分析し、 2点がカラマツ属、 9点が トウヒ属と同定された。18a層では83点 を分析 し、根株11

点のうち 3点が トウヒ属、 8点がカラマツ属であった。根株以外では72点 のうち24点が トウヒ属で48点がカラマツ

属であった。

第38図 に18層 から産出した木材化石の樹種の平面分布を示す。18b層 では根株はなくトウヒ属とカラマツ属の太

い材が 1本ずつ倒れこんでおり、周辺に散在する材は枝と考えられる。調査区内には木材が生育していなかったが、

調査区東側の微高地に分布 していたと考えられる。18a層 では調査区内各所に根株が存在 し、その周辺に倒れた幹

や枝が散在していたと考えられる。倒木には方向性は見られず、さまざまな方向に倒れている。本遺跡では22層 か

ら18層 の寒冷期の堆積物からは広葉樹の産出は見 られず、針葉樹の トウヒ属とカラマツ属のみが産出した。18b層

では水域が広がっていたために、他の樹種の進入が遅れた可能性も考えられる。現在、日本に生育しているトウヒ

属で、地下水位が極めて高い環境でも生育可能な種類にはアカエゾマツとアズサバラモミがある。また、現在のカ

ラマツとグイマツは湿地周辺や湿地内の微高地に生育している場合が多い。

3日 古墳時代より出上 した加工材

3層から12層 で出上した加工材の同定結果を表 9に示す。 3層では杭を2本出土しており、いずれもマツ属が使

用されている。 8層 は打ち込み杭 4本のうち、クリが 3本、コナラ節 1本が使われていた。田下駄は足板にクヌギ

節、横板にはヤマグワ、輪裸 にマタタビ属が使われていた。マタタビ属はつる植物のため、九 く曲げる構造に使

用するのに適している。先端加工材は 2本がニワトコ属、 1本がカエデ属であった。建築部材にはクヌギ節が使わ

れていた。 9層 は打ち込み杭 1本を出土し、クリであった。12層 は先端加工材を出土し、オニグルミであった。
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表 8 宮沢遺跡第126次調査18層及び22層産出樹種同定結果

番号 樹種 状態 層位 グリッド AFRNo. 番号 樹種     状態  層位 グリッド AFRNo
204 トウヒ属

306 カラマツ属

310 カラマツ属

312 トウヒ属

314 カラマツ属

18 E39S10

18a E35S10

18a E35S10

18a E35S10

18a E35S10

378 カラマツ属

379 カラマツ属

380 トウヒ属

381 トウヒ属

382 カラマツ属

18a E15S15

18a E15S15

18a E15S15

18a E10S15

18a E10S15

９

　

３

　

４

　

５

　

０

５

　

４

　

４

　

４

　

６

315 トウヒ属

316 カラマツ属

318 トウヒ属

322 カラマツ属

323 カラマツ属

18a E35S10

18a E35S10

18a E35S10

18a E30S5

18a E30S5

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

カラマツ属

18a E10S15

18a E10S15

18a E10S15

18a E10S15

18a E10S15

材

材

太

太

５

６

７

８

９

８

８

８

８

８
根株

324 カラマツ属

325 カラマツ属

326 カラマツ属

327 カラマツ属

329 カラマツ属

18a E30S10

18a E30S10

18a E30S10

18a E30S10

18a E30S10

391 カラマツ属

392 トウヒ属

393 カラマツ属

396 カラマツ属

397 カラマツ属

18a E5S15

18a E5S15

18a E5S15

18a E5S15

18a E5S15

379

362

363

318

310 根株

８

　

ワ
′
　

０

　

８

　

９

330 カラマツ属

331 カラマツ属

332 カラマツ属

333 カラマツ属

335 カラマツ属

18a E30S10

18a E30S5

18a E30S10

18a E30S5

18a E30S5

398 トウヒ属

399 カラマツ属

400 カラマツ属

434 トウヒ属

437 カラマツ属

根株

根株

根株

根株

364

325

347

365

293

370

355

291

299

356

E5S15

E10S15

E5S10

E5S10

E5S10

336 カラマツ属

337 カラマツ属

338 カラマツ属

339 トウヒ属

340 カラマツ属

18a E30S5

18a E30S10

18a E25S5

18a E25S5

18a E30S10

438 カラマツ属

439 トウヒ属

440 カラマツ属

型4カ ラマツ属

446 トウヒ属

太材

根株

366

294

319

300

311

292

371

372

357

331

根株

８

　

８

　

８

　

８

　

８

E5S10

E15S10

E15S10

E15S10

E15S10

341 カラマツ属

342 カラマツ属

344 トウヒ属

345 カラマツ属

347 トウヒ属

18a E25S10

18a E30S10

18a E30S10

18a E30S10

18a E25S10

447 カラマツ属

448 トウヒ属

449 カラマツ属

450 トウヒ属

451 カラマツ属

根株

287

288

320

312

313

●
々
　
　
０
０
　
　
１
■
　
　
刀
仕
　
　
医
υ

８

　

８

　

８

　

８

　

８

E15S10

E15S10

E15S10

E20S10

E15S10

348 カラマツ属

349 カラマツ属

350 カラマツ属

351 カラマツ属

359 カラマツ属

18a E25S10

18a E25S10

18a E25S10

18a E25S10

18a E20S10

452 カラマツ属

453 トウヒ属

461 カラマツ属

462 トウヒ属

301 トウヒ属

18a E15S15

18a E10S10

18a E10S10

18a E10S10

18b E35S5

根株 314

301

315

289

350 太材

336

373

358

374

339

360 トウヒ属

361 トウヒ属

362 トウヒ属

363 カラマツ属

364 カラマツ属

18a E20S15

18a E20S10

18a E20S10

18a E20S15

18a E20S10

302 トウヒ属

303 トウヒ属

304 トウヒ属

305 カラマツ属

307 トウヒ属

18b E35S5

18b E35S5

18b E35S5

18b E35S5

18b E35S10

太材

根株

３７

８５

３８

４‐

４０

株

材

材

根

太

太

365 カラマツ属

366 トウヒ属

369 カラマツ属

371 トウヒ属

372 カラマツ属

18a E20S10

18a E15S10

18a E15S10

18a E15S10

18a E15S10

308 トウヒ属

320 トウヒ属

334 トウヒ属

343 カラマツ属

370 トウヒ属

18b E35S10

18b E30S5

18b E30S5

18b E30S10

18b E15S10

４

４

４

４

８

３

３

３

３

２

373 カラマツ属

374 カラマツ属

375 カラマツ属

376 カラマツ属

18a E15S15

18a E15S15

18a E15S15

18a E15S15

479 トウヒ属

481 トウヒ属

485 トウヒ属

22 E10S10

22 E15S15

22 E10S15

株

株

根

根

375

376

377



第 5節 富沢遺跡第126次調査で産出した木材化石

+



第 6章 自然科学的分析

表 9 富沢遺跡第126次調査区の古墳時代以降の出土加工材の樹種

遺物番号 樹種 種類       出土層位   備考   グリッド AFRNo.
L-1 マツ属

L-3 マツ属

L-4  クリ

L-5  クリ

L-6 コナラ節

L-7  クリ

L-8  クヌギ節

L-9 ヤマグワ

L-10 マタタビ属

L-11 ニワトコ属

L-12 ニワ トコ属

L-13 クヌギ節

L-14 カエデ属

L-15 クリ

L-16 オどニクウレミ

先端杭状力H工材

打ち込み杭

打ち込み杭

打ち込み杭

打ち込み杭

打ち込み杭

田下駄足板

田下駄横木

田下駄輪楳

先端加工材

先端加工材

建築部材

先端加工材

打ち込み杭

先端加工材

堆積土層中 ２４２

２４３

２４４

２４５

２４６

２４７

２２２

２２３

２２５

２４８

２４９

２５０

２５．

２５２

２５３

媚

据

媚

据

据

帽

帽

据

据

媚

媚

据

媚

醒

E35S5

E5S20

E5S20

E10S20

EOS10

E40S10

E40S10

E40S10

SX2底面  E40S10
SX2底面  E40S10
SX2底面  E40S10
SX2底面  E40S10

E20S15

E40S10

3層で使用されているマツ属は水中での策存性が高 く、現在まで杭材や建築材として頻繁に利用されている。ま

た 8、 9層 の杭材及び建築部材は耐久性があり水湿に強いクリ、コナラ節、クヌギ節が使用されている。したがっ

て 3層 と 8、 9層 の杭材については的確な樹種選択が行われていたと言える。用途不明の先端加工材はニワトコ属、

カエデ属、オニグルミの 3種類で、特に樹種選択が行われていたとは考え難く、周囲からとりあえず調達したと考

えられる。

4日 同定された樹種の形態記載

1)カ ラマツ属 (Larix):比較的年輪界がはっきりし、早材から晩材への移行は急である。年輪幅は狭いものが多

い。晩材部に頻繁に垂直樹脂道が認められる。放射組織は水平樹脂道を持つ紡錘状と単列のものがある。分野壁孔

は トウヒ型からヒノキ型で 1分野に 2～ 4個存在する。

2)ト ウヒ属 (Picea):年輪界はややはっきりし、早材から晩材への移行は比較的緩やかで、晩材部にはそれほど

大きくない垂直樹脂道がある。放射組織は水平樹脂道を持つ紡錘状と単列がある。分野壁孔は トウヒ型で 1分野に

2～ 4個存在する。

3)マ ツ属 はれys):早材から晩材への移行は比較的急で垂直樹脂道は比較的大型である。放射仮道管の内壁は内

腔にむかってやや突出するが、かなり風化が進んでいるためクロマツかアカマツかの区別は難しい。放射柔細胞の

分野壁孔は窓状である。放射組織は単列と、水平樹脂道を持つ紡錘状がある。

4)オニグルミ (J唾力ns 2カnれぬha Carr.):大 きい道管が単独もしくは 2、 3個複合して放射方向にやや並び、

晩材では径を減 じる半環孔材。放射組織は 2、 3細胞幅で背が高い紡錘状で同性。

5)ヨ ナラ属コナラ節 (Qttπys sect.乃 れys):年 輪のはじめに大きな道管が1列並び、その後小道管が単独でや

や放射状に配列する環孔材である。小道管は薄壁で角ばっている。放射組織は単列と大変大きい集合放射組織があ

る。

5)コナラ属クヌギ節 (Oyercys sect.Aθ girttsl i年 輪のはじめに大きな道管が1～ 3列並び、その後小道管が 2、

3個ずつ集まって火炎状もしくは斜めに配列する環子し材である。小道管は厚壁で丸い。道管の穿孔は単一で壁子とは

交互状、道管内には薄い膜状のチローシスが見られる。放射組織は単列と大きい集合放射組織がある。

7)ク リ (Cう sttnea ttettβ tt Sieb.et Zucc.):年 輪のはじめに大きな道管が1～ 3列並び、その後小道管が集まっ

て火炎状に配列する環孔材である。道管の穿子とは単一で壁孔は交互状、道管内には薄い膜状のチローシスが見られ
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る。放射組織は単列で同性である。木材は耐久性、耐湿性に優れ、土木材や建築材などに良く利用される。本遺跡

の抗材への利用は適合している。

8)ヤマグワ (聴ys bombySS:年輪のはじめに大きい道管が並び、小道管が単独もしくは2～ 3個横もしくは

斜めに複合して分布する環孔材である。道管の穿孔は単一で壁孔は交互状、道管内壁には比較的明瞭ならせん肥厚

がある。放射組織はやや背の高い1～τJ程度の紡錘形で異性である。

9)カ エデ属 (■cerl:河 道ヽ管が単独もしくは 2、 3個波射方向に複合し、まばらに均―に分布する。道管は早材

部ではやや大きく、晩材では径を減じる。道管壁は交互壁孔で、穿孔は単一、大変細いらせん肥厚が確認できる。

放射細胞は1～ 5細胞幅の紡錘状、ほぼ同性である。

10)マ タタビ属 (Actinだ12)1年輪は狭 く、大きい道管が 1列並び、晩材に小さい道管が大きい道管の間を埋める

ように分布する環孔材。道管は単穿孔で放射組織は異性。

■)エ ワトコ属 (Samゎ覆cus):小型で角ばった小さい道管が放射方向に数個複合する散子と材。晩材ではやや径を

滅じる。穿孔は単一で、放射組織は異性。
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………… 3b

図版 1 富沢遺跡第 126次調査で産出 した木材化石の顕微鏡写真(1)

1. カラマツ属 (No378) 2, トウヒ属 (No434) 3。 マツ属 (L3)
ai横断面  bi接線断面  c:放射断面    スケールは0 1null

3c
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第 5節 富沢遣跡第126次調査で産出した木材化石

図版 2 富沢遺跡第 126次調査で産出 した木材化石の顕微鏡写真(2)

4.オニグルミ (じ16) 5.コ ナラ属ヨナラ節 (L‐6) 6.コ ナラ属クヌギ節
a:横断面  b:接線断面  ci放射断面

ヤマグワ (L9)
スケールは0.lnul

一，と４‥咄傘翠
ン
ド
‐‐ヽ≡、．
．．

(L8) 7.
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~~~~  9b            ~  9c

…………  10b
~  10c

図版 3 宮沢遺跡第126次調査で産出 した木材化石の顕微鏡写真(3)

8.カエデ属 (L‐14) 9.マ タタビ属 (b10) 10。 エワトコ属 (L‐ 11)

a:横llTtt  b:接 線断面  ci放 射断面 スケールは0 1nll
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第 6節 富沢遺跡第126次調査区18層における

最終氷期最寒冷期の花粉化石群

吉川昌伸 (古代の森研究舎)

lH はじめに

富沢遺跡第126次発掘調査地点は段丘東側の低地に位置し、広瀬川と名取川に挟まれた後背湿地にある。本遺跡

のATの上位から木材化石や球呆などの植物遺体を多 く含む最終氷期最寒冷期の泥大層 (18層 )が確認された。こ

の泥炭層には根株も含まれ、さらに同層位に木材化石が多 く含まれることから当時の森林植生と環境を復元できる

可能性がある。こうしたことから、埋没林が形成された時期の堆積環境と古植生を復元するために珪藻化石を含む

植物化石群の調査が行われた。ここでは花粉化石群の調査の結果を示す。

泥災層 (18層)の基底は東方に傾斜 し、層厚は標高の低い東側で約30clllと 厚 く、西側では15clll前後と薄い。泥炭

層は調査区西側では灰色中～極粗粒砂層 (20層)を直接覆うが、東側では砂層の上位に褐灰色砂質泥層 (19層)が

堆積する。18層 は下位より18b、 18aの 2層 に細分される。18b層 は黒褐色分解～弱分解質泥炭よりなり、植物遺体

がラミナ状に堆積する。本層は調査区の東方で厚 くなり、西端には分布 しない。18a層 は黒褐色分解質泥炭よりな

り、下部にはしばしば褐灰色泥が層状に堆積する。本層は調査区に広 く分布し、中・上部に木材化石が多 く含まれ

る①泥炭層は褐灰色粘土 (17層)に不整合に覆われ、境は波状を呈する。

2.試料と方法

花粉化石群の調査はA地点の18層 の 6層準で行った (第 39

図)。 花粉化石の抽出は、試料0.5gを 秤量 し、さらに単位体積

あたりの花粉量を算出するため体積を測定後、10%KOH(湯煎

約15分)一 傾斜法により粗粒 な植物遺体 と砂 を取 り除 く―

48%HF(約 15分)一 アセ トリシス処理 (濃硫酸 1:無水酢酸

9の混液で湯煎 5分)の順に処理を行った。プレパラー ト作成

は、残澄 を適量に希釈 しタッチミキサーで十分撹拌後、マイ

クロピペットで取 リグリセリンで封入した。また、堆積物の性

質を調べるために、花粉分析層準において有機物量と泥分 (シ

ル ト以下の細粒成分)・ 砂分量、及び微粒炭量について調査し

た。有機物量の変動については強熱減量を測定した。強熱減量

は、るつばと乾燥試料約 2gの質量をはかり、るつぼを電気マ

ッフル炉内に置き、750℃ で 3時間強熱し、強熟による減量を

乾燥重量百分率で算出した。微粒災量は、デジタルカメラでプ

レパラー トの顕微鏡画像を取 り込み、画像解析 ソフ トのNIH

Imageで微粒災の面積を測定した。

褐灰色粘土,下位層との境は波状

山 ユ 
黒褐色分解質泥炭 (40mm士 )

黒褐色(掲 色より)泥炭質極細粒砂質泥 (20mm)

曇帽琶醐 開賢堪細粒砂質泥o2m呵

‐ 2

黒褐色分解質泥炭 (110mm)
境より上部7cmあ たりに木材化石含まれる

日 3

日4蒲只堤患偏編
隠肥泥蠣状に懸に

‐5 
黒褐色分解～弱分解質泥炭 (65mm)

植物遺体がラミナ状に堆積
‐ 6

宮沢遺跡第司26次調査区A地点の
地質桂状図と花粉分析試料採取層準

宮沢遺跡第126次調査区18層 の

花粉分析試料の推積物の性質 (重量%)

10……

18a

20-―

30里
8b

第39図

表刊0

堆積物の性質 (重量%)

試料 層位 含水比 砂  泥
  (碧稔粉量)

163.6    6.7   46.9     46.4

189.7    14   47.6     510

213,0    20   51.8     46.2

184.4    0.8   56.5     42,7

300.0    16   31.0     674

166.1    46   60.0     354
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3.花粉化石群の記載

18層 より産出した分類群のリス トとその個数を表11に 、花粉変遷図を第40図 に示す。出現率は、樹木は樹木花粉、

草本・胞子は花粉胞子数を基数として百分率で算出した。図表中で複数の分頚群をハイフンで結んだものは、分類

群間の区別が明確でないものである。図版に示 したAFRoMY番号は単体標本の番号を示 し、これら標本は古代の森

研究舎に保管してある。

表11 宮沢遺跡第126次調査区18層 より産出した花粉化石の組成表

モミ属
ツガ属

トウヒ属
カラマツ属
マツ属単維管東亜属
マツ属 (不明)

ヤナギ属

ヤマモモ属

サワグルミ属

クマシデ属 ―アサダ属
ハンバ ミ属
カバノキ属
ハンノキ属
コナラ属 ヨナラ亜属
エレ属

ツツジ科

イボタノキ属

トネリコ属
スイカズラ属

草 本

イネ科
カヤツリグサ科
アカザ科

トリカブ ト属
カラマツソウ属

他のキンポウゲ科
ウメバチソウ属

ワレモコウ属

他のバラ科
セリ科
ミツガシワ属
シソ科

ヤエムグラ属 ―アカネ属
ホタルブクロ属―ツリガネニンジン属
ヨモギ属

他のキク亜科
タンポポ亜科

草本花粉総数
シダ植物胞子総数

花粉・胞子総数

不明花粉

4所es

Ts口解
Picea

Laryx

P�us subgen,rapFoxyfor2

Phus(UnknOwn)
S越
蛹 ミ ∽

PとθЮ∽り 2

0巧卯ぬLIS-OSrya
Cor」/Fys

BθどtrFa

AFnus

O口 ercvs subgen LcpゴごοbЛaコ ys

じhys
Ericaceac

Ligus″vコ

FraxI12ys

Lοコュcera

Gramlneac
Cyperaceac
Chenopodiaceae― Amaranthaceae
AcoE2fと Vrla

TF2"Fc″ura

other Ranunculaceae

Par,ass12

Sangy=sοrba

other Rosaceae

Umbelliferae

Gen�ana

Labiatae

Galium― Rubia
Cmp2コ trF2-Aごer20pr29ra

ArLcDュ創a

other Tubulinorae

ユorac

Total nonarboreal pollen

Total fern spOres

Total polen and spores

25    59   287   272   450   806
2      2      2      7      1      4

304   427   578   650   680   999
7    21     4    10     9     4
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３

２

１

一

２

一
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４５

２２

６

一

１

１

１

２

一

４３

‐７

１

１
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一

一

１

　

１

・１

一

一

１

一

一

一

２

一

一

一

一

‐２

‐２
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２〇

一

一

一

一

３

１

２３

５

１

４

一

一

一

一
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９
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２８

‐２
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１

一

一

一

２

６８
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５

２

２

１

一

一

３．

３８

Ｈ

６７
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１
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一

一

一

一

５８

２３

３

７

一

一

一

‐８

‐２

９０

３２
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一

３

一

一

１

一

８７

３０

３

３

一

一

一

‐０
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一

１

１

一

一

４

一

３

４６

一

一

一

６

３

一

‐５

０５

１

一

４
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１
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４

２

８

７５
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４

１

一

３

一

・２

９

１

ヒカゲノカズラ属 Lンで9pο』y朋 2    1    2    6    -    2
他のシダ植物胞子         other Pteridophyta             l  -   1   1  2

コケ類
ミズゴケ属             D"agray胴              30  7  -   2  12  2

樹木花粉総数            TOtal arboreal pouen        277 366 289 371 229 189

量 (× 1000粒/cm3 66.4   62.7   40.0   12.8    6.0    98

35    46    95     88     14     18微粒炭量 (mm2/cm3)
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第40図 宮沢遺跡第126次調査区A地点18層 の主要花粉変遷図

(出現率は樹木は樹木花粉数、草木・胞子は花粉胞子数を基数として百分率で算出した)

18層 は、最下部を除いては有機物量が43～ 67%と 高く、砂分量も大半の試料で 5%以下である。有機物に富み細

粒成分から構成されることから、18層下部が堆積 した頃を除いては穏やかな堆積環境にあったと推定される。18a

層下部ではしばしば洪水の影響を受けたが、堆積物が細粒なため水流の営力は弱かったとみられる。

産出傾向は、下部で トウヒ属、カバノキ属が高率に占めるが上部で減少しツツジ科が急増する。こうした主要樹

木花粉の層位的産出にもとづき下位よりTZ― I、 コ各帯の 2つの局地花粉化石群帯を設定した。

TZ― I(No.3-6)で は、針葉樹の トウヒ属や落葉広葉樹のカバノキ属が高率に占め、カラマツ属、モミ属、

ツガ属、マツ属単維管束亜属、およびハンノキ属を伴う。また、コナラ属やニレ属が僅かに産出した。草本は下部

ではカヤツリグサ科が多産し抽水植物のミツガシワ属を比較的多 く伴うが上部では減少し、湿生植物のワレモコウ

属やウメバチゾウ属、セリ科が産出する。

TZ一 Ⅱ (No。 1-2)で は、 トウヒ属やカバノキ属、カラマツ属、マツ属単維管束亜属が前時期より多少減少し、

ツツジ科が急増する。他にヤマモモ属が産出し、モミ属やツガ属の頻度もいくぶん高くなる。草本花粉は低率であ

るが、 ミズゴケ属が上部で比較的多く占める。

微粒炭量は14～ 9511ul12/cm3と 少ないが、TZ一 Iの上部で相姑的に多 く含まれる。堆積速度が不明なためこの変化

が有意かどうかは分らないが、この層準ではしばしば洪水性堆積物が狭存するため、上流域からもたらされた微粒

炭が集積 して堆積 した可能性が考えられる。微地炭は、一般に自然では落雷や火山活動による森林火災から供給さ

れ、人為では炉や焚き火などの燃料としての材の使用、および焼畑などの生業によりもたらされる。落雷や火山活

動による森林火災の場合は、継続期間が短いためテフラのような産状を示し、特定の層準に多量に含まれ上位に向

け急・vinし 、さらに空間的広がりを持つ。一方で、生業に起因する微粒炭は一度に生産される量は少ないが長期にわ

たって供給される。周辺で森林火災や生業がない場合には堆積物中に微粒炭はほとんど含まれないため、微粒炭量

の変動は周辺での生業の指標になる。但し、微粒炭量はムラの規模や生業のあり方、分析地点までの距離、堆積速

度などの複数の要因が関与するため単純に含有量で議論できるものでない。参考までに、縄文時代のムラでは 1年

間に l cm2ぁ たり200～800111m2程度含まれているようである。なお、堆積速度が異なるため単純に比較できないが 1

cm3ぁ たりでは2000～ 500011ul12前 後になる。

…2

-3

-4
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10-

(.m2危43)
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第126次調査区における最終氷期最寒冷期の堆積環境と古植生

堆積環境は18層の形成期を通して連続的に変化 し、上位に向け水位の低下がみられる。すなわち、18b層 ではカ

ヤツリグサ科やミツガシワ属が繁茂する水湿地ないし沼地が形成されていたが、18a層下部ではカヤツリグサ科や

ワレモコウ属、ウメバチソウ属が分布する湿地に変化 し、さらに18a層上部でミズゴケ属などが生える地表面が湿

った環境へと変化した。また、20層 の砂層の地積後には、調査区西側は一時的に離水したが、東側は河川の氾濫の

影響を受け泥が堆積 した。その後、水位が上昇し調査区全体が水湿地ないし沼地に変化した。ミツガシワは水深数

10cm程度の沼地から水湿地に分布することから、調査区の東端は18層 下部が堆積 した頃には滞水 していたとみられ

る。

さて、第126次調査区における森林植生は、TZ一 Iの時期には水湿地から沼地、および湿地的環境にあったため

調査区内に樹木は分布していなかった。調査区外の周辺には針棄樹の トウヒ属やカラマツ属、落葉広葉樹のカバノ

キ属を主とする森林が形成され、やや乾いた所にはモミ属やツガ属、マツ属単維管束亜属、コナラ亜属、ニレ属な

どが分布 していたとみられる。一方、TZ― Ⅱの時期には地表面が湿った環境に変化 し、 トウヒ属やカラマツ属お

よび、ツツジ科の低木が進入し、ヤマモモ属も分布していた。周辺では乾燥化に伴いモミ属やツガ属も分布してい

たとみられる。堆積環境の変化に伴い樹木が進入したことは、周辺で湿原と森林がモザイク状に分布していたこと

を示唆させる。鈴木ほか (1992)は 富沢遺跡の最終氷期ごろの植生を草原と小規模な叢林が入 り混じった状態であ

ったと推定している。18層 における堆積環境と樹木の変化は、鈴木ほか (1992)の見解を支持する。

以上のように、第126次調査区の18層の堆積環境は水位の低下に伴い、滞水した環境から表面が湿った環境へと

変化したことが明らかになった。こうした環境変化に伴いカヤツリグサ科やミツガシワ属が繁茂する水湿地から沼

地、カヤツリグサ科やワレモコウ属、ウメバチソウ属が生える湿地、ミズゴケ属が生える地表面が湿った環境へと

変化した。また、地表面が湿った環境に変化した段階で トウヒ属やカラマツ属およびツツジ科の低木が進入したと

みられる。

引用文献

鈴木三男・鈴木敬治・守田益宗 (1992)旧石器時代の古環境復元一最終氷期ごろの富沢.富沢遺跡―第30次調査報告書第Ⅱ

分冊 (旧石器時代編)一 」,433-436.仙台市教育委員会 、



第6節 富沢遺跡第126次調査区18層 における最終氷期最寒冷期の花粉化石群

図版 1 宮沢遺跡第126次調査区の18層 より産出 した花粉化石
1-2:モ ミ属 (Attes)、 4,AFR MY 1515 3-4:ト ウヒ属 律々 働)、 4 AFRMY 1523 5:ツ ガ属 (Tsuga)、 3,AFR MY 1519.
6:カ ラマツ属 (L″歳)、 3,AFR MY 1520 7-8:ヤマモモ属 ●ち覇∽)、 2,AFR MY 1513
9-10:カ バノキ属 (Beと uFa)、 5,AFR MY 1517 11-12:ワ レモコウ属 (Sa盟 ]Iisorb2)、 3,AFR MY 1521
13-15:ミ ッガシワ属 (MenンコれeO、 5,AFR,MY 1518.

(ス ケールは10μ m)

ド拗
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第 7節 富沢遺跡第126次調査区18層の珪藻化石群

吉川昌伸 (古代の森研究舎)

|よ じめに

富沢遺跡第126次発掘調査地点のATの上位から木材化石や球果などの植物遺体を多 く含む最終氷期最寒冷期の泥

炭層 (18層 )が確認された。この泥炭層の上部では根株 も含まれ、さらに同層準に木材化石を多 く含むことから、

林が形成されていたと考えられる。ここでは、埋没林が含まれる18層 の堆積環境を復元するために珪藻化石群の調

査を行った。

分析は花粉分析と同じ試料を用い 3層準で行った。分析地点の地質柱状図と試料採取層準、および層序の概要に

ついては花粉分析の項を参照されたい。処理は、試料約0.5gを ビーカーにとり、35%過酸化水素水を加えて加熱 し、

有機物の分解と粒子の分散を行う。反応終了後、水洗を4～5回線 り返す。次に分離した試料を適当な濃度に調整 し

l mlを カバーグラスに滴下 し乾燥させる。スライ ドグラスにマウントメディア (封入剤)を適量のせ、これに先

程のカバーグラスをかぶせ、加熱して封入剤の揮発成分を気化させて永久プレパラー トを作成した。

検鏡は1000倍の光学顕微鏡を使用して、珪藻殻が1/2以上残存 したもののみ同定 。計数を行った。珪藻の同定お

よび各種の生態情報は、Krammer&Lange― Bertalot(1986、 1988、 1991a、 1991b)な どを参考にし、古環境の復

元のための指標 としては安藤 (1990)の 環境指標種群や森 (1992)を 用いた。

2H分析結果と考察

18層 より産出した珪藻化石群のリス トとその個数を表12に示す。建藻化石群は 3層準で異なり、水生珪藻の減少、

陸生珪藻の増加が認め られる。18b層 下部のNo.6で は湖沼沼沢湿地指標種群 (湖 沼、沼沢湿地に分布)の

A,′acose″a ambセ,a、 沼沢湿地付着生種群 (沼 沢ないし湿地で付着 して分布)の Frysとロオa rhOttbο だcs、

駒 beFFana Fenes飽 力、淡水産広布種 (淡水域に広 く分布)の CymbeFra ttπ ,h、 arra。脆 れtermJF2、 Eunοtt scr

などが比較的多 く占め、沼沢湿地付着生種群のAnomoeneis brachysira、 Stauroneis phoenicenteronや 淡水産公

布種のAvttεοsefra F勉′Fca、 Gormphttenaa angusと ,ITa、 ЯttyFarFa mガ orな どを伴う。湖沼沼沢湿地指標種群と沼沢

湿地付着生種群で44.8%を 占め、陸生指標種群 (コ ケ類を含めた陸上の植物の表面や岩石の表面、土壌の表層部な

ど大気に接触した環境に生活する一群 (小杉、1986))は 3.6%と 少ない。

18a層 下部のNo.4で は沼沢湿地付着生種群のPf盟狙ロイatta万河♂rs、 淡水産広布種のCymbθ〃a paycrsとガβどa、

Diplonα s ο瑠施、EDコοtt ptterup滋、Я舶ロカコas肋盪atophoraが比較的多 く占め、陸生指標種群のPinnd力 r力 syわ―

彎pr勉勉、Яtttzschね ampね loxysな どを伴う。No.4で は湖沼沼沢湿地指標種群は産出せず沼沢湿地付着生種群が

28.9%を 占め、陸生指標種群が16.1%と 幾分多 くなる。なお、ЯコnロカrFa sybε 印ア物滋は止水性・底生種とされてい

るが森 (1992)の 分類に基づき陸生珪藻に含めた。

18a層 中部のNo.2では、陸生指標種群の2Д nロカrFa bοrea施が42%を 占め、PilanロカrFa subε履ヮf勉抱や沼沢湿地付

着生種群のЯ伽ロカrFa yfrFdFs、 淡水産広布種のЯttnLIFatt aestuar汀 、かiθ′置ym a口pガaを,コなどを伴う。沼沢湿地付

着生種群は17.1%に 減少し、陸生指標種群が55.6%と 高率に占める。

珪藻化石群に基づ くと18層 の堆積環境は、水位の低下に伴い沼沢ないし水湿地から地表面が湿った環境への変化

を示す。すなわち、18b層下部では湖沼沼沢湿地指標種群と沼沢湿地付着生種群で多 くを占め陸生指標種群が少な
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表 12 宮沢遺跡第 126次調査区 18層 より産出 した建藻化石の組成表

分 類 群                     指標種群   2     4     6
_4cすコθ′Fa p,コεttЙ Lewis                   W      ―     -     2
AE2apね∝aガbyca Ehewnberg                      私「        一       -       2
Anomο eοコci9 bracFPysira(Brebisson)Grunow           O         -        6       8
Ayねθοseira ambrgv2(Grunow)Simonsen             N        一      -      48
4vねじοseira J/s働コs(Ehrenberg)SimOnsen            N        ―      -       2
4y力cοseFra granvF2協 (Ehrenberg)SimOnsen        M      ―     -      1
スコねcoscira r物 万ca(Ehrenberg)SimOnOsen            W        ―      -       9
スyFacο seira sp                                       つ           一        ―

C)rmbe/Fa a2ψ ねi∝ys(Kutzing)Cleve                w         -        1
cy=コ beFFa 2.epera(Ehrenberg)Cleve                  o         -        1
ヽ乱beFFa∽ψゴ」att Kutzing                    W       一      一

Cy=盪 bella gracIIIs(chrenberg)Kutzing                 Vヽ          -        2
3ymbθ

"aね
θbridca(Grunow)Cleve               W        一      ―

Cymbdiaね θどeropFeLV椴  (Ehrenberg)Kutzing             Vヽ          ―        ―

Cymbella payabttatt Cleve― Euler                  Vヽ        -      21
CymbeFFa sρ

Dipbnei3・ οttFis(Hllse)cleve
Evnοすa arcus Ehrenberg

Eunοすβ ttFunaris(Ehrenberg)Mills
Evコο協 ねFFaズ A.Cleve
Eyコοすaコe/yοM (Brebisson)Kutzing

13

β口盟οttaゴacial,s Meister                    W       2
βyコοιFaれ ter22Cdi2(Krasske)Norpel&Lange― Bertalor    Vヽ        一

βロコοtt naれ ば (Kutzing)Grunow               W       ―

βyコοιFa pecすnals(Dillwyn)Rabenhorst              M「        一

βロコοti2 praeryp鹿 2 Ehrenberg                        Q          l
βvT2ο ti2 praerlrptt var bidens(Ehrenberg)Grunow     0        1
βunοすa serr Ehrenberg var.serr                      W          ―
β口nοti2 spp.                                       ?           1
Frus″ yFi2 r/20mbO■des(Ehrenberg)De Toni           O         ―

Fraすla洵協prnコat2 Ehrenberg                     W        一

GO打り ね伽 ema acω コ ねη よEItt Ehrenberg                O         ―

Gα
『

ψねo/2ema angysと yコ Agardh                      M「          一

Hanttschね ampねioxys(Ehrenberg)W,Smith         Q        l
Navictta 2nettc2na Ehrenberg                           Vヽ           ―

NttvFcuFa cο コどθコ物 Grunow                        Q         ―

知独ylc,Fa navEca Kutzing                     Q       ―

Nddvm aコダねとyコ (Ehrenberg)Krammer         W       9
Neidyロ ゴridi5(Ehrenberg)Cleve                    o         一

lhritzschね FoE2すCOra GrunoMた                            Vヽ          ―

３

２

一

３

‐７

４

１

４

２

１

一　　　　一　　　．ヵヵ． ＾
　　一　　　　一　　　　一

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｏ

Mttc・ Fuね Isp.

P■■r2ロカria 2estyarFF Cleve

きくコLfFaria bο reaIFs Ehrenberg

2Dコ ロbria bttvFcο sttЙ Cleve
P玉コtFね五aれをθrr12ptt W,S■ lith

Яnnロカria理たrostturon(Ehrenberg)Cleve
Я,コ ロねrFa ttηοr(Kutzing)Rabenhorst
Pi12盟 1/Fari2 sめ maι9pねora Grunow
Pinコロねria sybcapttBtt Gregroy

Pi12コ uFari2 viriJi9(Nitzsch)Ehrenberg

Pinコ yFari2 sp

RF4opaFoどFaゴbberVね (Ehrenberg)O.Muller
S″ yrοコθるρねο伽貴セ12とeron(Nitzsch)Ehrenberg
Syrirella ele騨 コs Ehrenberg
Svrirella incari9 �V Smith

TabeFFariaん nes″2滋 (Lyngbye)Kutzing

?

W
Q
W
W
W
W
W
Q
O
?

W
O
W
W
O
W

12

49

3

14

18

1

1

一

一

３

１

２‐

‐

一

３

一

２３

１

‐４

１

一

５

一

１

・

一

１

４

一

一

１

２

４

１

１

８

５

４

７

一

一

５

１

１

２２

２

２

１

一

‐０

４

６

１

‐２

２

一

６

２

一

３

４

２

一

１

１

１

一

６

１

一

一

１

一

８

９

‐２

‐８

４０

．

５

一

一

１

７

一Tabttarね コοじ口′οsa(Roth)Kutttin
環境指標種群 (%)

湖沼浮遊生種群 (M)
湖沼沼沢湿地指標種群 (N)

沼沢湿地付着生種群 (0)

陸域指標種群 (Q)

淡水産広布種 (W)
不定 (?)

珪藻殻教

0.0

0.0

17.1

55.6

25,6

■7

00        0.4
00        19.8

28.9       25.0

161        3.6
51.2       49.6

3.8         1.6

117       211        252
lgあ た りの鮮藻殻教  (× looo) 53      3297      2250
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いため沼沢ないし水湿地であったとみられる。上位の18a層下部では、沼沢湿地付着生種群が比較的多 く占め陸生

指標種群を伴うため、前時期より水位が低下し湿地および地表面が湿った環境に変化したと考えられる。さらに

18a層中部では陸生指標種群が半数を占め、18a層下郡よりさらに湿地が縮小し地表面が湿った環境が広がったと推

定される。18a層上部では、根株や木材化石が多量に含まれることから、水湿地が後退し地表面が湿った環境に変

化した後に樹木が進入したとみられる。

引用文献

安藤一男 (1990)淡水産雄藻による環境指標種群の設定と古環境復元への応用.東北地理,42,73-88`

小杉正入 (19861陸棲遊藻による古環境の解析とその意義―わが国への導入とその展望.植生史研究, 1号,29-猛

Kranlmer,K.and H.Lange― Bertttot(1986, 1988, 1991a, 1991b)BacllattOphyceaё , 1. Tcl, 2. Teil, 3. Teil, 4.

Teil, 876p.,539p"576pi,437p,In Etu,H,,Gerk迂 〔J.,Hey�ngJ」"Mollenhauer,D.,SusswasserfloFa vOn �litteleuropa, 2

(1), 2(2), 2(3), 2(4), Gustav FischeF.Jёna,

森 勇一 (1992)遊藻分析から復元される旧石器時代の地表環境.富沢遺跡―第30次調査報告書第Ⅲ分冊 (旧石器時代

編)―」,347-369,仙 台市教育委員会.



第7節 富沢遺跡第126次調査区18層 の遊藻化石群

12 13

図版 1 富沢遺跡第126次調査区の18層 より産出した珪藻化石
1 4ur2cο 髄オnamう亀va No.6.  2-3 AvracoseFtt f協 るとa No6.  4 EunOtta serr2 7ar Serra,No6.
5 Ev40E2 praerupな らNo6.  6 Evコ 0五2どねc之成島No.4.  7 弥mbera cコ 旬μJa滋,Nα6.  8 Cymberaampれ たばノq No.6.
9 Frusturia rれ 伽 うoid岱,No.6.  10五 ち働btteis οミ蕊 、No4.  ll PTち bJfaFia Fenestr2切 No6.  12 Яn4ultta bヴeガFs Nd2.
13 Pinコ ur力Й理厳岱協暉on,No6. 14 NeiFivm正 面aS No6. 15 δttvr94口 s pht2cnttentaЮ コ,No6    (スケールは10μ m)
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第 8節 富沢遺跡第126次調査区18層 における

最終氷期最寒冷期の雄積環境と植生

吉川昌仲・吉川純子 (古代の森研究舎)

第126次調査区の最終氷期最寒冷期の堆積環境 と植生を復元するために、大型植物化看、木材化石、花粉化石、

珪藻化看の植物化石群の調査が行われた。これまでに各部位の調査に基づき、古植生や堆積環境について議論した。

ここでは、これら植物化石群に基づき第126調査区18層の堆積環境と植生について若千考察する。

18層 の堆積環境は連続的に変化 し、水位の低下に伴い沼沢ないし水湿地から陸域への変化がみられた。つまり、

下位の18b層 ではミツガシワやオニスゲ近似種が繁茂する水湿地ないし沼地が形成されていたが、18a層下部ではス

ゲ属やワレモコウ属、ウメバチソウ属が分布する湿地に変化し、さらに18a層上部でミズゴケ属などが生える地表

面が湿った環境へと変化 した。18b層では、調査区東端の トウヒ属とカラマツ属の倒木や ミツガシワが調査区の東

側で産出していることから、調査区東半分に沼沢が形成され調査区外に微高地があったと推定される。

調査区の森林植生は、18b層 では水湿地から沼地、18a層下部ではしばしば決水の影響を受ける湿地であったため

樹木は分布 していなかった。調査区外には針葉樹の トウヒ属やカラマツ属、落葉広葉樹のカバノキ属を主とする森

林が形成され、やや乾いた所にはモミ属やツガ属、マツ属単維管束亜属、コナラ亜属、ニレ属なども分布していた

とみられる。一方、18a層上部では地表面が湿った環境に変化 し、 トウヒ属やカラマツ属、ツツジ科の低木が進入

し分布 した。調査区外には乾燥化に伴いモミ属やツガ属も分布 していたと推定される。18b層の倒木や18a層上部の

陸域への変化に伴い樹木が進入したことは、周辺で湿原と森林がモザイク状に分布していたことを示 し、水分条件

の変化に伴い植生も変化したとみられる。
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第 9節 富沢遺跡第126次調査から得られた昆虫化石と古環境

森 勇一 (愛知県立明和高等学校)

lH はじめに

富沢遺跡の第126次調査は、地底の森ミュージアム「富沢遺跡保存館」に隣接 した東西約32m、 南北約 6mの横

に長い調査区において実施された。地表面から約 7m掘 り下げたところから、旧石器時代の地層が確認され、この

中より樹根や樹木片が多数出土した。これらにまじって葉や球果・昆虫化石などが発見され、球果や昆虫化石など

は現地にて層位・出土地点を記録しながら取 りあげられたが、この作業と並行 し当時の詳細な古環境復元をめざし

て、昆虫・花粉・種実・材化石・プラントオパール・羞藻などの分析のためブロックサンプルが採取された。

なお、第126次調査区からは、第30次調査の際に見つかった焚き火痕や旧石器など人の生活に関わる人工遺物な

どは確認されなかった。

2日 試料および分析方法

18層 を中心に、一部19層 および21層 を含む旧石器時代の地層中より採取された昆虫化石は、計65点 (遺物番号

197～ 478)であつた。なお、旧石器時代の昆虫化石は、当初18層 として一括されて採取されたが、その後、18a層

と18b層 に細分されて取 りあげられ、筆者のもとに届けられた。これ以外の分析試料は、調査区内の計 7地点で採

取された18層の昆虫分析用ブロックサンプル、および珪藻分析用ブロックサンプル (1か所)の計 8サ ンプルであ

る。

このうち、本稿で報告するのは、発掘現場にて採取された昆虫化石標本のすべて、試料①～⑦のうちの奇数番号

分にあたる試料①、試料③、試料⑤、試料⑦の計 4地点 (第41図 )の ブロックサンプルから抽出された昆虫化石で

ある。現地採集の昆虫化石は、標高7.79～8.02mの 18層上面およびこれを少し掘り下げた18層中より検出されたも

のである。取りあげにあたっては、東西南北それぞれ lm四方の方形区に分割し、調査区全体で約240の 方形区に

分けて採取された。

試料①の層厚は約20cm、 湿潤重量は3.4kgで あった。試料③は層厚24cm、 湿潤重量3.2kg、 試料⑤は層厚21cm、 湿

潤重量4.8kg、 試料②は層厚10.5cm、 湿潤重量2.6kgで あった。なお、試料①については、下部12cm(2.3kg)と 上部

8 cm(1.1蛇)と に分けて、昆虫化石の抽出を行った。試料③は、下位より各 6 cmずつA、 B、 C、 Dに 4等分し、

また試料⑤についても、試料③同様下位よりA～ C(各 5 cm)お よびD(6 clll)の 四つに分割し、昆虫化石を抽出

した。試料⑦は、下部5。2cm(1 3kg)お よび上部試料5.3cm(1.3聴)と 2分割し、抽出を行った。

昆虫化石の抽出は、ブロック割り法 (野尻湖昆虫グループ、1988)に加え、水洗浮遊選別法 (宮武、1993)に よ

り実施した。昆虫化石の同定は、筆者採集の現生標本と1点ずつ実体顕微鏡下で比較しながら行った。なお、同定

困難なものについては、国立科学博物館および森林総合研究所所蔵標本などと照合し種名決定に努めた。

3.分析結果

A.現地採集の昆虫化石

発掘調査の過程で発見された昆虫化石は、当初65点 であったが、クリーニングや同定作業を継続する段階で、試

料中より新たに15点が確認され、計80点 となった (表13お よび表14)。
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昆虫化石は、水生昆虫 (計40点 ;50.0%)を 中心に、地表性昆虫 (計18点 ,22.5%)と植物に依存 して生活する

好植性昆虫 (計13点 ;16.3%)で 大半が占められた。なお、未分類のため、生態などが不明な昆虫化石は、計 9点

(11.2%)であった。

特筆すべき昆虫では、まず最初に水生昆虫のクロヒメゲンゴロウ rFybFys poppFJ豆 (計16点)を あげることがで

きる。本種は、現在本州中より生息が確認されていない北方系の昆虫である。これまでの研究では、富沢第58次、

第63次、第88次の調査の際、確認され (森、1993、 森、1995a)、 また、岩手県大渡Ⅱ遺跡 (旧石器時代)の AT

(姶良―丹沢火山灰層)直上の泥炭層 (放射性炭素年代値 ;23、 220± 120yrs.BPほ か)中 より、寒冷地の泥炭地を

特徴づけるオオハ ンミョウモ ドキ EFapね rysデψ餌たusや、日本に現存 しないクロマメゲンゴロウの一種 AttbyS

sp.な どとともに発見されている (森、1995b)。

このほか、亜寒帯～冷温帯に生息し、現在では北海道と東北～中部地方の山地帯にみられるヒラタネクイハムシ

Dona施 灯u抱アが計10点発見されたことも注目される。本種は、富沢第30次、第58次、第63次、第88次の計 4調査

区からも見つかってお り (森・伊藤、1992;森、1993;森、1995a)、 幼虫・成虫ともに湿地のスゲ群落中に多い。

また、クロヒメゲ ンゴロウおよびヒラタネクイハムシ同様、北方系 と考えてよいスゲヒメゾウムンの一種

D盟盟οbarFs ψ (4点 )を はじめ、エゾオオミズクサハムシ PFattJ22arFs c餌 並rた施oFFis var.corattrた 施研ね (3点 )、

キンスジコガネ MimeFa hoFο serFcea(4点)の 3分類群も、富沢遺跡の当時の古環境や古気候を考えるうえで重

要である。スゲヒメゾウムシの一種は、上翅や前胸背板の大 きさ 。形態・条溝などがババスゲヒメゾウムシ

L加盟ObarFs babが に最も似るものの、現時点では種を特定するに至っていないゾウムシの仲間である。近縁種が

いずれも湿地のスゲ群落中に好んで生活することより、18層堆積当時、富沢第126次調査区内にスゲ類が繁茂 して

いたことが推定される。

エゾオオミズクサハムンは、オオミズクサハムシ PFa俺覆口ans cOnttrFc施研′Fsの東北 。北海道亜種にあた り、北

海道南部と東北地方にのみ分布するネクイハムシの仲間である。本亜種は、ハンノキ類の見られる湿原内のスゲ群

落やミズバショウ群落などに多い (野尻湖昆虫グループ、1985)。 キンスジコガネは、中部地方以北の主に山地帯

に生息し、カラマツやスギ・ヒノキなどの針葉樹を加害する食植性の昆虫として知られる。

第126次調査の現地採集の昆虫化肩からは、遺跡周辺にところどころ湿地や水たまりが存在し、湿地内にはスゲ

類が繁茂していたことが推定される。湿地の周 りにカラマツや トウヒなどの針葉樹が生え、この中にハンノキなど

の広葉樹 も混 じっていたと考えられる。

B.試料① (下部および上部)

試料①からは、計78点の昆虫化石が発見された (表13お よび表15。 16)。 その内訳は試料①下部より11点、上部

より67点 であった。数多く認められた昆虫は、地表性で主に雑食性のハネカクシ科 Staphylinidaeが 試料①上部よ

り33点、地表性で雑食性ないし食肉性のオサムシ科 Carabidaeが 試料①上部より10点、好植性で食植性のハムシ科

Chrysomehdaeが試料①下部で 3点、上部で 6点の計 9点発見された。

全体に、地表性昆虫 (50点 )の出現率 (64.1%)が 高く、植物に依存して生活する好植性昆虫は12点 (15.4%)、

水生昆虫も同数の12点 (15。4%)、 不明およびその他の昆虫は 6点 (7.7%)であった。産出点数が少ないものの、

クロヒメゲンゴロウ (計 4点)や、湿地を特徴づけるヒラタネクイハムシ (計 3点)が見られることから、試料①

採取地点付近には、小規模な止水域が存在したことが考えられる。地表性昆虫であるハネカクシ科の産出点数が多

く、この中に湿潤地表面を好む種群が含有されることもこうした推定結果と調和的である。

試料①からは、地表性で食糞性のマグソコガネ属 Aphοttys sp.(1点 )、 同じく地表性で食屍性のシデムシ科

aゎね′めc(2点)が産出したことより、試料①付近に獣糞や腐肉などが存在したことも考えられる。
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C.試料③ (A～ D)

試料③からは、計122点 の昆虫化石が見つかった (表13お よび表17)。 その内訳は最下位の試料③Aよ り16点、同

Bよ り29点、同Cよ り39点、最上位の同Dよ り38点であった。試料③から多く検出された昆虫はハネカクシ科 (28

点)と オサムシ科 (28点 )であり、スゲヒメゾウムシの一種も計12点 と多産した。地表性昆虫 (60点)の出現率は

試料①より低率であり、全体の49。2%であった。好植性昆虫は25点 (20.5%)、 水生昆虫は19点 (15.6%)、 不明およ

びその他の昆虫は14点 (11.5%)で あった。昆虫化石の保存状態が悪く、検出された昆虫化石は微細な体節片がほ

とんどであった。

試料③では試料①に見られなかったスゲヒメゾウムシの一種 (12点 )が発見され、このほかスゲ群落に多いヒラ

タネクイハムシ (6点)な ども見つかっている。

D.試料⑤ (A～ D)

試料⑤からは、計101点 の昆虫化石が見つかった (表13お よび表18)。 その内訳は最下位の試料⑤Aよ り10点、同

Bよ り26点、同Cよ り47点、最上位の同Dよ り18点であった。最も多 く検出された昆虫はスゲヒメゾウムシの一種

(28点 )であり、次にオサムシ科 (25点 )、 プウムシ科 Curculio� dae(17点)な どであった。

地表性昆虫 (48点 )の出現率は、全体の47.5%であった。好植性昆虫は46点 (45.5%)で あり、水生昆虫は 9点

(8.9%)、 不明およびその他の昆虫は 8点 (11.5%)であった。

E.試料⑦ (下部および上部 )

試料⑦からは、計77点の昆虫化石が発見された (表 13お よび表19。 20)。 その内訳は試料⑦下部より63点、試料

⑦上部より14点であった。数多く見つかった昆虫はハネカクシ科 (20点 )と、スゲヒメゾウムンの一種 (16点 )で

あった。

試料⑦からは、森林性昆虫で枯れ木に集まるトドマツノキクイムシ Pοけ訂ψhys pЮズIrtts(1点 )の左上辺が

発見された。本種は、北海道および本州・四国・九州・サハリン・朝鮮半島・シベリア・中国などに分布し、主に

モミ属を加害するキクイムシとして知られる。トドマツの樹皮下に穿孔し加害することからその名があり、本州で

は標高1500～ 2000mの 冷温帯ないし亜寒帯林に生息する。今回の調査では、 トドマツノキクイムシはわずか 1点 し

か発見されなかったが、水洗浮遊選別法を用いて丁寧に見れば試料②のみならず他の試料からも多数検出される可

能性が考えられる。なお、本種の同定は、茨城県つくば市の森林総合研究所森林昆虫標本庫に保管されたキクイム

シの模式標本と照合のうえ行った。このほか、ミズゴケを食べる水生・食植性のヒメセマルガムシ Cο e′οsどοma

orbFcu力re(1点 )が確認された。本分類群は冷温帯から亜寒帯にかけての湿地を特徴づける水生昆虫である。

3日 昆虫化石 か ら推定 される古環境

A.地表環境

発掘調査の過程 (計80点)お よび試料①～⑦から抽出された昆虫化石には、多数の地表性昆虫 (計200点)が含

有される。地表性昆虫の出現率は、全試料より発見された昆虫化石 (計458点 )中の43.7%に あたる。その大部分

は、ハネカクシ科 (計94点 )と オサムシ科 (79点)で占められた。両者とも非常に多 くの種を合み、生息環境や生

態などは多岐にわたっている。両科は微小体節片のみでは分類・同定が困難なものが多い。オサムシ科に含まれる

種群 を見ると、ヒラタゴミムシ族 Platinini、 ツヤヒラタゴミムシ属 Syn口εねus sp.、 ミズギワゴミムシ属

Bθ阿所置伽 sp.な ど、水辺や湿年間地表面上を好んで生活する種群がほとんどであった。また、ハネカクシ科として

一括された分類群についても、湿地や水たまり周辺 。林内の腐葉土層など水と結びついた空間内に生活するもので
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大部分が占められた。この結果、旧石器時代のころ、第126次調査区一帯には何 らかの事情でじめじめとした湿潤

地表面が展開していたと考えられる。

第41図 は、現地採集の昆虫化石を採取地点のデータをもとに生態別にプロットしたものである。この図を見ると、

クロヒメゲンゴロウや大型のゲンゴロウ c/所Sttr Й即所側s、 ゲンゴロウ科 Dytiscidaeな どの水生昆虫が調査区

内よりまんべんなく見つかっていることが分かる。第30次調査における昆虫および珪藻分析結果から、富沢遺跡で

は旧石器時代の昆虫が死後ほとんど移動することなく埋積された現地性の化石である可能性が高い (森、1992)こ

とより、水生昆虫の確認地点付近には当時水たまりや湿地が存在していたと考えられる。よく見ると、水生昆虫の

産出は図の右半分 (東側)に多 く、このことは18層の地積面の標高が東に低 く西側に高い地形条件 ともよく符合し

ている。つまり、東側は水たまりや湿地が多 くじめじめしていて、西側は比較的乾燥 していたことが考えられる。

また、スゲヒメゾウムシの一種の多産は、第126及調査区内にスゲ類が繁茂 していたことを示唆している。今回

の分析では本種の両翅が揃っていてかつ腹部や胸部が癒合した状態で産出したものがほとんどであったことより、

富沢遺跡では、昆虫化石そのものが現地性化石であるとする推定を裏付ける。本種の分布を地点ごとに見ると、試

料⑤地点で計25点発見されていて、これらの産出は⑤C(9′点)お よび⑤D(10点 )な ど18層上部に集中している。

このことは、計11点確認された試料③地点でも共通している。いっぽう、スゲヒメゾウムシの一種を、同じく産出

点数の多かった試料⑦地点でみると、ここではその大半が18層 下部から発見されている。このため、18層 が堆積し

て間もないころは、調査区西端にスゲ類の繁茂する湿地があり、その後18層 堆積終期には試料③、⑤地点など中央

部付近にスゲ群落が存在したことが考えられる。

また、試料①上部から食糞性のマグソコガネ属、および食屍性のシデムシ科などが産出しており、18層 上部が堆

積した時期、第126次調査区東端に獣糞や腐肉などがあった可能性が示される。試料⑦下半部より見つかったトド

マツノキクイムシの産出からは、18層下部が堆積した約20、 000年前ころ、冷温帯ないし亜寒帯林を構成する針葉

樹の倒木が地表面上に存在したことを推定させる。

B.古 気候 お よび古植生 につ いて

全体で計55点発見されたスゲヒメゾウムシの一種は種まで同定できないものの、日本で分布が確認されていない

北方系のゾウムシであり (森、1993;森 、1995a)、 またクロヒメゲンゴロウは、前種同様第58次、第63次、第88次

調査の際、発見された本州から採集記録のない北方系の水生昆虫である (森、1993;森、1995a)。 また、ヒラタネ

クイハムシ (計19点)は、亜寒帯～冷温帯に分布し現在では北海道と東北～中部地方の山地帯にみられる昆虫であ

り、現地採集の見虫化石に含まれるエゾオオミズクサハムシについても、北海道南部と東北地方にのみ分布する明

らかに北に偏した分布を有する昆虫である。

これらに加え、針葉樹の葉を食するキンスジヨガネ、同じく針葉樹の枯れ木に穿孔するトドマツノキクイムシ、

およびミズゴケを食べるヒメセマルガムシなどは、いずれも冷温帯から亜寒帯を特徴づける昆虫として知られてい

る。また、現時点では種まで同定できていないゾウムシ科 (ゾ ウムシ科 1～ 4)の 中には、冷温帯ないし亜寒帯林

の針葉樹を加害するものが含有される可能性が高い。

本分析により見いだされた昆虫化石群集は、岩手県大渡Ⅱ遺跡の最終氷期最寒冷期の地層から発見された昆虫化

石 (森、1995b)、 二重県多度町の第四紀更新世の水期の地層から産出した昆虫化石群集 (森、1996)な どとよく近

似している。

以上のように、第126次調査区から見いだされた昆虫化石の分析結果からは、18層 が堆積 したころの気候は最終

氷期の最寒冷期ころかこれに匹敵するほど寒かったのではないかと考えられる。

なお、昆虫化石の検出にあたっては、奥野絵美氏 (三重大学人文学部考古学研究室)の協力を得たので、記して
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お礼申し上げる。
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(図版1の説明)

1.ク ロヒメゲンゴロウ rryttus p∽∬vす Zaitzev 左右上理 (長 さ9.2mm)現地採集標本253

2.ヒ ラタネクイハムシ DonacFa hね河 Kimoto 右上翅 (長 さ6.2mm)現地採集標本401

3.ヒ ラタネクイハムシ Dttπ ,aねftrrar Kimoto 左右上辺 (長 さ5。3mm)現地採集標本224

4.キ ンスジコガネ MtteFaね oFottrFcca(Fabricius) 左上辺片 (長 さ10.5mm)現 地採集標本254

5.ト ドマツノキクイムシ POFygraphus pro�口s Blandford 左上辺 (長 さ2.3mm)試料⑦下-3

6.ス ゲヒメゾウムシの一種 "口盟οba■s sp.左右上辺および前胸背板など (長 さ3.6mm)試料⑦上-59

7,ハネカクシ科 Staphylnidae 前胸背板 (長 さ1.7mm)試料⑦上-51

8。 オサムシ亜科 Carabinae 左上翅 (長 さ10.Omm)試料③D-24

9.ツ ヤヒラタゴミムシ属 Syn口訥覆s sp.左上翅 (長 さ6.7mm)現地採集標本255



第 9節 富沢遺跡第126次調査から得られた昆虫化石と古環境

図版 1 宮沢遺跡第126次調査区から選出した昆虫化石の顔微鏡写真
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表刊4 宮沢遺跡第126次調査 (現地採集)の昆虫化石の分析結果

取上No 名 学 名 部 位 層 位 生 態 食 性

1 キンスジヨガネ MimeFeね 研οsencea(Fabrius) 前胸背板 8層 好植性 食植性

2 キンスジヨガネ MimeFeね )οserfce,(Fabrius) 上翅片 8層 好植性 食植性

3 ヒラタネクイハムシ DοnacF2ね了uraF Kimoto 左上翅 8層 水  生 食植性

4 ヒラタネクイハムシ DοコacFaね」口r2ゴ Kimoto 左上翅 8層 水  生 食植性

5 2 ヒラタネクイハムシ Dοコaciaね Fur2ゴ  Kimoto 前胸背板 8層 水 生 食植性

6 2 アリ科 Formlcldae 頭 部 8層 地表性 雑食性

7 2 ミズギワゴミムシ属 βθコbr」fora sp 左上翅 8層 地表性 雑食性

8 2 ミズギワゴミムシ属 βettη brご丁οn sp 前胸背板 8層 地表性 弁佐士道卍生

9 2 1 ゲンゴロウ科 Dytiscidae 腿 節 8層 水 生 食肉性

2 不明甲虫 Coleoptera 腿節 8層 不  明 不  明

2 l ハネカクシ科 Staphyhnidae 腹部 8層 地表性 茶佐食′陛

2 3 エブオオミズクサハムシ PFate口marFs c cclr2Str inrcollis(JacOby) 右上翅 8層 水  生 食本直性

5 ヒラタネクイハムシ Dοnaciaね Fllr2ゴ Kimoto 左上翅 8層 水  生 食植性

223 ゲンゴロウ C/bるとer JapOコたコs Sharp 上翅片 18層 水 生 食肉性

224 ヒラタネクイハムシ DClf2202ね furaF Kinaoto 左右上翅 18層 水 生 食植性

エゾオオミズクサハムシ PFaをeun22/i5aじ 伽SLfrc・ Bc・o7Frs(」 acoby) 上翅片 18層 水 生 食植性

ハムシ科 ChrysomeLdae 右上翅 18層 好植性 食植性

ゲンゴロウ c)ァ bFsttr yapοnたys Sharp 左上翅 18層 水  生 食肉性

246 ハネカクシ科 Staphylnidac 上辺片 18a層 地表性 雑食性

247 クロヒメゲ ンゴロウ コybrus pQ剪ガロO Zaitzev 右上辺 18a)詈 水 生 食肉性

クロヒメゲンゴロウ rF」/bFys poppi口 5・ i Zaitttev 右上翅 18a層 水 生 食肉性

252 ヒラタネクイハムシ Dοコaci2ね fur2ザ Kimoto 右上辺片 18a)雷 水 生 食植性

253 クロヒメゲンゴロウ コybrus popprusi Zaitzev 左右上辺 18b)詈 水 生 食肉性

254 キンスジコガネ Minde ねofοsericea(Fabrius) 左上辺 18b層 好植性 食植性

255 ツヤヒラタゴミムシ属 Synur/2us sp 左上辺 18a'膏 地表性 雑食性

256 クロヒメゲ ンゴロウ コybius poppFusf Zait2ev 後胸腹板 18b)雷 水 生 食肉′陛

257 ハネカクシ科 Staphylnidae 前胸背板片 と8a'雷 地表性 雑食性

258 ハネカクシ科 Staphylnidae 前胸背板 18a'書 地表性 雑食性

269 クロヒメゲ ンゴロウ コybrus pOppFuЫ Zaitzev 左右上辺 18b)膏 水 生 食肉′性

オサムシ科 Carabidac 前胸背板片 18a)膏 地表性 雑食性

271 クロヒメゲ ンゴロウ コybFys poppi口 si Zaitttev 左上翅 18b)詈 水 生 食肉′陛

272 不明甲虫 Coleoptera 腹 部 18a'雷 不  明 不  明

273 エゾオオミズクサハムシ PFaどetlコ arFs a cοコstrrc『 cぬis (」 acoby) 前胸背板 18a)詈 水 生 食植性

273 スゲヒメゾウムシの一種 Li1/1ο ttοbarFs sp 左右上辺 18a層 好植性 食植性

ゲンゴロウ科 Dytiscidac 腹部腹板 18a涙雪 水 生 食肉性

274 オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 18a)詈 地表性 雑食性

275 クロヒメゲンゴ IIIウ コyttus p9pprusr Zaitzew 上翅片 18a'冒 水 生 食肉′性

276 クロヒメゲ ンゴロウ コy♭us p9pprutt zaitzev 左上辺 18a)詈 水 生 食肉′性

不明甲虫 Coleoptera 腹 部 18a燥雪 不 明 不  明

不明甲虫 Coleoptera 部位不明 18a)詈 不  明 不  明

ゲンゴロウ科 Dytiscidae 腿節 18a層 水 生 食肉性

42 クロヒメゲ ンゴロウ コ/所uS popprvЫ Zaitzew 左上翅 18a爆葺 水  生 食肉性

クロヒメゲンゴロウ ▼ybアロS poppfロ ゴ Zait2ev 右上辺 18a)習 水 生 食肉性

クロヒメゲンゴロウ コybFus poppi口 6NI Zaitzev 左上翅 18a)詈 水  生 食肉性

不明甲虫 Coleoptera 部位不明 18a層 不  明 不  明

287 不明甲虫 Coleoptera 上翅片 18a層 不  明 不  明

不明甲虫 Coleoptera 腹部腹板 18a)詈 不  明 不  明

292 不明甲虫 Coleoptera 腹 部 18a)詈 不 明 不  明

ハネカクシ科 Staphyhnidae 前胸背板 18a)詈 地表性 維食性

ヒラタネクイハムシ DOFaaCiaねアロraF Kiコ noto 左右上翅 18a層 水 生 食植性

295 ゲ ンゴロウ Cybi5掩r,韓οコrrus Sharp 上辺片 18a層 水 生 食肉性

オサムシ科 Carabidae 上辺片 18a撮雪 地表性 雑食性

キンスジヨガネ A4と盪eFeねο′οserine2(Fabrius) 上翅片 18a)雷 好植性 食植性

298 オサムシ科 Carabidae 頭部 18a)詈 地表性 雑食性

クロヒメゲ ンゴロウ 力 所口S p9ppュ ロy Zaitzev 右上辺 18a層 水  生 食肉性

ゲンゴロウ Cybisttr ittοДたus Sharp 上辺片 18b)雷 水  生 食肉性

401 ヒラタネクイハムシ Donadaね ruraF Kimoto 右上翅 ±8b層 水 生 食植性

ヒラタネクイハムシ Dor2acFaね JvraF Kimoto 上辺片 18b)詈 水  生 食植性

ヒラタネクイハムシ Dofladaね furaF Kimoto 左上辺 18b層 水  生 食植性

404 オサムシ科 Carabidae 頭 部 18b)膏 地表性 雑食性



405 スゲヒメゾウムシの一種 正万mor2ο b2/is sp 左右上翅 19層 好植性 食植性

クロヒメゲンゴロウ コyttus poppi口 す Zaitzev 左上辺 19層 水  生 食肉性

ゲンゴロウ cybrsteryapofaたコs Sharp 上辺片 9層 水 生 食肉性

クロヒメゲ ンゴロウ rFv bfus p9pprusi zait7ev 右上辺 9層 水 生 食肉性

ゲ ンゴロウ C)′ bるとerプ apOttlcus Sharp 上辺片 9層 水 生 食肉性

ヒメゲンゴロウ亜科 Colymbetinae 後胸背板 9層 水  生 食肉性

カメムシロ Hemiptera 腹 部 18a)詈 好植性 食植性

465 クロヒメゲンゴロウ コybrus popprロ ゴ Zaitzev 左上翅 18b'膏 水 生 食肉性

466 カメムシロ Hemiptera 腹 部 18a)冒 好植性 食植性

クロヒメゲンゴロウ コy所口s pοppFusi Zaitttev 左右上翅 ±8a層 水 生 食肉性

不明甲虫 Coleoptera 腹部 層 不  明 不  明

ツヤヒラタゴミムシ属 Syコ ロcね vs sp 左上翅 層 地表性 雑食性

ハネカクシ科 Staphylinidae 前胸背板 層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 21層 地表性 雑食性

ゲンゴロウ Q産ぬ俺r」 2pclaた口S Sharp 上辺片 層 水 生 食肉性

475 スゲヒメブウムシの一種 Lila2oraο barFs sp 左右上翅 層 好植性 食植性

77 スゲヒメゾウムシの一種 LFmοコοbans sp 左右上翅 21層 好植性 食植性

476 オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 21層 地表性 雑食性

サクラコガネ属 AnOn22Fa Sp 中胸腹板 21層 好植性 食植性

カメムシロ Hemiptera 腹部腹板 23'詈 好植性 食植性

表15 宮沢遺跡第司26次調査¬8層①上 昆虫化石の分析結果

和   名 学   名 部 位 層 位 生 態 食  性

1 ハネカクシ科 Staphylnidae 腹部背板 18層 地表性 雑食性

2 ハネカクシ科 Staphyhnidae 前胸背板 18層 地表性 雑食性

3 ハネカクシ科 Staphyhnidae 前胸背板 18層 地表性 雑食性

4 ハネカクシ秘 Staphyhコ 頭 部 18層 地表性 雑食性

5 オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 8層 地表性 弁儀食
′隆

6 アリ科 Forrnicidae 頭 部 8層 地表性 雑食性

7 コガネムシ科 Scarabaeidae 腹部腹板 8層 好植性 食本直′性

8 ハネカクシ科 Staphylinidae 頭部 8層 地表性 雑食性

9 ハネカクシ科 Staphylnidae 左上辺 8層 地表性 雑食性

10 ハネカクシ科 Staphylnidae 上翅片 8層 地表性 雑食性

ハネカクシ科 Staphyttnidae 右上辺 8層 地表性 雑食性

ハネカクシ科 Staphyhnidae 頭部 8層 地表性 雑食性

3 ハネカクシ科 Staphylinidae 頭 部 8層 地表性 雑食性

ハネカクシ科 Staphylinidae 前胸背板 8層 地表性 雑食性

5 オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 X8層 地表性 雑食性

6 ハネカクシ科 Staphyhnidae 頭 部 18層 地表性 雑食性

7 コガネムシ科 Scarabaeldae 左上辺 18層 好植性 食植性

ハネカクシ科 Staphylinidae 前胸背板 18層 地表性 雑食性

9 ハネカクシ科 Staphylnidae 後胸腹板 18層 地表性 雑食性

ハネカクシ科 Staphylinidae 前胸背板 18層 地表性 雑食性

21 オサムシ科 Carabidae 腿 節 18層 地表性 雑食性

ハネカクシ科 Staphylnidae 頭部 18層 地表性 雑食性

ネヽカクシ科 Staphyhnidae 腹 部 18層 地表性 雑食性

ハネカクシ科 Staphylinidac 右上翅 18層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 上辺片 18層 地表性 雑食性

ハネカクシ科 Staphyhnidae 前胸背板 18層 地表性 雑食性

ネクイハムシ亜科 Donacinae 上辺片 18層 水 生 食植性

不明甲虫 Coleoptera 不明 18層 水 生 食植性

不明甲虫 Coleoptera 左上翅 18層 不  明 不  明

ハネカクシ科 Staphylinidae 腹部背板 18層 地表性 雑食性

不明甲虫 Coleoptera 頭 部 18層 不  明 不  明

クロヒメゲ ンゴロウ rFrbrus pOppi口 sr zttftteソ 右上辺 8層 水 生 食肉性

ハネカクシ科 Staphyhnidae 左上辺 8層 地表性 弁ヒ食I生

ハネカクシ科 Staphyhnidae 腹部腹板 8層 地表性 茶ヒ食′陛

ハムシ科 Chrysomelidae 上翅片 8層 好植性 食植性

マグソコガネ属 /1pFaο」i口s sp 前胸背板 8層 地表性 食糞性

ハネカクシ科 Staphylnidac 右上翅 8層 地表性 雑食性

シデムシ科 Silphidae 腹 部 8層 地表性 食肉性



ハネカクシ科 Staphyhnidae 腿 節 8層 地表性 雑食性
ハネカクシ科 Staphyhnidae 前胸背板 8層 地表性 雑食性

ゴミムシダマシ科 Tenebrlonldae 前胸背板 8層 地表性 雑食性

42 ハネカクシ科 Staphyttnidae 前胸背板 8層 地表性 雑食性
ハムシ科 Chrysomelidae 左右上翅 8層 好植性 食植性
ハムシ科 Chrysomehdae 右上辺 8層 好植性 食植性
ハネカクシ科 Staphyhnidae 前胸背板 18層 地表性 雑食性

不明甲虫 Coleoptera 腹部腹板 18層 不  明 不  明

ツヤヒラタゴミムシ属 Syn口θねus sp 上辺片 18層 地表性 維食性
ハムシ科 Chrysomehdae 右上翅 18層 好植性 食植性
ハネカクシ科 Staphyhnidac 左右上辺 18層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 18層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 腹部 18層 地表性 雑食性
ハネカクシ科 Staphyinidae 頭 部 18層 地表性 雑食性

ヒラタネクイハムシ Doz22cra ねfuraF Kimoto 前胸背板 18層 水 生 食植性

ヒラタネクイハムシ つοコacraねFttaF Kimoto 左上辺 18層 水  生 食植性
ハムシ科 Chrysomettdae 上盟片 18層 好植性 食植性

ハネカクシ科 Staphyhnidac 左右上翅 18層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 頭 部 覧8層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 腹 部 8層 地表性 雑食性

ンデムシ科 Silphidae 腹部腹板 8層 地表性 食肉性

オサムシ科 Carabidae 腹部 8層 地表性 雑食性
ハネカクシ科 Staphylnidae 上辺片 8層 地表性 維食性
ハネカクシ科 Staphylinidae 左右上翅 8層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 腹 部 8層 地表性 雑食性

ハネカクシ科 Staphyhnidae 腹部腹板 18層 地表性 雑食性

ゲンゴロウ科 Dytiscidae 腹部腹板 18層 水  生 食肉性

カメムシロ Herniptera 腹 部 18層 好植性 食植性
ハムシ科 Chrysomehdae 上翅片 18層 好植性 食植性

表16 宮沢遺跡第126次調査18層①下 昆虫化石の分析結果

和 名 学 名 部 位 層 位 生  態 食 性

] クロヒメゲンゴロウ れ所,s popprusr Zaitzev 上辺片 18層 水 生 食肉性

ゲンゴロウ科 Dytiscidae 上翅片 18層 水 生 食肉′陛

3 クロヒメゲンゴロウ rFibrus p9ppF口 す Zaitttev 右上辺 18層 水 生 食肉性

4 不明甲虫 Coleoptera 腹部腹板 18層 不  明 不  明

5 ヒラタネクイハムシ DοttacFaねゴuraF Kimoto 左上翅 18層 水 生 食植性

アヽムシ科 Chrysomehdae 左上辺 8層 好植性 食植性

7 ハムシ科 Chrysomelidae 上辺片 8層 好植性 食植性

クロヒメゲンゴロウ コrたガus pOppFusi Zaitzev 左上辺 8層 水 生 食肉性

ハムシ科 Chrysomelidae 上辺片 8層 好植性 食植性

ゲンゴロウ科 Dytiscidae 上翅片 8層 水  生 食肉性

ヒメゲンゴロウ亜科 Colyコnbetinac 腹郡腹板 8層 水  生 食肉性



表17 宮沢遺跡第126次調査18層③昆虫化石の分析結果

A

名 学 名 部  位 層 位 生 態 食 性

1 ネクイハムシ亜科 Donaclnae 上翅片 18層 水 生 食植性

2 ヒラタネクイハムシ Dο,2cin hFuraF Kimoto 上辺片 18層 水 生 食植性

3 ハネカクシ科 Staphyhnidae 左上翅 18層 地表性 雑食性

4 ヒラタネクイハムシ Dοコaoめ カアロェβ√Kimoto 上疱片 18層 水  生 食植性

5 ハネカクシ科 Staphyttnidae 前胸背板 18層 地表性 雑食性

6 ハムシ科 Chrysomelidae 左上辺 18層 好植性 食植性

7 オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 18層 地表性 維食性

8 ネクイハムシ亜科 Donaclnae 腿怪節 18層 水 生 食植性

9 ネヽカクシ科 Staphyttnidae 腹部腹板 18層 地表性 雑食性

ヒラタネクイハムシ DοコβdaとアロraF Kinoto 右上翅 18層 水 生 食植性

ネクイハムシ亜科 Donacllnae 腹部腹板 18層 水 生 食植性

ヒラタネクイハムシ DonacFaね f口廻r Kimoto 左上翅 18層 水 生 食植性

ゲンゴロウ科 Dytiscidae 腹部腹板 18層 水  生 食肉性

ネクイハムシ亜科 Donacllnae 上辺片 18層 水  生 食植性

ハネカクシ科 Staphylinidae 腹部腹板 18層 地表性 雑食性

ネクイハムシ亜科 Donaclinae 18層 水 生 食植性

B

l ネヽカクシ科 Staphyinidae 右上翅 18層 地表性 雑食性

2 ハネカクシ科 Staphyhnidae 左右上辺 18層 地表性 雑食性

3 ハネカクシ科 Staphyhnidae 頭部 18層 地表性 雑食性

4 ハネカクシ科 Staphylinidae 左上翅 18層 地表性 雑食性

5 双翅 目 Diptera 囲 蛹 18層 地表性 維食性

6 ネヽカクシ科 Staphyttnidae 頭言F 8層 地表性 雑食性

7 ハネカクシ科 Staphylnidae 頭部 8層 地表性 雑食性

8 ハネカクシ科 Staphylinidae 腹部腹板 8層 地表性 雑食性

9 オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 8層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidac 腹部腹板 8層 地表性 雑食性

スゲヒメゾウムシの一種 L肋担οbatts sp 左右上翅 8層 好植性 食植性

スゲヒメゾウムンの一種 助 コοbar,s sp 左右上翅 8層 好植性 食植性

ヒラタネクイハムシ DonacF2ね ruraF Kimoto 左右上翅 8層 水 生 食植性

ネクイハムシ亜科 Donacllnae 中胸腹板 8層 水 生 食植性

ネクイハムシ亜科 Donaclnae 腹部腹板 8層 水 生 食植性

ネヽカクシ科 Staphylnidae 頭 部 18層 地表性 雑食性

17 ミズギワゴミムシ属 βembi」 i9コ sp 左右上翅 18層 地表性 雑食性

ミズギワゴミムシ属 βeraabrdion sp 左右上辺 18層 地表性 雑食性

ハネカクシ科 Staphylinidae 右上辺 18層 地表性 雑食性

ネヽカクシ科 Staphylinidae 左上翅 18層 地表性 維食性

ミズギワゴミムシ属 Bem所ごFtt sp 左右上辺 18層 地表性 雑食性

ヒラタネクイハムシ DonaciaねブllraF Kimoto 左上翅 18層 水  生 食植性

双辺 目 Diptera 囲蛹 18層 地表性 維食性

ハネカクシ科 Staphyinidae 左上翅 18層 地表性 雑食性

スゲヒメゾウムシの一種 Lrr2Paο barFs sp 左右上辺 18層 好植性 食植性

不明甲虫 Coleoptera 不 明 18層 不 明 不  明

ハネカクシ科 Staphylinidae 腹部腹板 18層 地表性 雑食性

ハネカクシ科 Staphyhnidae 中胸腹板 18層 地表性 雑食性

ハネカクシ科 Staphyttnidae 腹部腹板 18層 地表性 雑食性

C
ユ ハネカクシ科 Staphyhnidae 腿節 18層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 上辺片 8層 地表性 雑食性

3 スゲヒメゾウムシの一種 〕迎コοbarFs sp 左右上辺 8層 好植性 食植性

4 ヒメゲンゴロウ亜科 Colymbetlnae 腹部腹板 8層 水 生 食肉性

5 不明甲虫 Coleoptera 不明 8層 不 明 不  明

不明甲虫 Coleoptera 不 明 8層 不  明 不  明

7 オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 8層 地表性 雑食性

ゾウムシ科 2 Curculionidae 右上翅 8層 好植性 食植性

9 ゴミムシダマシ科 Tenebrionidae 頭 部 8層 地表性 雑食性

ゴミムシダマシ科 Tenebrionidae 中胸腹板 8層 地表性 雑食性



l キマワ 属 河θsi9phtrlaFf/21ts sp 上辺片 18層 地表性 稚食性

2 オサムシ科 Carabidae 腿 節 18層 地表性 雑 食性

3 ダウム 科 3 Curculionidae 右上翅 18層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 頭部 18層 地表性 雑食性

5 オサムシ科 Carabidae 腹 部 腹 板 18層 地表性 雑食性

ハネカクシ科 Staphyhnidae 頭 部 18層 地表性 雑食性

7 ゴミムシダマシ科 Tenebrlonidae 前胸背板 18層 地表性 雑食性

不明甲虫 Coleoptera 不 明 18層 不  明 不  明

ゾウムシ科 4 Curculionidae 右上辺 18層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 18層 地表性 雑食性

アリ科 Formicidae 腹 部 18層 地 表 性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 上辺片 18層 地表性 雑食性

コメツキムシ科 Elateridae 上辺片 18層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 腿 節 18層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidac 腹郡腹板 18層 地表性 雑食性

ハムシ科 Chrysomeidae 上辺片 18層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 前 胸 腹 板 18層 地表性 雑食性

ネヽカクシ科 Staphylnidae 腹部背板 8層 地表性 維食性

コガネムシ科 Scarabaeldae 左上翅 8層 好植性 食植性

ヒメゲ ンゴロウ亜科 Colymbetinae 胸 部 8層 水 生 食肉性

オサムシ科 Carabidae 腹 部 8層 地表性 雑食性

ハネカクシ科 Staphylinidae 頭部 8層 地表性 維食性

オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 8層 地表性 維食性

ネヽカクシ科 Staphy工nidae 腹部腹板 8層 地表性 雑食性

ハムシ科 Chrysomehdae 上翅片 8層 好植性 食植性

双辺 目 Diptera 囲蛹 8層 地表性 維食性

ハネカクシ科 Staphy工 nidae 腹部背板 8層 地表性 雑 食性

スゲヒメゾウムシの一種 Limコ οbarFs sっ 左上辺 8層 好植性 食植性

ハネカクシ科 Staphylinidae 前胸背板 8層 地表性 維食性

D

1 スゲヒメブウムシの一種 Lfmaο b,Ii5 Sp 右上辺 8層 好植性 食植性

2 オサムシ科 Carabidae 前胸背板 8'詈 地表性 雑 食性

3 オサムシ科 Carabidae 前胸背板 8層 地表性 雑食性

4 スゲヒメブウムシの一種 LfmコObarFs sp 左上翅 8層 好植性 食植性

5 カメムシロ He■liDtera ル琵言躊 8層 好植性 食植 性

6 不明甲虫 Coleoptera 腹部腹板 8層 不 明 不 明

7 ハネカクシ科 Staphyhnidae 上辺片 8層 地表性 雑食性

8 オサムシ科 Carabidae 頭 部 8'詈 地表性 雑食 性

9 オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 8層 地表性 雑食性

不明甲虫 Coleoptera 不 明 8層 不  明 不  明

オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 8娠] 地表1生 雑食 性

不明甲虫 Coleoptera 不 明 8層 不 明 不  明

アリ科 Formlcidae 頭 部 8層 地表性 雑食性

不明甲虫 Coleoptera 頭 部 8層 不  明 不  明

ハムシ科 Chrysomehdae 左上翅 8層 好植性 食植性

ハムシ科 Chrysomehdae 左上翅 8層 好植性 食植性

スゲヒメゾウムシの一種 Limttο barFs sp 腹部腹板 8層 好植性 食植 性

コガネムシ科 Scarabaeldae 上辺片 8層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 8層 地表性 雑食性

不明甲虫 Coleoptera 前胸腹板 8層 不  明 不  明

不明甲虫 Coleoptera 不明 8層 不  明 不  明

不明甲虫 Coleoptera 不 明 8層 不  明 不 明

オトシブミ科 Attelabidae 腫 節 8層 好枢性 食植性

オサムシ亜科 Carabinae 左上翅 8層 地表性 雑食性

カメムシロ Hemiptera 腹部腹板 8層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 上翅片 8層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 頭部 8層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 18層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 頭 部 18層 地表性 雑食性

スゲヒメゾウムシの一種 Lrraanο baris sp 左右上辺 18層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 前胸背板 18層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 18層 地表性 雑食性

スゲヒメゾウムシの一種 Limコοbaris sp 右上翅 18層 好植性 食植性

双翅 目 Diptera 囲 蛹 18層 地 表性 雑食性

ネヽカクシ科 Staphylnidae 前胸背板 18層 地表性 雑食性

ハムシ科 Chrysomelidae 左上翅 18層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 上 翅 片 18層 地 表 1空 雑食性

ハネカクシ科 Staphylinidae 右上翅 18層 地表性 宋佳食
′
陛



表18 宮沢遺跡第126次調査18層⑤昆虫化石の分析結果

A

和 名 学 名 部 位 層 位 生 態 食  性

1 スゲヒメゾウムシの一種 Lim,οbarls sp 右上辺 18層 好植性 食植性

2 ツヤヒラタゴミムシ属 syコ ucね LIs sp 左上辺 18層 地表性 雑食性

3 オサムシ科 Carabidae 頭 部 18層 地表性 雑食性

4 オサムシ科 Carabidae 頭部 18層 地表性 雑食性

5 不明甲虫 Coleoptera 不 明 18層 小  明 不  明

6 ハネカクシ科 Staphylinidae 腹部腹板 18層 地表性 雑食性

7 オサムシ科 Carabidae 腹吉Б腹板 8層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 腿節 8層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 8層 地表性 雑食性

アサヒナコマルガムシ Aコacaena asa力 rF2ar h/1 sat。 前胸背板 8層 水 生 食植性

B

1 スゲヒメゾウムシの一種 LimコοbaFrS Sp 前胸背板 8層 好植性 食植性

2 スゲヒメゾウムシの一種 Limコ οbarFs sp 前胸腹板 8層 好植性 食植性

3 ゾウムシ科 Curcuhonidae 前胸腹板 8層 好植性 食植性

4 ゾウムシ科 Curcuhonidae 中胸腹板 8層 好植性 食植性

5 不明甲虫 Coleoptera 不 明 8層 不  明 不  明

6 ガムシ科 Hydrophilidae 前胸背板 8層 水 生 食植性

7 ゾウムシ科 Curculionidae 前胸腹板 8層 好植性 食植性

8 ブウムシ科 Curcuionidae 前胸腹板 8層 好植性 食植性

9 オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 8層 地表性 雑食性

0 ゾウムシ科 Curcuhonidae 前胸背板 18層 好植性 食植性

ガムシ科 Hydrophlidae 前駒腹板 18層 水 生 食植性

2 オサムシ科 Carabidae 後胸腹板 18層 地表性 雑食性

3 オサ ム シ科 Carabidae 頭 部 18層 地表性 雑食性

クロヒメゲンゴロウ rFibi口s p9ppFuす Zaitzew 前胸背板片 18層 水 生 食肉性

スゲヒメゾウムシの一種 Limコοbarrs sp 左右上翅 18層 好植性 食植性

ネヽカクシ科 Staphyhnidae 左上翅 18層 地表性 雑食性

スゲヒメゾウムシの一種 Limコοbar■s sp 頭 部 18層 好植性 食植性

ミズギワゴミムシ属 βenabfJi9fa sp 右上辺 18層 水  生 雑食性

オサムシ科 Carabidae 頭 部 18層 地表性 雑食性

ヒラタゴミムシ族 Platynini 前胸背板 18層 水 生 雑食性

ツヤヒラタゴミムシ属 きynucね lls sp 左上翅 18層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 前胸背板 18層 地表性 雑食性

キマワリ属 口θ9rop7ab2727us sp 上辺片 18層 地表性 雑食性

ハネカクシ科 Staphylinidae 右上翅 18層 地表性 雑食性

スゲヒメブウムシの一種 ,商 120batts sp 左右上翅 18層 好植性 食植性

ハネカクシ科 Staphyhnidae 頭 部 18層 地表性 雑食性

C

1 ハネカクシ科 Staphylinidac 腹部背板 18層 地表性 雑食性

2 ガムシ科 Hydrophilidae 左上疱 18層 水 生 食植性

3 オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 18層 地表性 雑食性

4 オサムシ科 Carabidac 腹部腹板 18層 地表性 雑食性

不明甲虫 Coleoptera 不 明 18層 不 明 不 明

ゾウムシ科 Curcuhonidae 前胸背板 18層 好植性 食植性

7 ガムシ科 Hydrophnidae 前胸背板 18層 水  生 食植性

スゲヒメゾウムシの一種 LimコοbarFs sp 左右上翅 18層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 前胸背板 18層 地表性 雑食性

ゾウムシ科 Curculionidae 前胸背板 18層 好植性 食植性

不明甲虫 Coleoptera 不明 18層 不  明 不  明

12 スゲヒメブウムシの一種 Limコοbaris sp 左右上翅 18層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 18層 地表性 雑食性

ゾウムシ科 Curculionidae 前胸背板 18層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 中胸腹板 18層 地表1生 雑食性



ゾウムシ科 Curcuhonidae 前胸腹板 18層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 18層 地表性 雑食性

スゲヒメゾウムシの一種 Limf2ο b2ris sp 左右上翅 18層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 18層 地表性 雑食性

不明甲虫 Coleoptera 上翅片 18層 不  明 不  明

スゲヒメゾウムンの一種 Lrr2anο barFs sp 左右上辺 18層 好植性 食植性

スゲヒメゾウムンの一種 Limttοbaris sp 前胸背板 18層 好植性 食植性

ツヤヒラタゴミムシ属 3yn口cFavs sp 左上翅 18層 地表性 雑食性

ゾウムシ科 Curcuhonidae 前胸背板 18層 好オ直′隆 食植性

コメツキムシ科 Elateridae 前胸背板 18層 好植性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 頭部 18層 地表性 雑食性

双辺 目 Diptera 囲蛹 8層 地表性 雑食性

ゲンゴロウ科 Dytiscidae 腹部腹板 8層 水  生 食肉性

ゾウムシ科 Curcuhonidae 前胸腹板 8層 好植性 食植性

スゲヒメブウムシの一種 Limコοb2rFs sp 前胸背板 8層 好植性 食植性

ツヤヒラタゴミムシ属 Synuchus sp 右上翅 8層 地表性 雑食性

ハムシ科 Chrysomelidae 左右上疱 8層 好植牲 食植性

ゾウムシ科 ] Curculionidae 右上辺 8層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 腿 節 8層 地表性 雑食性

ハムシ科 ChrysomeLdae 左右上翅 8層 好植性 食植性

ゾウムシ科 Curcu工onidae 腿節 8層 好植性 食植性

スゲヒメブウムシの一種 Limttο baガs sp 左右上翅 8層 好植性 食植性

スゲヒメゾウムシの一種 ,mコοb2万s sp 腹部腹板 8層 好植性 食植性

スゲヒメゾウムシの一種 Limコοbaris sp 前胸背板 18層 好植性 食植性

不明甲虫 Coleoptera 腹部腹板 18層 不  明 不  明

ガムシ科 Hydrophilidae 前胸背板 18層 水 生 食植性

ゾウムシ科 2 Curculonidae 上辺片 18層 好植性 食植性

ハネカクシ科 Staphyinidae 腹部背板 18層 地表性 雑食性

ゾウムシ科 Curcuhonidae 前胸背板 18層 好植性 食植性

4「D ガムシ科 Hydroph■ idae 前胸背板 18層 水  生 食植性

ゾウムシ科 Curcuhonidae 頭部 18層 好植性 食植性

守 オサムシ科 Carabidae 前胸背板 18層 地表性 維食性

D

1 スゲヒメゾウムシの一種 Limコοbarrs sp 左右上辺 18層 好植性 食植性

2 スゲヒメブウムンの一種 う口r2ο baris sp 右上辺 18層 好植性 食植性

3 オサムシ科 Carabidae 腹部 18層 地表性 雑食性

4 不明甲虫 Coleoptera 腹部 18層 不  明 不 明

5 スゲヒメゾウムシの一種 正万mnοbaris sp 左右上辺 18層 好植性 食植性

6 スゲヒメブウムンの一種 LFmコοbarys sp 左右上翅 18層 好植性 食植性

7 オサムシ科 Carabidae 上翅片 18層 地表性 雑食性

8 ゾウムシ科 Curculionidae 腹部腹板 8層 好植性 食植性

9 スゲヒメゾウムシの一種 Lを堕コοb2rls sp 上辺片 8層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 8層 地表性 雑食性

スゲヒメゾウムシの一種 L″盟コοbarfs sp 左右上翅 8層 好植性 食植性

ハネカクシ科 Staphylnidae 上翅片 8層 地表性 雑食性

スゲヒメゾウムシの一種 Limfaο baris sp 右上辺 8層 好植性 食植性

スゲヒメゾウムシの一種 Linコ οbais sp 左右上翅 8層 好植性 食植性

スゲヒメゾウムシの一種 Li122コ ObarFs sp 左右上疱 8層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 8層 地表性 雑食性

スゲヒメゾウムシの一種 LimコOb2五s sp 左右上翅 18層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 腿節 18層 地表性 雑食性



表19 宮沢遺跡第126次調査18層⑦上 昆虫化石の分析結果

名 学 名 部 位 層 位 生  態 食  性

2 ミズスマシ属 玲 r玉口s sp 左上翅 18層 水 生 食肉性

3 ガムシ科 Hydrophilidae 頭 部 18層 水 生 食植性

4 ハネカクシ科 Staphyhnidae 上翅片 18層 地表性 雑食性

5 ガムシ科 Hydrophilidae 前胸背板 8層 水  生 食植性

6 ガムシ科 Hydrophilidae 上翅片 8層 水  生 食植性

7 不明甲虫 Coleoptera 前胸背板 8層 不  明 不  明

8 ツヤヒラタゴミムシ属 Syntだ ね口s sp 右上翅 8層 地表性 雑食性

9 ミズギワゴミムシ属 BembrJrof2 Sp 右上辺 8層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 前胸背板 8層 地表性 雑食性

不明甲虫 Coleoptera 不 明 8層 不  明 不  明

不明甲虫 Coleoptera 不明 8層 不  明 不  明

ゾウムシ科 Curculonidae 前胸腹板 8層 好植性 食植性

ハネカクシ科 Staphyhnidae 腹部背板 18層 地表性 雑食性

表20 宮沢遺跡第126次調査18層⑦下 昆蛍化石の分析結果

名 学 名 部  位 層 位 生 態 食 性

l ゾウムシ科 Curculionidae 頭 部 18層 好植性 食植性

2 双翅 目 Diptera 囲蛹 18層 地表性 雑食性

3 トドマツノキクイムシ PοFygr印ね口s prο xア取us Blandford 左上翅 18層 好植性 食植性

4 ヒメセマルガムシ Cο eゴοstor/1a crbicロ カre(Fabricius) 前胸背板 18層 水 生 食植性

5 ハネカクシ科 Staphyhnidae 右上翅 18層 地表性 雑食性

6 ハネカクシ科 Staphylnidae 頭 部 18層 地表性 維食性

7 ゾウムシ科 Curculonidae 頭 部 18層 好植性 食植性

8 不明甲虫 Coleoptera 不 明 18層 小  明 不  明

9 ブウムシ科 Curculionidae 頭 部 18層 好オ直′l■ 食植性

ネヽカクシ科 Staphylnidae 腹部背板 18層 地表性 雑食性

l ハネカクシ科 Staphylinidae 右上翅 18層 地表性 維食性

2 ハネカクシ科 Staphylnidae 腹部背板 8層 地表性 雑食性

3 ゾウムシ科 Curculionidae 前胸腹板 8層 好植性 食植性

4 スゲヒメゾウムシの一種 うmο ttο baIIs sp 左右上翅 8層 好植性 食植性

5 ネヽカクシ科 Staphyhnidae 前胸背板 8層 地表性 雑食性

スゲヒメゾウムシの一種 うロコοbarFs sp 左右上翅 8層 好植性 食植性

スゲヒメゾウムシの一種 LimコοbarFs sp 左右上翅 8層 好植性 食植性

ヒラタゴミムシ族 Platynini 前胸背板 18層 地表性 雑食性

ブウムシ科 Curcuhonidae 前胸背板 18層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 頭部 18層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 胸 部 18層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 胸部 18層 地表性 維食性
ハネカクシ科 Staphyhnidae 腹部背板 18層 地表性 雑食性

スゲヒメゾウムンの一種 L加盟ObaiS sp 左右上翅 18層 好植性 食植性

ヒメゲンゴロウ亜科 Colymbetinae 腹都腹板 18層 水 生 食肉性

スゲヒメゾウムシの一種 Limコοbarus sp 中胸腹板 18層 好植性 食植性

ブウムシ科 Curculionidae 腹部腹板 18層 好植性 食植性

スゲヒメゾウムシの一種 Limコοbaris sp 左右上辺 18層 好植性 食植性

ハネカクシ科 Staphyhnidae 上翅片 18層 地表性 雑食性

ゾウムシ科 Curcuhonidae 腹部腹板 18層 好植性 食植性

スゲヒメゾウムシの一種 Lfmコ οb2河s sp 左右上盟 8層 好植性 食植性

ゾウムシ科 Curculionidae 腹部腹板 8層 好植性 食植性

ハネカクシ科 Staphylnidae 右上辺 8層 地表性 雑食性

オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 8層 地表性 雑食性

ハネカクシ科 Staphylinidae 腹部背板 8層 地表性 雑食性

スゲヒメゾウムシの一種 Lfmコ οbaris sp 右上辺 8層 好植性 食植性

ハネカクシ科 Staphylnidae 腹部背板 8層 地表性 雑食性

スゲヒメゾウムシの一種 LIrDttObaガ s sp 右上翅 18層 好植性 食植性

スゲヒメゾウムシの一種 Linコ οbarls sp 右上翅 18層 好植性 食植性

ゲンゴロウ科 Dytiscidae 上辺片 18層 水 生 食肉′
l■

ハネカクシ科 Staphy工 nidae 頭部 18層 地表性 雑食性

スゲヒメゾウムシの一種 Lff22コObarFs sp 左右上辺 18層 好植性 食植性

オサムシ科 Carabidae 腹部腹板 18層 地表性 雑食性

ゾウムシ科 Curcuhonidae 前胸背板 18層 好植性 食植性



45 ミAギワゴミムシ属 Bembiri9p韓 1左上翅 lBH 地継 維食性

46 ハネ,タ ン科 Staphylinidae 頭 郡 18層 燦 性 雑食性

47 rテタすミムーシ族 Platynini 講胸背板 lB唐 雄表性 雑食牲

43 ハネカタン鶏 Staphylinidae 頭部 188 地表性 雑食性

49 サヤFラタゴミムシ属 SyaFC'世o Sp. 右上翅 188 Ptb表性 雑餓

51y 鬼ゲとメゾ,AIシ め一種| 勘 m歳 ぬ sp 右上翅 188 好枢性 翻

51 ハネカタシ科 Staphylinidac 前酌背板 188 嬢 性 雑食性

52 ハネカタ|シ科 StapLylinidac 前胸背板 醸 卿 麟

53 1 ハネカタシ科 Staphylialdac 頭都 188 遊設監 鱒

54 ハネカタン科 畿繭W�dOこ 腹部背板 18層 地表性 鯉

t引51 ゲンゴロウ科 Dytiscidac 腹部廟 188 永 生 食肉性

56 オ

'4シ
群 Carabidac 腹部腹療 188 鐵 趨

57 ォサムシ科 C″れ dac 鋤 麟 18層 逸表性 翻

58 双超H DipteFa 醐 188 地難 触

59 スーゲとオブウ去シつ■種 Linlaう滋 と .sp. 継 蜘 188 簿植性 毎積性

6 1 J I スゲセメ|ブウムシの‐種 彦観 ぬ拗 ね .spl 頭 部 18層 婿植性 食楢性

01 ス|ゲとメ
ー
プラ Aシの‐種 Lin4歳ね―

� 左右上翅 ユ制葺 舞檀隆 節 性

62 ブラムン科 CuFCuliOnidac 躙 188 好植性 魏

63 オサムン辞 Carabidae 頭部 188 地表性 鱒
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第 6章  自然科学的分析

第10節 富沢遺跡第126次調査出土木製田下駄および

付属土壌の保存処理報告

東北芸術工科大学文化財県存4多復研究センター

仙台市教育委員会との受託業務として、富沢遺跡第126次調査出土木製田下駄および付属土壌の遺構取 り上げ及

び保存処理を行った。田下駄は、調査で明らかになった古墳時代の水田跡に伴って、部材が組み合った状態で出土

しており、当時の農耕文化を推察する上で貴重な資料であった。

取 り上げ作業から保存処理について下記の通 り報告し、今後の保管管理中の注意点を後記する。

I日 取り上げ作業

出土状況の記録が終了した後、遺構取上げ作業に移行した。事前協議において保存処理後の活用方法は出土時の

状態を再現する展示公開が考慮されていたため、田下駄本体および土台となる土壌を保存処理することとなった。

田下駄から10cm程度広げた四角形 (60cm× 60cm)を基準として作業を進めた。田下駄および土壌が乾燥 しない

よう、キムタオル (株式会社クレシア製)に水を染み込ませ、上面全体を満遍なく覆い、養生した。

次に発泡ウレタンによる遺構の固定を行うため、人が立って作業する 1辺を決め、深さ50cm程 度の溝を切 り、

残る 3辺の外側には幅20cm、 深さ30cm程度の溝を掘 り込んだ。遺構の四隅に姑するウレタン固定を増強するため

に、基準四角形の四隅を切 り落とした。さらに底部にもウレタンが流 しこめるように 3辺から底部の上を快 り取っ

た。作業用の 1辺以外の 3辺の溝タト周にはコンパネ材をコ字形に当てた。遺構を含む60cm四方の四角形とコンパ

ネ材 3辺の間に硬質発泡ウレタン (P剤―MIH、 R剤 -948-33混 合液)を流 し込み、充分発泡させて遺構を固定 した

(写真 1)。 最後に作業用の 1辺及び遺物上部にも硬質ウレタンを流し込み、充分発泡して固定が終了したことを確

認した後、底部に鉄板を差 し込み地面から切 り離した (図 1)。 遺構全体にロープを掛けて45° 程度回転させて完

全に切 り離し、取 り上げた。天地を逆にして、鉄板で切 り取った土壌の重さで木製品がつぶれない様、底面から土

壌を削 り取った。最終的に残 した土壌の厚さはおよそ lcm程度である。最後に底部土壊の養生およびウレタンで

固定して、取 り上げ作業終了とした。

Ⅱ日保存処理工程

現場から取 り上げた遺構の底面を上にして、東北芸術工科大学に搬送した。田下駄とともに切 り取った土壌を土

台とするために、鉄板で切 り取った面に土壌強化剤OM50を 塗布して、その上にガラスウールを貼 りFRPで 固定し

た。遺構を取 り囲んでいた余分な硬質ウレタンを外し、木製品及び土壌 (土台)のそれぞれに対して異なる保存処

理を施すこととした。

以下、処理工程について記述する。

【木製品に封する保存処理工程】

田下駄を構成していた木製品4資料に対しては、出土木製品の含浸強化剤であるポリエチレングリコール (以下

PEGと する)40%水溶液含浸処理の後、真空凍結乾燥処理を行うこととした。

木製品の正確な含水率は不明であったが、触感とこれまでの経験から比較的含水率が低く、劣化度の低い木製品

と判断できた。よって、PEGを 高濃度まで含浸させ、さらに強度をもたせる必要はないと判断した。また、PEG高



第10節 富沢遺跡第126次調査出土木製田下駄および付属土壌の探存処理報告

濃度含浸法を用いると処理後の木製品が黒色化する可能性もあり、木製品表面に残る加工の痕跡を形状どおりに無

存するためにはPEG40%含浸後、真空凍結乾燥を行うことがよいと考えた。

1.土壌からの切り離 しおよび写真撮影

余分なウレタンを外した後、田下臥と土壌の上に敷いたキムタオルをすべて外 した (写真 2)。 竹串やカッター

を用いて木製品を上壌から取 り外 し、乾燥を防ぐために水中で保管した。環状木製品の結東部分 (写真 3)に別

な素材の残存やその痕跡がないか注意深 く観察 しながら取 り外 したが、確認出来なかった。資料A(写真 4)は

曲柄鉄の転用材、資料BoC(写 真 6、 7)は 1個体であったものが割れて 2片になったものであることが判明

した。環状木製品 (写真 9)には節や枝の突起部分が確認できた。

2.洗浄および脱鉄処理

歯ブランや竹串を使って木製品表面から余分な土を除去 し、水洗洗浄した。脱鉄はEDTA。 2Na・ 2H20水溶

液 2%に 1週間漬け、その後 1週間水洗 した。

3.強化薬剤含浸処理―ポリエチレングリコール (PEG)水溶液浸潰による含浸

PEG10%水溶波を作製し、木製品を浸漬 して含浸を開始した。その後10日 ごとに10%ずつPEG水溶波の濃度を

上げ、PEG40%水溶液まで含浸処理を施 して終了とした。

4.乾燥処理―真空凍結乾燥

乾燥処理に入る前に、木製品表面にかかる乾燥応力に姑する保護層を作るためにPEG80%水溶液を筆で塗布し

た。乾燥条件は-50℃ で予備乾燥 3日 間の後、 -20℃ で真空凍結乾燥を10日 間行なった。

5.乾燥後の後処理

60℃程度に温めた温水・エチルアルコールを用いて表面処理を行ない、木製品表面に残ったPEGを 取 り除いた。

6.接合

資料 Bは 3片、資料Cは 7片に割れて出土していた。今後の収蔵・活用を考えた場合、資料ごとに小片を接合

していることが望ましいとのことから、接着剤の点漬けによる接合を試みた。処理した小片の一部を用いてアク

リル系接着剤およびエポキシ系接着剤を試行 した。アクリル系接着剤は接合後の取 り外 しにはアセ トンの使用が

必要となり、木製品への影響が懸念されたが、エポキシ系接着剤は接着面に熱風を短時間当てることで容易に外

すことが可能であった。よって今回の資料に対 してはエポキシ系接着剤を使用することとした。なお、接合間に

は補填材を充填せず、出土時の割れの様相を重視 した。なお、資料 Bと Cは 1個体であることが確認されていた

が、出土時の状態での展示公開を考慮して相互の接合は行わなかった。

7.処理後状態観察

木製品表面のPEG溜 りなどが無いことを確認 して保存処理を終了とした。

県存処理後の資料写真を撮影した (写真 5、 8、 10)。
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【土壌 (土台)に対する保存処理工程】

この遺構は水田跡から検出されており、土壌は含水率が非常に高い状態であった。

土壌に対する処理方法選定は

①真空凍結乾燥処理

②土壌強化剤OM50(ケイ酸質系石材強化剤OH100を 50:MSE100を50)の塗布

③土壌強化剤OM10(OH100を 90:MSE100を 10)の塗布

以上 3方法を試行 した。

結果、真空凍結乾燥資料は極端に白色化 し、OM50試料は濡れ色が濃 く、光を反射 した。OM10試料は富沢遺跡

の土の色味がほぼ再現可能であり、土の質感も残 した。よって、OM10を 塗布する方法を採用することとした。

1.強化剤塗布処理一土壌強化剤OM10の塗布

木製田下駄をすべて外 した土壌 (写真11)に 対 してOM10 300mlを 4回 に分けて塗布 した。しみこみが悪 く

なった部分からはキムタオルを用いてOM10を除去した。乾燥を開始した後、白や緑のカビが発生 してきたため、

全体にエタノール噴霧をおこなった。

乾燥が進むにつれて土壌に亀裂が確認された。これは土壊自体および土壌に含まれる草類 (葦 など)の乾燥時

に起こる収縮とOM10が硬化する際に起こる収縮が重なり、予想範囲を超える亀裂の要因となったと考えられる。

亀裂確認後2日 目にマイクロバルーン入 りFRP(エ ポキシ樹脂)を亀裂に充填 したが、その収縮を上めることは

不可能であった (写真12)。 その後は乾燥が終了するまで状態観察を行った。

2.収縮部分を充填

土壌の乾燥が終了したところで、土壌全体に亀裂が入っていたが、唯一結束部分は当初の位置で留まっていた。

全体に合計 4箇所の切れ目を入れ (写真 13)、 木製品を本来の正 しい位置に置けるよう、強化 した土壌片を動か

してエポキシ樹脂で底面を固定した。亀裂には補修材 (セ メント加工材およびマイクロバルーンの混合粉体)を

充填 した。

木製品資料との土壊の高さ調整のためにスタイロフォームを素材としたクッションを作製 した。

3.充填後の状態観察

充填剤は完全硬化に約 lヶ 月間を要するため、充填後約 lヶ 月間観察を行った。亀裂やOM10で 強化した土壌と

充填材の隙間にはエポキシパテを用いて補修 した。

4.充填部分の補彩

当初、充填部分の表面には木工用ボンドを接着剤 として富沢遺跡から採取した上の接着を試みたが、充分に固

着しなかった。よって、改めてアクリル絵具で彩色することとした。

5.整形

木箱を作成し、土壌との隙間をスタイロフォームで埋めた後、表面を充填剤で覆った。高さ及び色合わせを行

い、保存処理終了とした (写真 14、 15)。
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Ⅲ.使用 した充填剤の性質確認

今回の処理では土壌に対する保存処理の際に大きく亀裂が入 り、やむを得ず充填剤を用いて補4妖 した。

充填剤の性質を確認するために、可溶性塩 (塩化物イオンと硫酸イオン)の定量を行なった。充填剤から得 られ

た可溶性の塩は塩化物イオンが0001%、 硫酸イオン001%で あった。これは、塩化物イオンで水道水と同量、硫酸

イオンでは約10倍の値であり、木製品や土壌、人体に大きく影響するものではない。さらに塩類析出実験を行った。

実験条件は恒温槽内 (20℃ 、RH80%)1日 および室内 (21～ 30℃ 、RH55～ 72%)1日 に繰 り返し放置 して 6日 間

おこなった。この実験では充填材表面上に変化は見られなかった。また、充填剤は水を受けると柔らか くなる特性

があるが、恒温槽内RH80%下に放置しても硬度は変化しなかった。

Ⅳ.今後の保管管理中の注意点

木製品はPEG含浸処理を行なっており、高温もしくは高湿度、結露するような環境において保管すると、PEGが

溶け出す可能性がある。土壌資料を保管していく中では、直接的な水が作用するような高湿度、結露するような環

境に保管することは望ましくない。以上のことから、今後、展示収蔵中には高湿度下、結露の可能性のある建物の

壁際などでの保管は避けるべきである。

木製品および土壊土台は遺物の安全性を考えて、別々にして保管し、定期的に状態観察を行なうことが必要であ

る。朱存処理は遺物保存の第一歩にしか過ぎず、恒久的な保存を意味するものではない。処理終了後もその気管管

理に気を配 り、状態が変化した場合には保存処理者とともに対処することが重要となる。

V.ま とめ

本資料は古墳時代の水田跡に伴ったものであり、当時の稲作にかかわる重要な遺物であった。また、鍬材を転用

したことがわかる資料としても非常に価値が高い。土台となる土壌はその処理中に大きな亀裂が生 じ、食い止める

ことが出来なかった。高含水率および草類が多 く含まれる土壌に対しては他の処理方法 (例 としてPEG100%含浸)

なども視野に入れて試行及び本処理を行うことが必要であったと考える。本処理後の上壌は乾燥 してお り、当初の

水田土壌としての水分は保持してないものの上本来の質感は残存 している。この上台自体も遺物の一つとして認識

していただければ幸いである。

今後この資料が多 くの研究者、一般の見学者の目に触れられ、多 くを語 り、後世に伝わっていくことを心から

願っている。

(手代木 美穂)
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写真6 板状木製品 (資料B)保存処理前

第 6章  自然科学的分析

写真5 板状木製品 (資料A)保存処理後

差込方向

図 1 取 り上げ作業模式図 (上面から)

写真 2 発泡ウレタン、表面のキムタオルを取 り外す

写真4 板状木製品 (資料A)保存処理前

写真 1 取り上げ作業

鱒

写真 3 環状木製品と資料Aと の結束部分

写真 7 板状木製品 (資料C)保存処理前 写真 8 板状木製品 (資料B・ C)保存処理後
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環状木製品保存処理後

充填および整形・補彩作業終了

写真 9 環状木製品保存処理前

写真13 土壌に切れ目を入れて充填

写真15 保存処理作業終了



第 7章  まとめ

第 7章 まとめ

第 1節 水田跡の調査

今回の調査によって水田土壌が確認された層は、 2～ 5層 と8層、 9層、12層 の計 7層 である (盛土以前の現代

水田を除く)。 各水田跡の時期は、 2層が近世で18世紀代 もしくはそれ以降、 3層 は中世末もしくはそれ以降、 4
層は平安時代後半、 5層 は平安時代前半、 8層 は古墳時代前期、 9層 は弥生時代 (中期以降)、 12層 は弥生時代中

期 と考えられる (第 5章参照)。 しかしその多 くが直上層の水田耕作による影響を受け、 3層 では水田耕作に関わ

る何らかの痕跡が確認されたのみであり、 4層 では畦畔 2条、 5層では畦畔 1条 と水田区画の一部を示す可能性の

ある痕跡、 9層では畦畔の位置と区画の 1辺の可能性が考えられる痕跡が検出されているだけである。また 2層 は

水田土壌の部分的な残存を確認したに過ぎない。したがって、以上の 2～ 5層および 9層 については水田区画の平

面形や面積は明らかではなく詳細を論ずることは困難である。南側に隣接する第30次調査によって確認されている

水田跡との対応関係を指摘するにとどめたい。

30次で検出された近世の水田跡は2c層 と3層である。ともに水田区画以外に基幹水路と補助水路が確認されてお

り、2c層 の基幹水路の最終的な埋没時期は明治時代後半以降である。 3層の耕作土中からは幕末もしくはそれ以降

の磁器が出土している。本調査区 2層 は、30次2c層 、 3層のいずれかに対応する可能性がある。30次の 4層 と5層

では中世の水田跡が確認されている。 4層 出土遺物は極めて少なく、水田跡の帰属時期は中世頃とされるのみであ

るが、 5層水田跡は出土遺物から中世前半と位置付けられている。本調査区 3層 は中世末もしくはそれ以降の時期

が与えられることから、30次 4層 に対応する可能性がある。

30次で層中に灰白色火山灰を含んでいるのは 7層水田跡であ

り、本調査区では 4層 に相当する。本調査区 5層 は平安時代

前半の水田跡と考えられるが、相当する時期の水田跡は30次

では確認されていない。30次調査区には本来存在 していなか

ったか、直上層の水田耕作等により失われてしまったものと

考えられるが、古墳時代後期と推定された30次8a一 ②層水田

跡からは時期決定資料が出土していないことから、この水田

跡に対応する可能性もある。本調査区 8層水田跡の時期は古

墳時代前期であり、30次 の8c層 に紺応する。30次の弥生時代

水田跡は8d― ②層、 9層、11層 で確認されている。11層 は弥

生時代中期の水田跡であり、本調査区12層 に相当するもので

あろう。本調査区 9層 と30次 9層 は層相が類似 してお り、直

下の10層 も同一の層と考えられることから、本調査区 9層 と

30次 9層 は対応する可能性が極めて高い。

古墳時代前期の 8層水田跡で確認された区画は、部分的な

検出を含めても7区画にすぎないが、 8層下面からは整然 と

区画された37区 画分の水田が確認されている (第 5章第 6

節)。 区画の規模が判明した22区画は、短軸1.1～4.6m、 長軸

35～ 9.8m、 面積8.5～ 24.1∬ で、平均面積は約14.3ゴ である。

送 国 面積 (∬ ) 長軸方向

l 92以上 28以上 13■以上 東西方向  E-5や ― S
2 20以上 402以上 東西 方 向  E-18や 一 S

3 1205以上 南北 方 向  N-25ν ― E

4
東36以上

西08
2093 東西方向 E-14° 一S

5 1255 東西方向  E-25° ― S
ユ 87〔 稟西方向  E-24° ― S

7

3〔 999以上 百北 万 同  N-18° ―E
9 雨北 方 向  N-20ν ― E
10

11 2274 東西方 向  E-205° ― S
ユ 38以上 23以上 476以上 東西方向  E-185° ― S
13 3 1315 東西方向  E-23° ― S

14 東酉方 向  E-24° ― S

2212 栗西 万 同  E-24マ ー S
2409以土 東山万 同  E-185マ ー S

17 12以上 ■99以上 束西方 向  E-13° 一 S

14以上 13以 上 103以 上 東西方 向  E-31° ― S

1253以上 東西方 向  E-215° 一 S
20 85〔 東西方向  E-24° 一 S

東酉方 向  E-23° 一 S
ユ 栗西 万 同  E-235・ ― S

14以上 ■0以上 081以上 粟山万 同  E-185▽ ― S
40以上 1302以 上

155[ 東西方 向  E-19° 一 S

飛西方 向  E-19° ― S
27 140C 栞西方 向  E-185° 一 S

50以上 745以上 東酉方向  E-25° 一 S
33以上 603以上 粟酉 万 同  E-215ν ― S

東山ラ 同  E-19～ ― S

5〔 東西ラ同  E-18マ ーS
75以上 1435以上 東西方向  E-175° ― S
28以上 17以 上 255以上 南北方向 N-19° 一E

東西方 向  E-25° ― S
47以上 30以上 707以上 東西万 同  E-20° 一 S
56以上 ] 690以上 栗酉 方 向  E-24や 一 S
13以 上 07以上 054以上 東山方 向  E-43▽ ― S

表21 8層下面検出水田区画痕跡計測表
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水田は、北西から南東方向に延びる畦畔を基軸とし、その畦畔間を小規模な畦畔によって区切 られている。30次で

は地形の傾斜方向にほぼ一致する、北西から南東方向に直線的に走行する畦畔が数条確認されたことから、この畦

畔を基軸とした区割 り方法が想定されており、今回確認された水田跡はまさにこの想定に合った区割 りによるもの

である。今回の調査によって、富沢遺跡における古墳時代前期の水田は、30次調査区から本調査区周辺にかけての

地域に広がっていたことと、地形の傾斜方向に直線的な畦畔を造 り、これを基軸としてその間を直交する畦畔でさ

らに区切る区割 り方法によって造られた小区画水田であったことが明らかになった。

12層水田跡は弥生時代中期の水田跡と考えられ、 6区画の水田区画が確認されたものの、そのほとんどは部分的

な検出であった。30次では調査区南東部で弥生時代中期に属すると考えられる水田土壌が確認され、畦畔が 1条検

出されているが、本調査区から最も離れた位置での検出であり、さらに、南東部以外は水田域ではなかった可能性

が高いことも指摘されていることから、本調査区水田跡と直接連続するものではない。また、道路を隔てて本調査

区の東に隣接する88次調査では、弥生時代のみならず古墳時代から平安時代の水田跡も確認されていない。富沢遺

跡内でも本調査区周辺の弥生時代水田跡については不明な点が多 く、今後の課題である。

第 2節  8層出土円形枠付き田下駄について

今回の調査では水田跡が検出された 8層 の上面から田下駄が出上 している。出土位置は調査区南東隅の、水田跡

に関連する施設と考えられるSX 2性格不明遺構の東側である。この位置から出上した意味を説明する根拠は得 ら

れなかったが、足板、横木、円形枠 (輪 標)の部材が組み合った状態で出土 した例は全国的にもそれほど多 くは

なく、県内では初めての出土例である。

足板は膝柄平鍬の転用品であり、刃郡寄 りの一部を除いて着柄軸部の大部分が失われているものの、刃部の形状

は良く保たれていることから、着柄軸部の欠損によって転用された可能性が考えられる。また、横木と輪楳 に焼

けた痕跡は認められないのに対して、足板には焦痕が観察され、転用以前に火を受けていることがわかる。着柄軸

部の久損原因は焼失によるものの可能性も推測される。このような形状の膝柄平鍬は、県内では小牛田町山前遺跡

と、未成品であるが田尻町新田柵跡推定地で確認され、また、仙台市中在家南遺跡、押口遺跡、高田B遺跡では刃

部の分かれた膝柄叉鍬が出土している。いずれも古墳時代前期に属する時期のものであり、使用者側の面の刃部を、

着柄軸部に近い部位から刃先にかけて削 り込むことによって薄く仕上げる特徴がある。この削 り込みは足板に転用

された本調査区出上の膝柄平鍬にも認められる。樹種はクヌギ節であ り、仙台平野では、弥生時代以来、欽や鋤、

竪杵等の農具に多 く用いられている樹種である。

足板が膝柄平鍬の転用品であるのに対 して、横木と輪楳 は田下駄製作のために用意されたものと考えられる。

特に輪楳 については、マタタビ属の芯持ち材が用いられていることから、円形の枠に使用するため柔軟性のある

蔓の特性によって選択されたものと考えられ、理に適った用材といえる。しかし足板には直接足が乗せられ、体重

がかけられることから一般的に板目材が用いられるのに対 して、本資料は膝柄平鍬の転用品であるため柾 目材の足

板になり、それほどの強度は期待できない。それは緒通し孔の穿子とが認められず、直接足に縛 り付けたものと考え

られる、堅牢な構造ではないことからも推測される。したがって、今回出土した円形枠付き田下駄は、耕作土を攪

拌して水平にならす代踏みや、緑肥、根株の踏み込み作業等の重作業に使用されたものではなく、湿潤度の高い水

田における身体の沈下防止用として、水田への立ち入 りや収穫作業等に使われたものと考えられる。
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第 3節 縄文時代の調査

今回の調査ではグライ化の始まる15層から性格不明遺構 1基 とピットのほかに、散浸な炭化物と焼土の集中部が

確認されている。また層の上部からは、ごくわずかではあるが、縄文土器片と礫石器が出土している。縄文土器片

は細片で摩減が著しいものの、繊維土器であることが確認され、15層検出遺構は早期末から前期にかけての時期と

考えられた。一方、炭化物・焼土集中部の中から出土 した最大の炭化物を試料 とした放射性炭素年代測定では

3,600年 BP前後という結果であった。

富沢遺跡内でこれまで実施されたグライ化の始まる層の調査では、15次調査で早期末～前期初頭の遺物集中部が

確認されている。その直上層には十和田―中如テフラが含まれてお り、テフラの直上と直下の放射性炭素年代測定

では4,960～ 5,230年 BP前後の値が得られている。この火山灰は 5次調査でも確認され、同じく直上と直下の放射性

炭素年代測定で5,440～ 5,530年 BP前後の報告がなされている。

30次では時期不明の竪穴遺構と土坑が確認され、竪穴遺構の底面から検出された炭化物の放射性炭素年代測定の

結果は5,000年 BP前後の値である。

このほか、28次ではグライ化の始まる層から60～ 80cm下位で早期後葉の遺物集中部が発見されている。グライ

化が始まる層の直上層で十和田―中撤テフラが確認されてお り、その直上と直下の放射性炭素年代測定では5,000

～5,260年 BP頃であると報告されている。

以上の結果は、これまで知られている縄文時代早期末から前期にかけての年代観とそれほどの違和感はない。 し

かし、本調査区15層 から出上した炭化物の測定値はそれよりも1,000年 以上も新 しく、大きく異なる値 となってい

る。今回の放射性炭素年代測定は加速器質量分析法 (AMS)イ こよるものである。AMS法による測定値については、

今後の測定結果の蓄積を待つ必要があり、現段階では慎重に取 り扱うべきものと考えられる。

第 4節 旧石器時代の調査

今回の調査では18層 から樹木を含む植物遺体集積層が検出されている。グライ化の始まる層から約1.5m下 位で

確認されたことと、樹木の出土状況により、第30次調査で検出された森林跡と同様に旧石器時代に属するものと判

断されたことから、自然科学的分析のための試料を採取 しながら遺構、遺物の検出に努めた。その結果、30次のよ

うな焚き火跡や石器等の遺構、遺物は確認されなかったが、自然科学的分析によって18層 の堆積環境や本調査区を

含む微地形等について詳細な情報を得ることができた。その概要を記し、30次で確認された旧石器時代の層位 との

姑応関係を整理しておきたい。

実施した自然科学的分析は、テフラ分析、放射性炭素年代測定、植物珪酸体 (プラント・オパール)分析、大型

植物化石分析、木材化石の樹種同定、花粉化石分析、珪藻化石分析、昆虫化石分析である。

プラント・オパール分析では、25層 の堆積当時は積雪の少ない比較的寒冷で乾燥 した環境であったことが推定さ

れているが、深掘西区で根株の出土した層直下の23層が堆積した当時は湿地の環境へと変化している。さらに19層

堆積時は周辺が比較的乾いていたものの、18層 になると何 らかの原因で堆積環境が変化 し、18層 上半にあたる18a

層の上部が堆積 した当時は湿地的な環境であったと推定されている。

大型植物化石分析では、18層 下半の18b層段階は調査区東半に水域のある湿地が形成されており、調査区外の東

隣にあった微高地に生育する樹木から針葉樹の葉や毬果が調査区内に供給され、堆積 したと推定されている。18a
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層になると水湿地はほとんどなくなり、陸域となって地表面の湿った林が成立する。生育していた樹木は、木材化

石の樹種同定の結果、針葉樹の トウヒ属 とカラマツ属のみである。水域が広がっていたことによって、地下水位の

きわめて高い環境下でも生育可能な種類や、湿地周辺あるいは湿地内の微高地に生育するものに限られ、他の樹種

の進入が遅れた可能性が指摘されている。

花粉化石分析結果では、20層 の雄積後、調査区西側が一時的に離水したのに対 して、東側は河川氾濫の影響によ

って泥が堆積 し、その後の水位上昇により調査区全体が水湿地ないし沼地に変化 したとの結果が得られている。

18b層下部が堆積 した頃、調査区東端に水湿地ないし沼地が形成された状況がそれにあたるが、その後の水位の低

下に伴ってさらに堆積環境は変化 し、滞水状態から地表面の湿った環境へと変わっていく。すなわち、18a層下部

では湿地となり、上部になると地表面が湿った環境へ変化 し、周辺は緩やかな乾燥化に伴って湿原と森林がモザイ

ク状に入 り混じった状態になっていたと推定されている。

18層の推積環境については、珪藻化石升紙 によっても花粉化石分析結果と同様の変化が捉えられている。18b層

下部では沼沢ないし水湿地であったのに対 して、18a層 下部では水位の低下によって湿地および地表面の湿った環

境に変イとし、湿地は18a層 中部になるとさらに縮小するようになり、18a層上部では水湿地がほとんど後退して地表

面が湿った環境に変わる。その後に樹木が進入したとみられている。

昆虫化石の分析では、18層堆積時、調査区の東側は水たまりや湿地が多 く、 じめじめしていて、西側は比較的乾

燥 していたと考えられている。より詳細に見ると、18層 が堆積 して間もない頃には湿地が調査区西端まで広がって

いたが、18層 の堆積が終了する頃には調査区の中央付近まで縮小 している。さらに調査区東端に獣糞や腐肉などが

あった可能性が指摘されており、調査区東隣での動物の活動を推測させ、陸域が存在していた可能性が考えられる。

以上の自然科学的分析を総合 して18層形成時の本調査区の環境変遷を考えると次のようになる。18層 の堆積開始

時期は沼もしくは水湿地であったが、堆積が進むにつれて西側から離水するようになり、調査区東半に残された湿

地は徐々に縮小 していく。堆積が終了する頃には湿地はなくなり、地表面の湿った状態に変わって樹木の生育する

環境に変化する。調査区外の東側には微高地があって針葉樹が生育し、動物の活動域であった。周辺には湿原と森

林がモザイク状に分布していた。

今回の調査で遺構や遺物が確認されなかった理由は、以上のように環境が変遷 した場であったためと考えられる。

本調査区の付近に人類活動の痕跡を求めるとすれば、動物の活動域 と推定される微高地が存在していた、調査区外

の東側にその可能性がある。

本調査区の22層 においても針葉樹 (ト ウヒ属)の根株が層下部で検出されているが、プラント・オパール分析に

よる25層から23層 の、乾燥 した環境から湿地への変化をみると、18層で確認された環境変化がそれ以前にも存在し

たものと推定される。したがって旧石器時代当時の富沢においては、湿原と森林がモザイク状に分布し、両者は場

所を換えて出現と消滅を繰 り返していたと考えられる。

放射性炭素による年代測定の結果では、18a層 出土の 3点の樹木はそれぞれ20,380± 100年、20,940± ■0年、

21,090± 160年BPと いう測定値が得られており、22層の根株は23,120± 120年BPの値である (いずれも液体シンチレー

ションカウンタによるβ線計数法による)。 テフラ分析では、約2.6～ 2.9万年前 (14C年代 ,2.4～ 2.5万 年前)に噴出

した姶良Tn火山灰に出来すると考えられる火山ガラスが検出され、その出現 ピークが25層 に認められるものの、

実際の降灰層準は26層 よりも下位にある可能性も指摘されている。テフラ分析 と年代測定の結果には矛盾はなく、

18a層 と22層 はともに姶良Tn火山灰降灰後に形成された層である。

30次調査においては、26層 とV区の19b層から樹木が検出されている。V区は30及調査区の北西にあたり、本調

査区に最も近接した地区である。19b層 は、 I区からⅣ区で単層と捉えられていた19層 がV区で細分されて確認さ

れた層である。下面の標高は7.50～ 8.20m前後で起伏してお り、北東部に向かうにしたがって徐々に低下し、北東
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隅で最も低 くなる。地形的に低いV区北半部では安定した堆積状況を示 してお り、北半部での層相は黒褐色の粘土

層で、樹木片や植物化石を多 く含んでいる。19b層から出土した 3点の樹木の放射性炭素年代測定では19,470± 440

～470年、19,730± 410～440年、20,590± 560～ 600年 BPと の結果が得 られている。本調査区の18層 下面の標高は7.5

～7.7mであり、年代測定の結果も30次19b層 と近似 した値である。 したがって本調査区の18層 は30次19b層に対応

するものと考えられる。

30次26層 は標高 7m前後であるが、本調査区に近づ くにつれて徐々に高 くなり、北端では7.2mを超えている。

本調査区の21層 と23層 にはわずかに植物遺体が含まれており、22層下部では根株が検出されている。 7m前後の標

高を示 しているのは23層 であり、あわせて30次26層 出土樹木の放射性炭素年代測定の結果 (19,500年 ～23,870年前

前後)を参考にすると、30次26層 に対応するのは本調査区の23層 である可能性がある。

第 5節 まとめ

今回の富沢遺跡第126次調査によって得られた成果をまとめると以下のようになる。

1.2～ 5層、 8層、 9層、12層の 7時期の水田土壌が確認され、 2層が近世、 3層 は中世末かそれ以降、 4層 は

平安時代後半、 5層 は平安時代前半、 8層は古墳時代前期、 9層 は弥生時代 (中期以降)、 12層 は弥生時代中期

の時期である。

2.水田区画が確認されたのは 8層の古墳時代前期水田跡と12層 の弥生時代中期水田跡である。

3.古墳時代前期水田跡で確認された水田区画は、部分的な検出を含めて 7区画であるが、 8層下面からは37区画

分の水田区画痕跡が確認されている。長方形を基調とした小区画水田であり、 1区画あたりの平均面積は約14.3

だである。区割りは、北西から南東へ徐々に低 くなる地形の傾斜方向に、基軸となる直線的な畦畔を造 り、その

畦畔間を小規模な畦畔で区切る方法で行われている。同時期の水田跡は本調査の南に隣接する第30次調査区でも

確認されており、 8層水田跡と同様の方法による区割 りがなされていたものと推定されている。本調査区周辺に

は古墳時代前期の水田跡が広がっていたと考えられる。

4.8層上面からは、田下駄が足板、横木、円形枠が組み合った状態で出土 しており、このような状態での出土は

県内では初めての例である。その重要性から、展示の可能性を考慮 し、周辺土壌とともに切 り取って保存処理を

行った。足板には膝柄平鍬が転用され、円形枠には柔軟性のあるマタタビ属の蔓が用いられている。構造から緑

肥や根株の踏み込み、あるいは代踏み等の重作業に使用されたものではなく、湿田での身体の沈下防止用に使わ

れたものと推定される。

5.弥生時代中期水田跡では部分的な検出を含め、 6区画の水田区画が確認された。規模が判明した区画は 1区画

のみであり、長軸5。16m、 短軸4.44mの隅丸方形に近い平面形で、面積は20,46ポ である。本調査区周辺の弥生時

代水田跡については、部分的に確認されているものの不明な点が多 く、詳細については今後の課題である。

6.旧石器時代では、18層で樹木を含む植物遺体集積層、22層下部で樹木の根株が検出された。自然科学的分析の

結果、18層 が形成された時期の堆積環境は、水湿地あるいは沼地から湿地へ、さらに地表面が湿った状態へと変

化 し、樹木が進入したことが明らかになった。本調査区内で遺構、遺物は確認されなかったが、調査区外の東側

に存在が想定される微高地部に人類の活動痕跡が遺されている可能性がある。

7.18層 は20,000～21,000年前頃に形成された層であり、層相と標高および放射性炭素年代測定結果の検討から、

第30次調査19b層 に対応するものと考えられる。22層 下部で検出された根株の年代測定結果は約23,100年前であ

り、30次26層 に姑応する層は、本調査区ではわずかに植物遺体を含む23層である可能性がある。
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1.18層樹木出土状況全景 (東 から)

鶴 孝響
2.18層樹木出土状況東半部 (北から)



3.8層 水田区画痕跡 (北西から)

駅

4.8層 田下駄出土状況 (東 か ら)



写真 1 調査完了状況全景
(引ヒ西から)

写真 2 調査区西壁 (東 から)

写真 3 調査区北壁西側 (南から)



写真 4 調査区北壁中央音5(南 から)

写真 5 調査区北壁東側 (南 から)

写真6 4層畦畔①全景 (東から)



写真7 4層畦畔②全景 (北西から)

写真 8 5層畦畔全景 (南 から)

写真 9 8層水田跡東半部
(北西から)



写真10 8層水田跡南西部

(西から)

写真11 8層木製品出土状況
(南から)

写真12 8層田下駄出土状況

(東から)
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写真13 SX2性格不明遺構検出状況
(東から)

写真14 SX2性格不明遺構完掘全景
(北東から)

写真15 SX2性格不明遺構断面

(南西から)



】́場】言西L写

瓢 68層 畦畔痕跡検出
4品 ォゝら)

写真17 8層畦畔痕跡検出状況 2

(耳しから)

写真刊8 8層畦畔痕跡検出状況 3

(西から)
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写真19 8層畦畔痕跡検出状況 4

(西 から)

写真20 8層水田区画痕跡 1

(】ヒ西から)

写真21 8層水田区画痕跡 2

(南西から)



賛
=

写真22 8層水田区画痕跡 3

(西から)

写真23 8層水田区画痕跡 4

(耳ヒ西から)

写真24 12層水田跡全景 1

(口蜀から)



写真25 12層水田跡全景 2

(1と から)

写真26 縄文土器A-1、 2出土状況
(北から)

写真27 礫石器Kc‐4出土状況

(東から)
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写真28 18層 樹木出土状況全景 1

(東から)

写真29 18層樹木出土状況全景 2

(西から)

写真30 18層樹木出土状況 1

(南西から)
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写真31 18層樹木出土状況 2

(耳とから)

写真32 18層樹木出土状況 3

(】ヒから)

写真33 深掘西区22層樹木出土状況
(東から)



写真34 調査区西壁 (東から) 写真35 調査区西壁拡大 (東から)

写真36 調査区西壁上段 (東 から) 調査区西壁上段部分拡大 1

写真38 調査区西壁上段部分拡大 2(東から) 写真39 調査区北壁 1(南から)

写真40 調査区北壁 2(南から) 写真41 調査区北壁 3(南から)



写真42 調査区北壁 4(南 から) 調査区北壁 5(南 から)

写真45 SKl、 2、 3土坑完掘全景 (東から)写真44 SKl、 2、 3土坑検出状況 (東 から)

SKl土坑完掘全景 (東 から)
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写真43 SK2土坑完掘全景 (東から)

写真47 SKl土坑断面 (南 から)

写真49 SK2土坑断面 (南 から)



写真50 SK3土坑完掘全景 (南から) 写真51 SK3土 坑断面 (東から)

写真52 SK4土坑検出状況 (東から) 写真53 SK4土坑完掘全景 (東 から)

写真54 SK4土坑断面 (口面から) 写真55 古銭 (N-1、 2)出土状況 (北西から)

写真56 打ち込み杭 (L-1)断面 (東 から) 写真57 打ち込み杭 (L-2)断面 (北西から)



写真58 SXl性格不明遺構検出状況 (北から) SXl性格不明遺構断面 (南から)

写真61 3層分布状況 (東 から)写真60 SXl性 格不明遺構完掘全景 (北 から)

写真62 4層畦畔①検出状況 (東から) 写真63 4層畦畔①検出状況 (北から)

写真64 4層畦畔②検出状況 (北から) 写真65 4層畦畔②全景 (北 から)



写真66 3層 、 4層遺物出土状況 (東 から) 写真67 5層畦畔検出状況 (南 から)

写真69 8層畦畔検出状況 2(東 から)写真68 8層畦畔検出状況 1(東から)

写真70 8層畦畔検出状況 3(北西から)

鍛 婢         ―

―
―
 一

写真71 8層畦畔検出状況 4(北西から)

写真72 8層畦畔検出状況 5(北 から) 写真73 8層畦畔検出状況 6(北 から)



■■■i=ril■ 1

調査区中央部 8層検出状況 (南西から)

嘉 .=||||―工 !二二|

写真75 調査区南西部 8層畦畔検出状況 (西から)

写真77 8層木製品出土状況 (北東から)

＼

写真76 8層水田跡全景 (東 から)

写真78 8層 田下駄出土状況 (東 から) 写真79 8層 畦畔痕跡検出状況 1(南から)

写真80 8層畦畔痕跡検出状況 2(北西から) 写真81 8層畦畔痕跡検出状況 3(南西から)



写真82 8層畦畔痕跡検出状況 4(西から)

写真85 8層水田区画痕跡全景 2(東から)

写真87 8層水田区画痕跡全景 4(南から)

写真83 8層畦畔痕跡検出状況 5(南 から)

写真84 8層水田区画痕跡全景 1(西から)

写真86 8層水田区画痕跡全景 3(西 から)

写真88 作業風景 (北から) 写真89 打ち込み杭 (L-4、 5)断面 (南から)

―
―

―

―

―

Ｉ

Ｌ



写真90 打ち込み杭 (L-6)断面 (南 から) 写真9刊 打ち込み杭 (L-7)断面 (南から)

写真93 9層下面全景 (北から)

写真94 打ち込み杭 (L-15)断面 (南から) 写真95 12層畦畔検出状況 1(東から)

写真96 12層畦畔検出状況 2(北から) 写真97 12層畦畔検出状況 3(北西から)



写真98 12層畦畔検出状況 4(西から) 写真99 大型板状石器 (Ka-2)出 土状況 (東から)

写真100 SX3性格不明遺構検出状況 (南東から) 写真101 SX3性格不明遺構断面 (南東から)

写真102 SX3性格不明遺構完掘全景 (南東から)

写真104 18層樹木出土状況全景 1(東から) 写真105 18層 樹木出土状況全景 2(西 から)



写真106 18層樹木出土状況 1(南西から) 写真107 18層 樹木出土状況 2(北 から)
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写真109 18層 樹木出土状況 4(北 から)写真108

==士
‐ i■

18層樹木出土状況 3(東から)

写真110 18層 樹木出土状況 5(南から) 写真111 18層樹木出土状況 6(北 から)

写真112 18層樹木出土状況 7(北 から) 写真113 18層 樹木出土状況 8(北 から)



写真114 18層 樹木出土状況 9(北から) 写真115 18層 毬果出土状況 (西から)

写真116 深掘西区22層樹木出土状況 (南 から) 写真117 深掘西区23層検出状況 (南から)

写真118 深掘中央区23層検出状況 (東から) 写真119 深掘東区23層検出状況

写真120 調査完了状況全景 1(東から) 写真121 調査完了状況全景 2(西 から)
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写真122 宮沢遺跡第126次調査出土遺物 1(1
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写真123 宮沢遺跡第126次調査出土遺物 2(1～ 3;約 1/3、 4・ 5;約 1/2、 6・ 7;約 2/3、 8～18,約 1/6)



L-13

;約 1/6、 2～ 4;約 1/9、 5;約 1/12)写真124 宮沢遺跡第126次調査出土遺物 3(1



1 作業開始前の状況 (東から)

3 木製品の養生

7 上面の固定

写真刊25 8層 出土円形枠付

8 作業用側面の固定

き田下駄切 り取 り作業 1



9 鉄板で底面を切り離す

11 溝の拡張 2

10 清の拡張 1

12 周囲にロープをかけ、切り離す準備

13 ロープを引き、45度 回転 し完全に切り離す 14 底面の余分な土嬢の除去

15 底部土嬢の養生の養生                    16 ウレタンによる底部の固定

写真126 8層 出土円形枠付き田下駄切 り取 り作業 2
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旧石器時代

縄文時代

弥生時代
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江戸時代

森林跡

ピット

水田跡

土坑

旧石器時代自然遺物

縄文土器・石器

弥生土器・石器

土師器

須恵器

陶器・磁器

円形枠付き田下駄

木製品

古銭

後期旧石器時代の森林跡

が確認された。

古墳時代前期の田下駄が

足板・横木。円形枠が組み

合った状態で出土した。
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